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　　　プロローグ　そして彼は動き始める





　氷ひ室むろ当とう世せいは【天才】である。

　少なくとも、周りの人間はそう思っているようだった。

「…………」

　自分の目の前には一つの資料がある。千せん陣じん学園内で起こった事件や問題を記したものだ。

　もっとも氷室率いる【生徒会】が統治するこの学園では、それほど目立ったトラブルがあるわけではない。いずれも室むろ伏ふし朱あか音ね率いる【生徒会執しつ行こう部ぶ】が簡単に収められる程度のものだ。……ある一部を除いては。

　氷室が眺ながめている書類には『裏うら生徒会の活動における調査報告』とタイトル付けがされていた。そこには天あま音ねミコを中心とした【裏生徒会】と名乗る集団が行動することにより、いかなる事態が引き起こされたかが仔し細さいに綴つづられている。

　大きなものとしては二つ。上うえ原はら佳か奈なによるゲリラライブ。隠き塚づか宗そう吉きちによる剣けん道どう部ぶの仕合。他にもそれらに比べると特別注目すべきものではないが、それでも十分にこちらへの反乱行こう為いととれるものがいくつか。全すべてが一いつ貫かんしているのは、それぞれによって対象は違ちがうが生徒のために動いているということだった。

　裏生徒会がこのような目立った動きをとり始めたのはつい数か月ほど前のことである。それまではそもそもメンバーが天音ミコ一人だけであり、大したことが出来るわけではなかった。せいぜいが体のいい雑用係のようなものだ。

　それがここ最近、生徒の間で急速にその存在が大きくなり始めている。

　所属する人数が増えたということもあるだろう。上原佳奈、東とう央おう院いんマイ、そして一週間ほど前からもう一人、剣道部の御み納のう葵あおい。

　組織としての形を取り始めることにより、行動範はん囲いや規模も大きくなった。そうなると自然、生徒たちの耳じ目もくも集めることになる。

　……しかし、焦しよう点てんはそんなところにない。たとえ何人増えようが氷室にとっては有う象ぞう無む象ぞうでしかない。天音ミコ以外に特別、気にすべき人間はいない。ただ一人を、除いては。

「郡こおり武たけ人と……」

　天音ミコの側近に位置し、自らを【天才】と名乗る男。

　ここしばらく、裏生徒会が行ってきたことのほとんどが彼によって計画されたものだ。それを天音ミコが指揮し、仲間が実行した。

　いわば裏生徒会のブレインにして守護神。類たぐい稀まれなる頭脳といかなる時も冷静であろうとするその精神、そしてどんな人間を相手どっても臆おくすることのない強い心。

　天才、と呼ばれることは実際、誉ほまれでもなんでもない。そこには言外に周囲からの多大な期待が含ふくまれているからだ。

　普ふ通つうではないことを。こちらが思ってもみないことを。

　彼らは天才に望み、願い、一方的に頼たよる。それらに応こたえようとするプレッシャーたるや尋じん常じようならざる重さであり、故ゆえにこそ天才と呼ばれた者達たちは時に狂きよう気きにさえ達する。

　だがタケトはそれを自ら主張する。己おのれは天才である。不可能はない。どんなことさえ成功に導いてみせると。

　そんなことを言えるのはよほどの馬ば鹿かか、あるいは驚きよう嘆たんすべき覚かく悟ごと才能の持ち主か。そのどちらかを確かめる為ために氷室はあえて、タケト属する裏生徒会の行動を黙もく認にんしてきたところがある。そして一つの結論に達した。

　郡武人は己の程度を知らぬ無能ではない、と。

　だが、彼だけでは恐おそらく裏生徒会はここまで大きい存在にはなりえなかっただろう。郡武人には弱点がある。それは全てを計算しようとする余り、大だい胆たんに踏ふみ込めないところがあるということだ。

　だがそれを補うように天音ミコという人間がいる。彼かの女じよは全てを直感で決めるが、それだけに無む謀ぼうとも思える部分にも躊躇ためらいなく飛び込んでくる。

　タケトが考え、ミコが引っ張る。間ま違ちがいなく、この二人が居てこそ裏生徒会は脅きよう威い──そう。生徒会にとっての脅威になりつつあるのだ。

　だが逆を言えば、裏生徒会そのものとしての力はどうなのか、という話になってくる。故にこそ。手を組み息をつくと、小さく呟つぶやく。

「神楽かぐら」

　音もなく目の前に影かげが降り立った。能面のような顔をした小さな少女だ。影が薄うすい、というどころではない。そこに存在しているというのに、少し油断すれば認にん識しきできなくなる。すれ違ったとしても数分後には忘れてしまうような、そんな希き薄はくさをもっていた。

　伊い佐さ奈な神楽。生徒会における書記。そして……その裏で特別な任務を負う生徒である。

「そろそろ、試ためすぞ」

　彼女は無言で頷うなずいた。室内には氷室と神楽、その二人しかいない。副会長である千ち早はや静せい香かは定例会議、会計である室伏朱音は定期パトロールに出ていた。

　神楽に仕事を頼たのむ時はいつもそうだ。事を秘ひ密みつ裏りに運ぶ必要がある時は特に。

「頼んだ」

　無言で頷くと神楽は再び闇やみへと消えた。後には氷室一人が残される。

「……裏生徒会。どれほど足あ掻がけるかな」

　誰だれもいない部屋。ただ薄く、氷のように冷たい笑えみを浮うかべた。
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「タケトくん……まさかこんなことになるとは思わなかったよ」

　張りつめるような緊きん張ちようがあった。息をすることさえ躊ちゆう躇ちよしそうなほどの。

「僕ぼくも予想だにしていませんでしたよ。まさか、会長がそのようなことを望まれるとは」

　郡こおり武たけ人とは目を閉じ、首を振ふった。それに対し、天あま音ねミコは片口を上げる。

「運命とは皮肉なものだ。私とてこんな選せん択たくをとるつもりはなかった」

　そして拳こぶしを構えて、臨戦態勢をとった。

「だがやらねばならぬのならやるしかない。人生は常に決断の連続だ」

「なるほど、確かにそうですね。ならば僕も【天才】としての誇ほこりにより、手加減は致いたしません」

　静かに佇たたずんで、手を前に出し。タケトは指を軽く振った。

「──どうぞ、遠えん慮りよなくかかってきて下さい」

「言われずとも！」

　ミコは床ゆかを蹴けって跳とび上あがった。スカートが、そして羽織った【旧・生徒会服】がはためく。次の瞬しゆん間かん、

「会長──キィィックッ！」

　勢いに乗ったつま先が、真まっ直すぐとタケトへと襲おそい掛かかった。

　目を見開く。そして同時に一歩を踏み出だすと、タケトは手をかざした。

「甘あまい！」

　払はらうようにその先を逸そらし、そのまま足首を掴つかみとった。

「ぬぅ!?」

　自らの側に引き寄せると空いた手でミコの襟えり首くびをとり、投げ飛ばそうとする。だが彼女はそれを許さなかった。その小さな体を生かして全身でタケトの腕うでにまとわりついたのである。

「こ、これは!?」

「ふははは。侮あなどったなタケトくん。秘技！　会長抱だきつき！」

　タケトはぶんぶんと腕を振り回まわすが、ミコは全く放れない。その様はまるきりユーカリの木にしがみ付くコアラそのものであった。

「……しかし会長、これではあなたも攻こう撃げき出来ないのでは？」

　ふと思いついた疑問をタケトが投げかけると、ミコはにやりと笑った。

「その通り。これは相手が先に疲つかれるかこちらが先に疲れるかの持久戦だ。さあ、ぶんぶん思うさま振り回すがいい！　ぶんぶん振り回して会長を面おも白しろがらせるといいよ！」

「要するにこれ、会長が思いついた面白い遊びなのではないですか」

「……違うよ？」

　百パーセントそのようだった。露ろ骨こつに目を逸らしたミコに、タケトはため息をつく。

「……なにやってるんですか？」

　いつものように裏生徒会の戸を開いた上うえ原はら佳か奈なは、目の前で展開されていたわけのわからない場面に目をしばたたかせた。

「さあ、タケトくん！　気を取り直してもう一戦だ！　今度はもっと面白いぞ！」

「今面白いって言いましたね？　やっぱり遊びなんじゃないですか」

「大だい丈じよう夫ぶ。遊びは文化ってどこかの会社も言ってる」

「答えになっていませんが!?」

　いつもは中心に置かれている古い長机は脇わきにどけられ、それがあった場所にはどこからもってきたのか畳たたみが二枚敷しかれていた。タケトとミコはその上でやりとりをしているのだ。

　その周りにはちょうど彼らを取り囲むようにパイプ椅い子すが設置してあり、東とう央おう院いんマイと、そして先日新しく裏生徒会に入った御み納のう葵あおいが居た。

「上原先せん輩ぱい、こんにちは」

　佳奈が近寄ると葵が立ち上がって深々と頭を下げた。慌あわてて同じようにする。

　椅子に腰こしかけると同時、タケトとミコを挟はさんで向こう側にいたマイがぴょこん、と音が鳴りそうなほど勢いよく立つと、モバイルパソコンを持ちながらひょこひょこと佳奈のところまでやってきた。当然のように、膝ひざの上に跳び乗のる。

「マイちゃん、こんにちは」

「こんちは」

　キーボードを打だ鍵けんしながら会え釈しやくする彼女の頭を撫なでながら、再び座すわった葵に声をかけた。

「あの……タケトさんと会長さん、お二人とも何をやっているんですか？」

「天音先輩が先日の剣けん道どう部ぶでの仕合で室むろ伏ふし先せん輩ぱいに負けたことを機に、格かく闘とう技ぎを習いたいと師し匠しように願い出たらしいのです。それで先ほどからあのように、無む駄だな緊きん迫ぱく感を漂ただよわせながら訓練を行っているのですが」

「はあ、そうですか」

　葵はタケトのことを【師匠】と呼ぶ。タケト本人は嫌いやがっているが、彼女は裏生徒会に入ったというよりは、彼に弟で子し入りしたつもりらしいのである。

「でも、訓練をしているというよりは、じゃれ合っているようにしか思えませんねえ」

　主にミコが。

「後、剣道部の仕合がきっかけなら剣道を習った方がいいんじゃないですか？　せっかく葵さんがいるのに」

「ボクもそう言ったのですが、天音先輩は露骨に嫌な顔をして師匠に習いたいと。まあ、こちらとて無理に教えるつもりは毛頭ないので良いのですが」

　という言葉とは裏腹に、不満そうな顔で葵はそっぽを向いた。それに佳奈は苦く笑しようする。

　ミコと葵はどうも反りが合わないらしく、基本的にはごく普通に付き合っているが、ちょっとしたことでいさかいを起こすこともあった。

「……ボクだって師匠に色々教えてもらいたいのに。どうしてあのチビばっかりに」

　ぶつぶつと呟いていた葵の気を静めるために、佳奈はお茶を沸わかそうとマイを抱き上げて下ろした。彼女は名な残ごり惜おしそうにしていたが、やがて鞄かばんから取り出した飴あめを咥くわえる。

　その時、

「あの、上原先輩」

　声をかけられて、急きゆう須すを手にとっていた佳奈は振り返かえった。葵がやけに真しん剣けんな顔でこちらを見ている。

「少し質問があるのですが」

「なんでしょう？」

　わずかに躊躇ためらったものの、しかし葵はちらりと部屋の中央を見て、それから口を開いた。

「……あのお二人はどういった関係なのでしょうか？」

「どういった関係って？」

　湯を注いで蓋ふたをしながら首を傾かしげる。

「その、なんといいますか。ボクがここに入ってからいつも一いつ緒しよにいますし、あまつさえことあるごとに天音先輩は師匠に肩かた車ぐるましてもらっていますし……」

「そうですねえ。仲が良いです」

　微笑ほほえましいことだとは思うが、と、三人分の湯呑に茶を注ぎつつ、

「やはり信しん頼らい関係はあるのではないでしょうか？　会長さんはもちろんですが、タケトさんも一番、心を許しているでしょうし」

「……信頼関係、ですか。それだけですか？」

「と、言いますと」

　湯呑を葵に手て渡わたして尋たずねる。彼女は複雑な顔で、いくぶん口ごもりながら言った。

「つまり……ええと。いわゆるところの……その」

　きょとんとして目をしばたたかせていた佳奈に、マイがぼそりと言った。

「ラブラブなのかどうか」

「ちょっ……マイ！　あなたはどうしてそう、直接的に！」

　動どう揺ようしてあたふたと手を振りながら、みるみる顔を赤くしていく葵に、ああ、とようやく合が点てんのいった佳奈が答える。

「お二人が付き合っているかどうか、ですか？」

「上原先輩！　あまり大声で！」

「ああ、ごめんなさい」

　口に手を当てて頭を下げると、彼女はマイにも湯呑を渡わたして言った。

「でも……そうですねえ。恋れん愛あいですか。うーん」

　正直なところ、どうなのか分からない、というのが佳奈の意見ではある。

　ミコがタケトに対して抱いている感情は、信頼できる仲間であるという以上に、恋こいする乙女おとめのそれであることは佳奈も薄うす々うす分かっている。

　だがそれに反してタケトはどうなのだろうか。

　彼の場合、そもそも異性に対してそういった特別な気持ちを抱くことなどあるのだろうか、という疑問もある。幼おさな馴な染じみであると言った室伏朱あか音ねから、あれほどあからさまなアプローチをかけられて尚なお、それをさらりとかわしてしまうような人間なのだ。知っててそうしているなら大したものだが、あれはどう見てもその鈍どん感かんさゆえであろう。

















「なんというか、ですね」

「はい！」

　佳奈の発した言葉に、葵は椅子ごとずいと近寄ってくる。ひたすらに真っ直ぐな、彼女らしい感情の発はつ露ろである。要するに葵は憧あこがれと同時に、惹ひかれてしまっているのだろう。郡武人という男に。

「タケトさんってすごい人ですけど、ゴールしか見えてないんだと思うんですよ」

「ゴールしか……？」

「自分が目指すべきところしか目に入らなくて、だから、その周りでどんなことがあっても、気付けないんです」

　だからこそ室伏朱音の気持ちも分からない。面と向かって言われない限りは。

「だ、だとすれば、あの二人はそういった関係にないと？」

「……だと思うんですけど。でも」

　言いきれないところもある。

「タケトさんは、自分の心に気付いていないだけって可能性もあるんですよねえ……」

「そ、それは？」

「今まで恋愛したことがないから、これがそうなのか分からないってことじゃないでしょうか。ええと、わたしもそんなに経験があるわけではないので断言はできないのですが」

　佳奈が腰かけると、当然のようにマイは膝に乗ってきた。そして彼女は自分にも飴を渡してくれる。ありがとう、と声をかける。

「……つまり、まだ望みはあるということですね？」

「うん、と。そういうことになるのかな？　葵さんってタケトさんが好きなんですか？」

「……いえ、その、まだそういうのは分からないのですが」

　その質問に、葵は顔を俯うつむけた。無言のまま何も答えない。なるほど、本人も整理できていない問題なのだろう。だが兆候はあるようだ。

「……うーん。モテモテだ」

　ちらりと、佳奈はタケトの方を見た。当の本人は、ミコを腕に巻きつかせてひたすらに振り回していた。彼女はそれに嬌きよう声せいを上げている。最も早はや、訓練でもなんでもない。

「会長、真面目まじめにやって下さい」

「私にとっては真面目とは不ふ真面目まじめであるのだ！」

「なら不真面目にやって下さい」

「おっけー任せろ！」

「なにかがおかしい!?」

　いつも通りのそのやりとりに、苦笑と共に佳奈は息をついた。

　二人が互たがいを好きでいるのかどうか、それはまだ分からない。

　だがこれだけは言える。

　タケトもミコも最良のパートナーであり、二人が出会えたのは極きわめて幸運であった。運命である、とさえ言えるのかもしれない。

　彼かれらのようになりたいと裏うら生徒会に入る人間は、佳奈や葵以外にもこれから出てくるだろう。それほどの魅み力りよくを持っているのだから。

　いつか自分もあの二人のように、誰かのために一いつ生しよう懸けん命めいになれる人間になりたいと思う。

　その術を学ぶために、まだまだ裏生徒会でやりたいことは沢たく山さんあった。

「……がんばろう、うん」

　拳を固めて決意する。それにマイが言った。

「佳奈もたけとをねらう？」

「ラ、ライバルですか!?」

「ノ、ノット！　ノットラブです！」

　目つきが獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのそれに変わった葵に、佳奈は慌てて手を振った。



「漫まん画がのモデルに？」

　その日、裏生徒会へ依い頼らいに訪おとずれた女生徒は頷いた。

「はい。みなさんに、今度わたしが描えがく漫画のモデルになって欲ほしいんです」

　彼女の名は奈な倉ぐら彩さい夏か。専門コースの一年、美術科の生徒であると名乗った。

「するとキミは漫画部に所しよ属ぞくしているということか？」

　千せん陣じん学園には普ふ通つう科かと専門科があり、進学を考える人間は前者に、何らかの特別な才能を有している者は後者に属することとなっていた。例えばミコとタケトは普通科だが、佳奈は声楽科でマイは情報科、葵は武道科である。そしてその中でも個人に合わせて千を超こえるコースが用意されていて、それぞれ様々に専門的な指導を受けることが出来る。

　美術科の漫画部もその一つだ。千陣学園ではクリエイティブな分野にも対応した授業が存在しているのである。

「いいえ、違ちがいます」

　しかしミコの思おも惑わくは外れ、彩夏は首を振った。

「わたしは美術科で風景画を主に習っています」

「漫画部じゃないのに、漫画を描いてるんですか？」

　佳奈が質問すると、彼女は拳をぐっと固めて「そうです！」と頷く。

「確かにわたしは、絵画の方でこの学園に合格しました。でも、本当はずっと漫まん画が家かになりたかったんです！」

「それならそちらの方を受験すればよかったんじゃないか？　なぜ絵画の方に来たんだ」

　タケトは【シェイクスピア全集】と書かれた題名の本を閉じた。

「それは……その」

　肩かたを落としてため息。指を突つき合あわせて彩夏は答える。

「わたしもそうしようとしたんですけど、なぜか周りのみんなはお前に漫画家は無理だって。一枚絵の方は才能があるからそっちにした方がいいって言うんです。試しに漫画部を受けてはみたんですけど、落ちちゃって……」

「なるほど。しかし諦あきらめきれないから挑ちよう戦せんしてみようというわけだな！」

「そうなんです！」

　ミコの言葉に勢い込んで、

「たとえ無理だと言われても漫画を描きたいんです！　協力してもらえませんか!?」

「その精神は素す晴ばらしいものですね。誰にどう言われようと本人が決断しない限り、終わりはありません。ボクはそう思います」

　葵が真面目な顔で同意すると、

「無駄などりょくという言葉もあるが」

　マイがちくりと釘くぎを刺さす。佳奈が慌てて口をふさぐが、彩夏は苦笑するだけだった。

「確かにそうかもしれません。でも、自分でもうダメだって思うまでは最後までやってみたいんです」

「うむ、その心意気やあっぱれだ！」

　椅子の塔とうの上で立ち上がり、ミコは懐ふところから出した扇せん子すを開いた。

「我わが裏生徒会は、自らの夢にまい進する生徒を応おう援えんするぞ！」

　そこには筆文字でこう書かれている。【石の上にも２～１０年】と。

「期限が曖あい昧まいなことわざですね、会長」

「終わりが確定している努力なぞない！」

「……尤もつともですが」

　しかも自分が以前、隠き塚づか宗そう吉きちという男に言ったことそのままであるために反論もできない。タケトは黙だまり込む他なかった。

「では、モデルをお願いできますか？」

「承うけたまわろう！」

「しかし漫画のモデルとは一体なにをするものなのでしょうか？　ボクはそういった類たぐいのものを読まないので一向に分からないのですが」

「なに、葵は漫画を読んだことがないのか」

「ありません。何度か友人から勧すすめられたことはありますが、興味をもてませんでした」

「信じられんな……人生の九十九パーセントを損しているぞ」

「フン、そんなわけないでしょう。人生にはもっと必要なものがあるはずです」

「確かにそうかもしれないが、全く読まないというのも考えものじゃないか。何事も、実行しなければ分からない。学ぶべきものがあるかもしれないぞ」

「分かりました。読みます」

　タケトの言葉を速そつ攻こうで受け入れる葵に、ミコが「なんだよー！」と吠ほえた。

「会長の言葉は否定してタケトくんのことだけ受け入れるのかよー！　差別だ！」

「区別です」

「一緒だ！」

「別物です」

「この場合は同じものであるような気がするが……」

　今はそこについてとやかく論議している場合ではない。タケトは話を戻もどすことにした。

「それで漫画のモデルというのは具体的に何をするものなんだ？」

「……あ、はい。ええとですね」

　三人のやりとりに呆あつ気けにとられていた風の彩夏だったが、気を取り直すように咳せき払ばらいする。

「漫画を描くに当たってイメージを膨ふくらませたいので、実際にいくつかのシーンを皆みなさんに演じてもらいたいんです。本当は演劇部の人に頼たのむのが一番なのでしょうが、さすがにそれは出来ないので……」

「僕たちであなたの漫画を再現するということか？」

　少々意外な申し出だった。思わず目をしばたたかせる。

「あの、わたし、子どもの頃ころからそういうの苦手で……幼よう稚ち園えんの頃にやった【桃もも太た郎ろう】でも木の役だったんですが」

　不安そうに佳奈が言った。

「木ということは上原くん、台詞せりふはなかったのか」

「いえ、ありました。『桃太郎さん、きび団子をおくれよ』っていう」

「木が!?」

「桃太郎さんには『いや、君、木だから……ついてこられても困るし』って答えられるんですけど」

　尤もな話だ。明らかに全員へ渡るほど役の数がなくて適当に与あたえたものだろう。

「僕ぼくも生あい憎にくと演劇の心得はないな。葵はどうだ？」

「ボクは剣道しかやってきませんでしたから」

　なるほどとタケトがミコへ視線を移すと、彼かの女じよはそれを受けて片口を上げた。

「安心したまえ、タケトくん！　私はこう見てアカデミー助演女優賞にノミネート！」

「されたんですか？」

「される夢を見るほどにハリウッドに胸焦こがれる毎日を送っている」

「普ふ通つうに映画が好きなだけですね、それ……」

　そんなことだろうと考えていたが。最後にマイを見たものの、彼女は興味なさそうにキーボードを叩たたいているだけだった。訊きくまでもないということか。ということは裏生徒会は全員、その手のことには不向きということになる。しかしそんなことは、彩夏とて分かっているはずだった。その証しよう拠こに彼女は手を振ふって、

「あ、大丈夫です。イメージさえ掴めればいいので、演技の方はあまり重要視しません。キャラクターがどんな感じかを確かめたいんです」

「ああ、頭の中で曖昧になっている人物像を、実際に生きた人間に演じさせることで明確化させたいということか」

「その通りです！　すごいですね、郡さん」

「さすが師匠です」

　憧れの視線を向ける葵に、別にそれほど大したことを言ったつもりではなかったタケトは居い心ごこ地ちが悪くなった。どうも彼女は、自分のことを過か剰じように評価しているような気がする。

「分かった。そういうことなら喜んで協力しよう」

　ミコが了りよう承しようすると、彩夏は「ありがとうございます！」と礼を言った。

「ところで肝かん心じんの漫画だが、どんなものをするつもりなんだ？」

「ファンタジーです」

「ふぁんたじーとはなんです？」

　首を傾げた葵にマイがぽつりと呟つぶやいた。

「せんじょうてきな衣装のこと」

「それはボンデージだ、マイ」

　彼女はちらりとタケトの方を見る。

「すぐわかるとか……スケベ」

「え!?」

「でも確かに、そんなにすぐ繋つながる単語ではないですよね……」

「タケトくん、まさかキミはむっつりだったのか!?」

「師匠、嘘うそですよね……？」

「なんだこの展開は！　わ、罠わなか!?」

　危あやうく変態のレッテルを貼はられるところだった。慌てて話を先に進める。

「と、とにかくファンタジーだな。しかしファンタジーと言っても色々あるが」

「異世界ファンタジー……こことは違う世界を舞ぶ台たいにした物語ですね。魔ま法ほうとか剣けんとか、勇者とか魔ま王おうとか」

「なるほど」

「しかし、そうなるとこの衣装のままでは少々不自然になるのではないか？」

　ミコが疑念を呈ていした。

「イメージの問題ですから、そこは構わないんじゃないですか？」

「そんなわけありません！」

　タケトの台詞に彩夏はがたりと音を立てて椅子から腰を上げた。

「イメージといってもそれは限りなく現実に近けねばならないんです！　世界そのものを実際に構築するのは無理だとしても、せめてそれ以外はリアルにしないと！　そうしなければ皆さんにキャラクターを投とう影えいすることが出来ません！」

「い、いきなりキャラクターが変わりました！」

「さっき、演技の方は重要視しないと言っていたのに、衣装の方は徹てつ底ていするのか……」

　外観くらいはリアリティをもちたいということだろうか？

「しかし、そうなるとどうしたものか」

「決まっているでしょう！　コスプレです！」

「こすぷれ？」

　先ほどからわけのわからない単語ばかりなのだろう。眉み間けんに皺しわを寄せている葵にマイが説明した。

「コスチュームプレイの略語。アニメとか、漫画やゲームに出てくるキャラクターに扮ふんすることをいう」

「はあ、なるほど。ということは奈倉さんの漫画の登場人物に、ボクたちがそのコスプレというやつでなりきるということでしょうか？」

「その通りです！　それでいくつかのシーンを再現してもらえば、わたしの中でもやもやしているキャラクターたちに命を吹ふき込むきっかけになるはず！　資金はわたしの方で用意しているので、まず皆さんには衣装作りを手伝って頂きたいんですが」

「しかし奈倉さん、僕たちには生憎とそういった方面の技術に長たけた人間はいないのだが」

「そちらの方なら大だい丈じよう夫ぶだろう」

　ミコが椅い子すの塔から飛び降りる。

「以前に依頼を受けた中で服ふく飾しよく科かの生徒がいる。彼らに頼めば問題ないと思う」

「ああ、なるほど。会長の人脈を使うのですね」

　タケトが所属する以前よりたった一人で裏生徒会の活動をしていたミコには、様々な方面に知り合いがいる。もちろん仕事をしたからということもあるが、ほとんどの人間が彼女の放つ不可思議な魅力に惹かれ、何かあれば協力すると固い約束を交かわすのであった。

「すごいですね、会長さんは。一体、この学園にどれくらいのお知り合いがいるのですか？」

　佳奈の質問に、ミコは「うん？」と片眉まゆを上げた。

「そうだな。考えたこともなかった。さて……百や二百ではなかったと思うが」

「ボクには分かりませんね……。彼女のどこがいいのか」

　囁ささやくように言った葵に、タケトは微笑む。

「僕も最初はそう思った。だが、いずれ分かる。会長は自分本位に無む茶ちやばかりしているように見えるが、実は誰だれよりも相手のことを考えて動いている人だ。だからこそ皆、彼女に心を許す」

「……そんなものですか」

　納なつ得とくしたような、していないような。そんな風に、葵は小首を傾げる。

「それでは、よろしくお願いします！」

　深々と彩夏が礼をするのに、裏生徒会の面々は鷹おう揚ようとそれに応こたえた。



　千陣学園には十万を超える生徒が在ざい籍せきしている。

　それは既すでに一つの都市としての人口に匹ひつ敵てきし、それに伴ともなって広大な土地を誇ほこる学園の敷しき地ち内ないには様々な施し設せつが存在していた。

【千陣ショッピングモール】も、その一つだ。

　千陣学園には毎年、日本全国から生徒たちが集まってくる。中には親元を離はなれ寮りように入る人間も少なくなく、そんな彼らが安心して買い物が出来るように一画を区切って色々な店を取とり揃そろえているのだ。

　上空から見れば一本の長い棒のようにも見える巨きよ大だいなショッピングモールには、左右にありとあらゆるジャンルを網もう羅らしたショップが建ち並んでいる。

　基本的に氷ひ室むろの統治する千陣学園では生徒の息いき抜ぬきは許されていない。普通の学校であるような運動会や修学旅行、文化祭等の行事も全く開かい催さいされないことになっていた。

　そんな辛つらい学園生活の中で唯ゆい一いつ、気を休められる場所がここなのだ。土曜や日曜はもちろん、放課後には千陣学園中から相当数の生徒が集まってくる。ただし入いり浸びたって勉学の方がおろそかになり、成績が落ちるようになれば即そく退学となるため、ほとんどの生徒たちは必要以上の長居をしないようにしていた。その中を、

「タケトくん、あれはなんだ！」

「ソフトクリームですね。限定発売と書いてあります」

「限定か！　いい響ひびきだ！　どう考えても後で量産されるだろ、これは、と思うものでも限定と書かれているとつい欲しくなるな！」

「見事に踊おどらされていますね……」

　タケトとミコは、歩いている。といっても、実際に足を動かしているのはタケトのみだ。それは、ミコがタケトの肩の上に座すわっているからである。

　何が気に入ったのかミコは裏生徒会本部にある椅子の塔、その次にタケトの肩を定位置にしており、移動する時は必ずと言っていいほど肩に乗ってくる。

　それはいいのだがさすがにこうも人目が多いと、ちらちら視線を向けられて居心地が悪い。彼女と出会って数か月余り、既に慣れたとは思っていたが、やはり改めて思うと妙みような状態だと思う。

「あ、あれはなんだ、タケトくん！」

「あれは……本屋ですね」

「あれは?!」

「時計屋です」

「じゃあ、あれは！」

「文ぶん房ぼう具ぐ店てんですね。……あの、会長」

「ん、なんだね？」

　視線を上げて、タケトはふと抱いだいた疑問を投げかけた。

「なにか、楽しんでいませんか？」

「そんなことはないぞ？」

「ならいいのですが……」

　しかしその言葉とは裏腹に、ミコはどこかテンションが上がり気味に、大したものでもないのに騒さわいでタケトに話しかけていた。

「そもそも、目的を忘れてはいませんよね？」

「覚えているとも。えーと、お菓か子しを買いにきたんだっけ？」

「すぐそこにある誘ゆう惑わくに負けて記き憶おくを改ざんしないで下さい！」

「だって……チョコレートが五十円とか……価格破は壊かいじゃないか。ところで価格破壊ってなんだか秘ひ孔こうを突く技みたいに思えないか？　ホワチャー！　天音神しん拳けん──火か核かく破は壊かい！」

「日本語を弄もてあそばないで下さい」

「タケトくんがノリ悪いよぅ」

「会長がはしゃぎ過ぎなんですよ……。しっかりと思い出して下さい。僕たちは衣装の材料を買いに来たんですからね」

「分かってるさ。あ、タケトくん、たい焼き食べたい」

「分かってるさと言った数秒後に全否定することを言うとは恐おそれ入ります！」

　ため息をついて、タケトは額に手を当てた。



　服飾科の生徒にコスプレの衣装を依頼したところ、快く請うけ負おってくれた。ただし材料その他はそちらの方で買かい揃えて欲しいとのことになった。

　それは尤もな話であるため、裏生徒会の面々は一同、揃って【千陣ショッピングモール】まで来たのである。

「買うものが多た岐きに渡わたっているから、それぞれに合わせて二人、二人、一人に分かれた方がいいと思う」

　ちなみに奈倉彩夏はどうしても抜ぬけられない用事があるために欠席している。元より彼女は依頼する側であるため、頼たよるつもりもなかったミコたちはそれを承しよう諾だくした。

「あ、じゃあわたしはマイちゃんと一いつ緒しよに行きます」

　タケトの提案に佳奈が手を挙げた。マイも頷うなずき、彼女の後ろに回って腰こしに抱きつく。

「それがいいだろうな。さて、じゃあ残り三人だが……」

「ボクは師し匠しようと行きます」

　すかさず葵が一歩前に出るも、それを遮さえぎる声があった。

「タケトくんは私と一緒に行こう！」

　ミコである。それに対して、葵は若じやつ干かん、不満そうに言う。

「あなたはいつも師匠と一緒に居いるでしょう。たまにはお一人で動かれたらどうですか」

「タケトくんは私がいないと何も出来ないんだぞ」

「嘘です。あなたこそそうでしょう」

「全くその通りだな！」

「会長、少しくらい否定してください」

　やれやれと首を振って、タケトは葵に声をかけた。

「すまない、葵。会長はこの通りちいさ……」

　口にしかけて、言葉が途と切ぎれる。ミコが自分の身長を気にしているということを、以前の依頼で知ったのだ。素す早ばやく脳を回転させてから言い直した。

「……非常に繊せん細さいな方だから、あまり一人で沢山の荷物をもつことは出来ない。葵には申し訳ないが、会長は僕と一緒に行動した方がいいと思う」

「会長もそう思う！」

「そうですか……」

　シュンとして落ち込んだ葵に、ミコが近寄って背せ伸のびすると、肩を叩いた。

「大丈夫。次は譲ゆずるぞ。こういうのは順番だ」

　にこにことする彼女に、葵は怪け訝げんな顔をする。

「なんのつもりですか？」

「さてな。ともあれ、私は何事に対してもフェアでいたいのだ、と言っておく」

　手をひらひらと振って、ミコはタケトの下に歩いてきた。

「……だから嫌きらいなんですよ、あなたは」

　葵が複雑な顔で呟く。それにタケトは目をしばたたかせた。

「なんの話だ？」

「気にするな。さて行こうか、タケトくん」

　跳とび上あがると、ミコはタケトの背中にへばりつく。そのまま、さながら木の幹を這はう昆こん虫ちゆうのごとく登って行った。

　肩の上に座ると、彼女は手を振り上げる。

「よし──それでは、【裏生徒会】出動だ！」



「ふががもぐふががごふ」

「…………」

「ふがが。ふがもぐが。ふががもぐぐぐはふがもふ」

「…………」

「ふがもふ？」

「尋たずねられても困ります」

　タケトは【論語】と書かれたタイトルの本を閉じて眼鏡のツルを押おし上げた。

「きちんと物を飲み込んでから喋しやべってくださいと、何度も言ってるでしょう。会長」

　その言葉に頷いて、目の前でひたすらにパフェやらロールケーキやらクッキーやらを食べ続けていたミコはもぐもぐと口を動かした。カフェの一席である。ミコがお腹なかが空いたといい、時間的にもちょうどよかったのでおやつの時間にしたのだ。

「ふがもふふふ。ふむーもふ」

「そうですね。でも世の中、そんなものですよ」

「もふふ、がふ、もふふもふ？」

「いえ、残念ですが僕がもっているのはスキューバダイビングの免めん許きよだけです」

「ふがもふが！　ふががもふ！」

「いや、そういう理論があるから世の中から戦争が無くならないんです。……そろそろ疲つかれてきたのでノるのをやめていいですか？」

　適当に台詞を合わせながらタケトがそう言うと、ミコはごくんと飲み込んでから言った。

「なんだ、ノリがいいじゃないか」

「さきほど会長が残念そうにされていたもので」

「やはりタケトくんは優やさしいな」

　口の周りにクリームをべっとりつけながら、ミコは微笑ほほえんだ。それをハンカチでふき取り、タケトは苦く笑しようする。

「出来る範はん囲いで誰かを喜ばせたいと思うのは、当たり前ではないですか？」

「……なるほど。だが、それをどれほどの人間が臆おく面めんもなく口に出来るかな」

　どこか満足そうに答えて、ミコはショートケーキのイチゴにフォークを突つき立たてた。

「しかしこうしてタケトくんと、学園の中とは言えど校舎外で二人になるのは初めてだな」

「そういえば、そうですね。いつもは活動が終わればそのまま帰りますから」

「家が遠いのか？」

「いえ、ただ出来るだけ早く帰ってその日の復習をしたいもので」

「真面目まじめだな」

「堅けん実じつと言って下さい」

「この場合は、同じ意味だ」

　傍かたわらにあるオレンジジュースをごくごくと飲んで、ミコは手を挙げた。

「おかわり！　後、モンブランとマカロン、それにバームクーヘン！」

「それ全部、砂糖抜きでお願いします」

「無体な!?」

　慄おののくように背中を反らして、彼女は頬ほおを膨らませた。

「どうしてキミは私が甘あまいものを摂せつ取しゆしようとするとそれを禁じるのだ」

「単純に食べ過ぎだからですよ。いいですか会長、糖分を取り過ぎると脂し肪ぼうとなって体重が増えるだけでなく、血糖値の異常による糖とう尿によう病びようになる恐れもあるんですよ。糖尿病はあらゆる合がつ併ぺい症しようを引き起こす恐ろしい病であり……」

「な、なぜ十代で四十代が医者に忠告されるようなことを言われなければならないのだ！」

「将来のことを考えるのは十代も四十代も同じです」

「タケトくんがお母さんみたいなことを言う……」

　机に突っ伏ぷすミコにタケトは軽く息をつき、自分が注文したブラックのアイスコーヒーを飲んだ。その時、そういえば、とふと思う。

「会長」

「なんだぃ。またお説教かい」

「いえ。……そういえば、会長って休みの時や家に帰ってからは何をしているんですか？」

「息」

「真面目に答えて頂きたいのですが」

「真面目だが!?」

「そうですか。じゃあもういいです」

「……嘘だよぅ、ごめんよぅ」

　あっさり引き下がるとミコは寂さびしそうに眉まゆ根ねを下げた。

「どうしていきなり、そんなことを訊くんだ？」

「なんとなく……そうですね。思えば会長とお会いしてから二か月ほどですが、あまりそういったことは訊いたことがなかったな、と思いまして」

「そういえばそうだな。お互たがい、依い頼らいに奔ほん走そうしていてそんな暇ひまがなかったということでもあるが」

　微び苦く笑しようしてミコは腕うでを組んだ。

「うーん。基本的にはお菓子を食べているか漫まん画がを読んでいるかゲームをしているか、アニメを観みているかのどれかだな」

「勉強はなさらないのですか？」

「タケトくん」

　ミコがきりりとした顔をする。

「……なんでしょう」

「幅はば五十メートルの崖がけがあって、お箸はし一本でそれを渡れと言われたらどうする？」

　少し考えて、タケトはこう言った。

「そんな無む駄だなことはしない。もっと有意義なことがあるはずだ、と言います」

「つまりはそういうことだ」

「会長にとって勉強するのはそれほど無む謀ぼうなことなのですか……」

　そう言い切れるのはある意味すごいことだが、何かがひどく誤ご魔ま化かされている気がした。それだけ好き放題にしていて家族に怒おこられたりはしないのだろうか、と、そう思った時にふとタケトは尋ねた。

「そういえば会長のお兄さんは前・生徒会長なのでしたね」

「そうだな」

「どのようなお人なのですか？」

　首を傾かしげ、ミコは唸うなった。難題を突き付つけられた賢けん者じやのような顔だ。そして、

「……そうだな。一言で言えば、捉とらえどころがない」

「捉えどころがない？」

「天てん衣い無む縫ほうと言えば聞こえはいいが、例えば歩いて月まで行くなどという無む茶ちや苦く茶ちやな考えを本気で実行しようとする」

「……なるほど」

「かと思えば、非常に明確なヴィジョンをもって世の中の矛む盾じゆんを正そうとすることもある。極きよく端たんということではなく、とにかく不可能や出来っこないという言葉が大だい嫌きらいで、【やりたい】と思ったことはそれがどれほどのものでも貫つらぬき通とおそうとするのだ。そして、そんな時に放つ言葉には奇き妙みようなほどの力強さがある」

「不思議な人ですね」

「不思議な人だ」

　さすが天音ミコの兄というべきか。どこか彼女に似ている。いわば、進化形だ。

「しかし……」

　ふと、頭を過ぎるものがある。今聞いたような人物像を、かつて自分も誰かに抱いた気がするのだ。

　無む邪じや気きで、無茶で、純じゆん粋すいで、ひたむきで、途と方ほうもなく強くて……。

　あれは、どこでだったか。

「ああ、そうか」

　思い出した。自分を変える切きっ掛かけになった人間だ。

「どうした？　タケトくん」

「いや……偶ぐう然ぜんでしょうが、僕が【天才】になろうと思った、憧あこがれの人に似ている気がするんです。その人も会長のお兄さんのようでした」

「ほう」

　しかしミコはそれほど驚おどろく様子もなく頷いただけだった。タケトは目をしばたたかせる。

「会長、もしかして何か知っているんですか？」

「ん？　いや、知らんよ」

　笑って、ミコは運ばれてきたマカロンを口に入れる。

「そうですか。……ともあれ、会長のことが少しわかった気がします」

「そうか、それはなによりだ。もっと知ってもらえると嬉うれしいな」

「はい、僕もそうしたいです」

　正直な気持ちを伝えると、ミコの動きが止まった。穴が開くほどこちらを見つめる。そして、なぜかわずかに頬を赤らめながら上目づかいで言った。

「……それは、どうしてだ？」

「尊敬できる人間のことを深く知りたいと思うのは当然のことです」

「尊敬か。それだけか？」

「……？　そうですが。いえ、もちろん、他にもありますが」

「あ、あるのか？　それはどんなのだ？」

　身を乗り出して、勢いこんで尋ねてくる。それにタケトはきょとんとしつつ、

「えーと……そうですね。単純に気になったからなのですが。尊敬とは別に……なんでしょうね」

　自分で言っていて分からなくなった。最初は本当になんとなくで、尊敬できる人間云うん々ぬんも嘘うそではない。だが、別の気持ちもあったような感じはするのだ。天音ミコという人間が自分の知らないところでどんなことをして日常を過ごしているのか、些さ細さいと呼べるかもしれないことさえ知りたいと思うような。しかし、形には出来なかった。

「すみません、僕ぼくらしくもない曖あい昧まいな言葉で」

「……そうか」

　残念そうに椅子へもたれかかると、ミコはフォークを咥くわえた。しかし、それからすぐに笑えみを浮うかべる。とびきり甘くて美お味いしいものを食べた時のような表情だった。

「まあ、いいや。えへへ」

「……？　どうされたのですか？」

「ううん。別に。ところでタケトくんは普ふ段だん、家で何をしているんだ？」

「僕ですか。勉強ですね」

「休みの日は？」

「勉強です」

「……休きゆう憩けいしている時は？」

「テレビを見ています」

「おお、バラエティか？」

「昨日は討論番組【夜中まで生テレビ『高こう齢れい化か社会を問う』】を観ていました」

「……面おも白しろいの？　それ」

「勉強になります」

　ミコは、なぜか盛大にため息をついた。

「タケトくんは真面目なのがいいところだが、もう少し柔じゆう軟なん性せいをもった方がいいなあ」

「そうですか。どうすればいいのでしょう」

「ソファに寝ね転ころがりながらポテトチップスを食べてアニメを観ればいいよ！」

「……浅はかながらそれは柔軟性というより堕だ落らく性を養うようにしか思えないのですが」

「似たようなものだ」

　全く違ちがう気がする、とタケトは思った。

「そういえば、タケトくんの家族はどんな人たちなのだ？」

「普ふ通つうですよ。両親とも公務員です。兄弟はいません」

「そうなのか……一度、お会いしなければならないな」

　どこか冗じよう談だんめかして言ったその台詞せりふに、タケトは頷いた。

「是ぜ非ひ、機会があればお願いします」

「え!?」

　ミコはびっくりしたように目を丸くして、次に視線を落とす。みるみるうちに、肌はだが熱を帯びたように赤く染まっていく。その後彼かの女じよはちらり、とタケトの方を見て、

「それは……その。そういう意味か？」

「はい、そういう意味です」

　タケトは、はっきりと言い放った。

「会長は僕が尊敬する人間です。是非、両親にも紹しよう介かいしたい」

　その瞬しゆん間かん、ミコはその場に音を立てて突っ伏す。そして、大げさとも思えるほど大きくため息をつくのだった。

「……そうだな。さっきのやりとりからするとそうだな」

「なにか問題ありましたでしょうか……」

「あるにはあるが、うん、もういい。大丈夫だ」

「あるなら言って頂いた方が助かるのですが」

「ふんだ。タケトくんなんて知らんぷんだ」

　頬を膨ふくらませて横を向いたミコが、なぜ怒っているのか分からずタケトは首を傾げた。

「……それはそうと、そろそろ行った方が良いのではないか？」

　しばらく経たってから、機き嫌げんを直したのかミコが口を開く。

「ああ、そうですね。集合時間までもう間もありませんし」

　そう言って立ち上がったところで、タケトはその声を耳にする。

「あなたたち！　いい加減にしなさいよね！」

　振ふり返かえると、一人の女生徒が生徒数人を叱しかっているところだった。

「白昼堂々カツアゲとはいい度胸してるじゃない。それでも千陣学園の生徒なの!?」

　特とく徴ちよう的てきなサイドテールが揺ゆれる。他の生徒とは違う、生徒会に所属する人間だけが身に着けられる特別な制服を身に着けていた。

「朱音……？」

　見み間ま違ちがえるはずがない。生徒会の会計にして学園の風紀を守る執しつ行こう部ぶの部長、そしてタケトの幼おさな馴な染じみである室伏朱音その人だ。彼女の後ろには怯おびえて縮こまった男子生徒がいる。

「うるせぇな、偉えらそうによ。何様なんだよ」

　髪かみを金色に染めた一人の男子生徒が敵意をむき出しに言う。千陣学園では滅めつ多たに見ないが、少々やさぐれた人間らしい。

「大体オレらはちょっとこいつと遊んでただけじゃん。小こ遣づかいもらえねーから恵めぐんでもらってよぉ。なあ？　そうだろ？」

　呼びかけると、びくりと体を竦すくませて男子生徒は首を横に振ろうとした。しかし、

「おい、そうだろ!?　ああ!?」

　と金きん髪ぱつが胴どう間ま声ごえを上げると、慌あわてて頷く。

「ほら、な？　だからさぁ、執行部の人はどっか行っててくれねぇかなあ」

「あ、そ」

　それに対して腰に手を当て、息をつくと、朱音は言った。

「それじゃわたしとも遊んでくれるかしら？」

「……へ？」

　彼女は背中に手を入れると、【ずるり】と長い鉄の棒を取り出す。それは、黒光りするショットガンだった。彼女が愛用している得物だ。殺傷能力はないが、当たると相当に痛い弾だん丸がんを撃うち出す。

「わたしとも遊んでよ。寂しいのよね」

「お、おい！　待てよ！　オレたち何もしてねえだろ!?」

　銃じゆう口こうを突き付けられて、金髪をはじめとした生徒数人は慌て始めた。

「証しよう拠こもねえのに処しよ罰ばつすんのかよ！　一方的じゃねえか！」

「んなこと言ってないじゃない。遊んでって誘さそってるだけよ。ただわたし、すごく寂しがりでわがままだからさ──断られると、つい泣いて震ふるえて引き金に指がかかっちゃうかも」

　片口を上げ、舌を出した。その目にはありありと殺意の色が浮かび上がっている。

「……っ！　ひぃ！」

　怯えるように足を下がらせた彼かれらに、朱音は腹の底から大声を出した。

「──the　full　back　to　the　yesterday　and　a　BUGs!（一昨日きやがれ、このゴミ虫ども！）」

　その迫はく力りよくに押され、彼らは、舌打ちしながらもその場から逃にげて行った。

「……ったく、ああいうのがいるからわたしの仕事がいつまでも楽にならないのよ」

　ため息をついて振り返り、朱音は男子生徒の肩かたを叩たたく。

「大だい丈じよう夫ぶ？　学園内とは言えど、たまにああいうのがいるから気をつけなくちゃダメよ」

「あ、ありがとうございます……」

　頭を下げる彼に、朱音は微笑んだ。

「気にしないで。買い物するんでしょ？　早く行った方がいいわよ」

　何度も礼をしながら、男子生徒はその場を去っていく。それを見て頷いた朱音は、振り返ったところで、

「相変わらずだな」

　声をかけられ、足を止めた。目を剥むいている。

「タ……タケト!?」

「おっと、忘れては困る」

　タケトの頭に顎あごを乗せて、ミコがにこやかに言った。

「私もいるぞ、室伏朱音！」

　それを見て、朱音は、露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。

「……あら、偶然ね。二人でデート？」

「ははは。そんなところだ」

　表面上はどちらもにこやかだが、見えない火花が飛とび交かっている気がした。

　なにか嫌な予感がする。ひしひしと、タケトはそう思うのだった。



「……なるほど。そういうことだったのね」

　朱音は腕を組んで息をついた。それは安あん堵どのようにも見えたが、次に彼女は目を逸らす。

「まあ、わたしはあなたがどこで何をしていようと別に構わないんだけど」

「確かにそうだが、多大な誤解をされていても困るからな」

「……誤解なのよね？」

「うん？」

「だから」

　少し頬を赤くして、ちらりとタケトの方を見た。

「ご・か・い・な・の・よ・ね？」

「なぜいちいち区切って、しかも二回確かめるのか分からないが、誤解と言えば誤解だ」

「なによその、『言えば』って。はっきりしないわね」

「会長と二人で買い物をしていたのは事実だからな」

「うぐっ」

「ただしそれがデート……異性交遊なのかと言われれば違う、と答える他ない」

　その言葉に朱音は頷き、ようやくこちらを向く。

「それにしてもあなたも大変ね。要は生徒のわがままを聞いているってことじゃない」

「それが裏うら生徒会の仕事だからな。特に大変だとは思っていない」

　二人が居るのは店の連なるメインロードから少し外れたところだった。あの後、朱音とミコがいつ戦争を勃ぼつ発ぱつさせてもおかしくないような状態になったため、とりあえず事情を説明するため落ち着いて話が出来る場所まで連れてきたのだ。

　ちなみにミコは、トイレに行ってくると言って今は席を外している。

「……まだ納なつ得とくがいかないのよね。あなたがそちら側にいる理由が」

「そうか？　これで中々充じゆう実じつしているつもりなのだが」

「あなたに譲れない主張や信念があるのは承知しているつもりだわ。それが氷室会長と相あい容いれないことも。だけど……だからって天音ミコの下につくことはないんじゃない？　彼女のやり方ははっきり言って無茶苦茶よ」

「確かにそうかもしれない。だが天音会長は少なくとも、本当の意味で生徒のことを考えていると僕は思う」

「弱者救済が？……そりゃあなたが昔、ひどいことをされていたのは知っているから、無理はないと思うけど」

　眉根を下げて、朱音は言った。

「でもこの千陣学園は普通の学校と違うわ。ここでは強者でいることが当たり前なのよ。才能ある人間の中でも更さらに才能のある人間を選別し、伸のばし育て巣立たせるのが目的。そうなれば自然、厳しくなる面も出てくるわ。嫌なら他に行けばいい。だけどここにいる以上は、そのルールに従うべきよ」

「だから挫ざ折せつした人間は必要ないというのか」

「残念だけどそういうことになる」

「お前はそれでいいのか」

　タケトの質問に朱音は表情を止めた。視線を落とす。

「……どういうことよ」

「お前は本当にそれでいいと思っているのか」

　無言。しかし彼女は頷いた。

「思っているわ。あなただって氷室会長の考えが全すべて間ま違ちがっているとは考えていないでしょう」

「それはそうだが……」

「それに、体制に抗あらがうことが全て正しい道を紡つむぐと、わたしは思わない。生徒会に属ぞくしていずれ卒業し、相応の地位についてから行えることもある」

　タケトの目を真まっ直すぐと見て。

「それで世の中を変え、かつてのあなたのように、強い人間によって理り不ふ尽じんに虐しいたげられる人間を助けることが出来るかもしれない。だからわたしは、あなたたちと対立する。生徒会の人間として。何より──夢を持つ者として」

「……なるほど」

　その視線を受けて、タケトは微笑んだ。

「お前も色々考えているんだな」

「な、なによ。人を浅はかな奴やつみたいに」

「てっきりしばらく会わない間に氷室によって毒されているのかと思っていた。すまない」

　頭を下げた自分に、朱音は慌てたように手を振った。

「ちょ……やめてよ！　別に、あなたに謝あやまられるようなことなんて……」

「それに僕のことも真しん剣けんに考えていてくれたんだな。感謝する」

「……ん、もぅ」

　顔を赤くして、どう対応していいか分からなくなったのか目を泳がせた。そして、スカートの裾すそを握にぎってちらりと見上げる。

「あなたはなんでそうやって、昔から直球なのよ……照れるでしょ」

「悪い。しかし気持ちは正直に伝えなければ歪ゆがんで届く場合もある」

「それはそうだけど……」

　そこで、朱音は気付いたかのようにはっと目をしばたたかせた。そして周りを見始める。

「どうした？　朱音」

「……いや、ええと」

　しばらくきょろきょろとしていたが、やがて彼女は胸に手を当てて、息をついた。

「あの……二人きりね？」

「随ずい分ぶんと前からそうだが」

「そ、そうね。いきなり真面目な話を始めたから気付かなかったわ。思えば久しぶりね」

「ああ……そういえばそうだな」

　初対面から今まで、生徒会と裏生徒会との対立で思えばまともに話などしていなかった。

「で、それがどうかしたか？」

「…………」

　その言葉に、朱音はショックを受けたような顔をした後で額に手を当てた。

「なんだ、どうした」

「……なんか他に言うことないの？」

「これと言ってないが」

「なんでよ！」

「なんでと言われても」

「久しぶりに会った幼馴染同士が！　やっと二人きりになったんじゃない！　なんか思うことあるでしょ？」

「ああ、そういうことか」

「そう、そういうことよ！」

　タケトは質問した。

「ご両親は息災か？」

「ええ、お父さんは相変わらずゴルフ三ざん昧まいだし、お母さんはフラダンスを習い始めたわ」

「ほう、フラダンスか。あれは中々に難しいものらしいな」

「ええ、意外に体力を使うって嘆なげいてるわ。それでジムにまで通いだして──って違う！」

「なにがだ？」

「なんであなたと二人で私の両親の話をしなきゃならないの！」

「いや、幼馴染だしな……」

「それはそうだけど！　よく考えれば自然だけど！　だけどほら、他にもあるじゃないの！　あ……あた……」

「あた？　熱海の話か。お前が温泉に興味あったとは意外だったな」

「あたたたたたぁっ！」

　突とつ然ぜん、朱音は沸ふつ騰とうしそうな顔でパンチを繰くり出だしてくる。

「なにをする」

「そりゃこっちの台詞よ！　なんで熱海なの!?　数あるあた候補の中でどうして神か奈な川がわ県けんの都市名を選ぶの!?」

「そんなにあるのか、あた候補……」

　後はアタッシュケースくらいしか思いつかないが。

「ほんっっとに鈍どん感かんなんだから！　別にいいわよ！　期待なんかしてなかったから！」

「鈍感？　聞き捨てならないな。期待していなかったとはどういうことだ。お前は僕に何を求めていたんだ」

「……っ！　なんでもないわよ！」

「なんでもないなら期待していなかったなどとは言わないだろう。さあ、告白してみろ。さっきも言ったように気持ちは正直に伝えないと誤解されてしまうぞ」

「ほんとに腹立つわね……上から目線で言ってるのが特に……」

　ふつふつと沸わきあがる怒いかりを必死で堪たえるように唇くちびるを噛かみ締しめていた朱音は、きっとタケトを睨にらみ付けた。

「あのねえ！　じゃあ言うけど！」

「ああ」

「久しぶりに会った幼馴染と、二人きりになってるのよ？　普通、わたしのこととか訊きいてくるでしょ！」

「と言ってもたかが一年じゃないか。最初に会った時、訊くべきことは訊いたしな」

「きぃ……！　ほんとにその通りなのが更に苛いら立だちを誘うわ……！」

「なにがしたいんだお前は……」

「だ、だから──っ！」

　そう言って、何かの言葉を口にしようとしたその時。

「おまたー！」

　ミコが、片手に何か大きな筒とう状じようのものをもって現れた。

「おや？　修しゆ羅ら場ばか？」

「あああああ！　もおおおお！」

　両手を上げて嘆きを表現した朱音は、そのままミコに食いついた。

「なんなのよ！　後五分遅おくれて帰ってきなさいよ！」

「全く以て理不尽な怒られ方なのだが……何をそんなにいきり立っているんだ、キミは」

「……もういいわよ」

　疲つかれ切った顔でそう言った彼女に、ミコは目をしばたたかせた。

「会長、ところで何を持っているんですか」

「ああ、これか。いや、先ほどトイレから帰ってくる時、やけに長い行列を見たのでなにかと思って並んだんだが」

「なにか分からずに並んだんですか……」

「日本人の習性だな。そうしたら、一日二十食限定のクレープを売っていたのだ！　これは買うだろう！」

「また甘いものを購こう入にゆうなされたんですか。さっきも言ったように、糖分は取り過ぎると体に害を──」

「あーあーあーあー。会長イヤーシールド展開中ー！」

　片手で耳を塞ふさいでいやいやするので、タケトはため息をついて「まあ、いいですが……気を付けて下さいね」と忠告するに留とどめた。

「タケトくんも食べるか？　クレープ」

　問われて見ると、なるほど確かに美お味いしそうなクレープだ。たっぷりの生クリームとイチゴをはじめとした各種のフルーツやらカステラなどがふんだんに盛り込まれている。

「いいんですか？」

「うむ。さすがに量が多いのでな」

「では、頂きます」

　素す直なおにそう言うと、付属していたスプーンをとってミコはクリームとイチゴをすくいとった。そして、満面の笑えみで、

「タケトくん」

「なんでしょう」

　すこぶる嬉しそうにこう言った。

「はい、あーん！」

「…………」

「どうした？　あーんだぞ！」

「いや、恥はずかしいので遠えん慮りよさせて頂きたいのですが。スプーンを下されば自分でやりますので」

「えー。じゃあ会長あげないぞ」

「どうしてですか」

「あーんしたいからだ」

「非常に分かりやすい答えですね……」

　言っても多分聞かないだろう。そう思って仕方なくタケトはしゃがみこんだ。

「はい、タケトくん、あーん！」

「…………」

　言葉に従って、口を開けたところで。

「ちょ……ちょっと待ちなさいよ！」

　様子を傍ぼう観かんしていた朱音が割って入った。

「なに勝手にやろうとしてるのよ。許可とりなさいよね」

「どうしてキミに許しをもらわなければならないんだ」

「お、幼馴染だからよ。タケトに何かしたいならまずわたしを通してもらわないと困るわ」

「アイドルのマネージャーか、キミは」

　ふん、と鼻を鳴らしてミコは返す。

「生徒会の許可なんてもらう必要はないな。私は私がやりたいようにやるだけだ」

「くっ……！　だったらわたしも考えがあるわ」

　そう言って、朱音は踵きびすを返して走って行った。と思うが間もなく、その手にアイスをもって帰ってくる。

「……ぜえ、ぜえ、はあ、はあ、タ、タケ……はあ」

「大丈夫か、お前」

「だ、大丈夫よ。ほら、タケト！」

　ずい、と、朱音はもっていたチョコレートアイスを突つきだした。恥ずかしいのか耳まで真っ赤に染めながら、

「あ、あ、あ、あーんしなさい！　ねじ込んであげるわ！」

「どんな拷ごう問もんだ」

「む。こら、室伏朱音。あーんは私が先にやろうとしていたんだぞ！」

「あーんに専売特許なんてないわよ！　わたしだってやろうと思えばやれるのよ！」

「ならん！　私が初めにやるんだ！」

「そんな法律いつ決まったのよ！」

「この地球が出来た頃ころだ！」

「だったらわたしは銀河が出来た頃よ！」

「なら宇宙だ！」

「だったら全部！　わたしは全部よ！」

「全部ってなんだ！　卑ひ怯きようだぞ！」

「うるさいわね！　とにかくわたしが最初に！」

「私だと言っているんだー！」

　路上で言い争いをし始めた二人に、ギャラリーが集まってきた。自然とその好こう奇きの目は、口を半開きにしているタケトの方にも注がれる。

（……どちらでもいいから早くしてもらえないだろうか）

　というかそもそも自分はこんなことをするために買い物へ出たわけではないのだが。

「あーんは私のものだ！」

「あーんは皆みんなのものよ！」

　わけのわからない戦いがヒートアップする様子を眺ながめながら、タケトはこの状じよう況きようを打開する方法を必死で考えていた。



「あれ？　タケトさん？」

　佳奈とマイがその姿を見かけたのは、自分たちの買い物が終わり、集合場所へと向かっている途と中ちゆうだった。

　そこは千陣学園の卒業生が開いたショップの支店で、服や雑貨などが販はん売ばいされている。時折、在校生の作品で高い評価を受けたものを売りに出すこともあった。

　その一角にタケトと葵が、それぞれ複雑な顔で佇たたずんでいるのだ。

「タケトさん、葵ちゃん、どうしたんですか？」

　店に入って声をかけると、振り返った彼は、ああ助かったという表情を浮かべた。

「いや、実は会長と朱音がな……」

「不毛な争いです」

















　クールな表情を浮かべて、葵がため息をつく。その時、

「タケトくん、これはどうか！」

　目の前にある試着室のカーテンが引かれて、ミコが姿を現した。いつもの制服姿ではなく、フリルのついた可愛かわいらしいワンピースを着ている。童話の世界から抜ぬけ出でてきたお姫ひめ様さま、といった感じだった。

「あら、可愛い」

「お、上原くん。買い物は終わったのか？」

「はい。どうしたんですか？」

「いや、こちらも用事が済んでな。最後にほら、既き製せい服ふくをいくつか買ってきてほしいという申し出があっただろう」

　佳奈は頷うなずく。それを元に、服ふく飾しよく科かの生徒が改造を加えて依い頼らいされたコスプレ衣装にするのだという。

「そのために服を何枚か買いにきたのだが、道中ずっとついてきた生徒会の会計がな……」

「タケト！　これはどう？」

　もう一つの試着室から朱音が現れる。ミコと違って大人びた服装に身を包つつんでいた。

「……どちらも良いですね」

　タケトがそう言うと、ミコは首を振る。

「タケトくん、どちらも、ではない。どちらが、と訊いているのだ」

「そうよ！　そこのところをはっきりさせてもらわないと困るわ！」

「そう言われましても」

　困ったように眉まゆ根ねを寄せて、タケトはしばらく首を傾かしげていたが、

「会長の服装は実に会長らしいと思います。率そつ直ちよくに言えば可愛らしい」

「そうか……！」

　嬉うれしそうに顔を綻ほころばせて、ミコは自分の服を見下ろした。

「朱音の方も、お前にそういった服が似合うとは思っていなかった。僕が思っていたよりずっと、成長していたんだな」

「……気付くのが遅おそいわよ。でも、ありがとう」

　照れくさそうに返して、朱音はその場で回る。

「ですが、どっちがいいと言われても、そもそもベクトルが違いますから」

「うーむ、そうか。そうかもしれないなあ」

「で、でも、どっちのほうが好みとかは……ないの？」

　そう言った朱音と、それを聞いたミコから眼まな差ざしを向けられて、タケトはちらりと佳奈を見た。

「上原さんはどう思う？」

「え!?　わたしですか!?」

　突とつ然ぜん振ふられて、佳奈は目をしばたたかせる。

「そ、そうですねー。うーん、うーん。難しいですねえ」

「タケトくん、逃げたな？」

「ちょっと。ちゃんと答えてよ」

「に、逃げてはいないが」

「うーん、うーん。う──ん」

「上原さんすまない。もういい。僕ぼくが悪かった」

　真剣に悩なやみ始めた佳奈を見て、ミコは頷いた。

「うむ、やはり同系統の服ではないと審しん査さは難しそうだな」

「……そうね。そうしてみましょう」

　そう言って、再び二人は試着室に消えてしまった。

「……で、これはなんなんですか？」

　その様子を見ていた佳奈が尋たずねる。すると、葵が答えた。

「ボクが師し匠しようを見かけた頃から始まっていたんですが、どうも天音先せん輩ぱいと室伏先輩がファッション対決をしているようで」

「どうしてそんなことに」

「最初は上原さんと体型が似ている朱音と、会長の二人でサイズを合わせて衣装を選ぼうということだったんだが……」

　頬ほおを掻かいて、タケトが続ける。

「たまたま僕が会長の服を褒ほめたら、朱音が対たい抗こうし始めてな」

「ああ、なるほど……」

　なんとなく発ほつ端たんは分かった。

「おんなのたたかい」

　佳奈に買ってもらったソフトクリームを舐なめながら、マイが言う。

「うーん、そうだね。すごいなあ、本当にあるんだ、こういうの……」

「時間の無む駄だです。さっさと服を選んで帰るべきです」

「確かにそうだが、あれだけ楽しそうな会長を見ると少々言いにくいな……」

　タケトは苦く笑しようして、仕方がないか、というように軽く息をつく。

「タケトさんは会長さんに甘あまいですねえ」

　少しからかうようにそう言うと、タケトは目をしばたたかせた。

「そうか？　少々厳しくしているつもりなんだが」

「でもなんだかんだでわがままに付き合ってあげてるし、言うことにはあまり逆らわないじゃないですか」

「間違っていると思ったことは間違っていると言うつもりなんだが。しかし会長は、少なくとも理不尽なことは要求してこないからな……大体の場合は」

「まあ、そうですけど。肩かた車ぐるまとかにも文句つけないのはどうしてですか？」

「そうですよ、師匠。一度、がつんと言った方がいいです」

　わずかに頬を膨ふくらませて、葵が言う。それにタケトは「ふむ」と頷いて、

「分からないな。最初は流されてだったが、今は特にどうとも思っていない。会長がそれで満足されるならそれでいいかという気持ちだ」

「それって……」

「うん？」

　こちらの方を見たタケトに、佳奈は言いかけた言葉を飲み込んだ。

「いえ、なんでもないです」

　それはもう、相手に好意をもっているからではないだろうか、と思ったのだ。しかし、タケトが子どもをあやすような感じでミコに接しているという可能性もないわけではないから、黙だまっていた。

「で、たけと」

　不意に、マイが言った。

「あかねとみこ、どっち？」

「どっち、とはどういうことだ」

「どっちが好きなの？」

「マ、マイちゃん！」

　突然の爆ばく弾だん発言に、佳奈は彼かの女じよの口を塞いだ。

「もがが」

「ど、どっちがって……そうなんですか？　師匠」

　窺うかがうように、葵が尋ねる。それにタケトは、首を傾げた。

「どっちも好きだが。朱音も主義主張は違ちがうが、昔からの付き合いがある幼おさな馴な染じみだからな」

「いや、そういうことじゃないと思うんですけど……」

「そうですよね。なるほど、そういうことですか」

　葵が安心したように言うのに、佳奈から解放されたマイが指し摘てきした。

「……二ふた股また」

「こらマイちゃん！　どうしてあなたはそう、事態を混乱させようとするの！」

「ハーレム？」

「更に誤解を助長させない！」

　マイは深々と頷いた。

「そうか……一夫多妻制か」

「お菓か子し禁止するよ」

「じごく!?」

　珍めずらしく表情を変えて、慄おののきを示したマイに佳奈は肩かたを落とす。

「なにを言っているか分からないが……二人とも、仲良くな」

　見けん当とう違ちがいなことを言うタケトに、佳奈は曖あい昧まいな笑えみを返した。そこに、

「タケトくん、これはどうか！」

　ばさりとカーテンを開けて現れたのは、ゴシックロリータの服に身を包んだミコだった。

「よく似合っていますよ」

「こちらもこれでどう!?」

　次に同じ格好で現れた朱音へ、タケトは頷く。

「ああ、似合っているよ」

「なによ、同じ言葉じゃない。もっと他にないの？」

「と言われてもな。僕はファッションにはあまり興味がないし……。そうだな、強しいて言えば」

「強いて言えば!?」

　あきらかに期待の眼差しを向ける朱音に、タケトは言った。

「会長の場合は似合っているが、朱音が着るとどうもその、ゴシックロリータというのは……不自然に思える」

「ふはははは。勝ったぞ！」

「…………」

　ああ、そう、と呟つぶやいて、朱音は続けた。

「悪かったわね……どうせわたしはこの手のふりふりな服が似合わないわよ」

「その通りだが」

「ああ、そんなはっきりと！　タケトさん！　導火線に灯とう油ゆをぶっかけるような真ま似ねしちゃダメです！」

「そうなのか？」

　単純に、朱音にはもっと似合う服があるはずだと言いたかったのだろうが、かなりの言葉足らずだと思った佳奈だった。

「師匠、逃にげた方がよさそうですが」

「……うー！」

　涙なみだ目で見上げてくる朱音が、ぞろりと背中からショットガンを取り出す段になって、ようやくタケトは自分の失言に気付いたようだった。

「いや、待て、朱音、今のはそういう意味では……！」

「──the　full　back　to　the　yesterday　and　a　BUG!（一昨日きやがれ、このゴミ虫！）」

　銃じゆう口こうを突き付つけると同時に、引き金を絞しぼる。瞬しゆん間かん、爆ばく発はつ音おんを発して散さん弾だんが飛び出した。

「うおっ！」

　タケトは、その場にいた全員を押おし倒たおしてその場に伏ふせる。

「タ、タケトのばか──っ！」

　そうして怒りのあまりショットガンを連発する朱音に、

「……誰だれか助けてくれないか」

　遂ついに白旗を掲げてしまったのか、珍しく、他人に助けを求める彼の姿がそこにはあった。










　　　第二章　演技者たちと／思い出の場所





　奈な倉ぐら彩さい夏かが借りたのは、美術科がもっている教室の一つだった。所属する生徒なら誰でも使うことが出来るそうで、かつ使う人間が集中出来るように完全防音となっているとのことだ。つまり、どれだけ大声を出したり動き回っても周囲に迷めい惑わくをかけることはなく、今回の依頼にぴったりということになる。

「コスプレ衣装まで作って頂いて、ありがとうございます！」

　彩夏が頭を下げるのに、ミコはタケトの肩の上で首を振ふった。

「気にすることはない。裏生徒会は総じて生徒のためにあるのだ」

　そして衣装の入ったカバンを開く。

「指定通りのものを用意したが、これからどうする？」

「はい、みなさんにそれを着て頂いて、ワンシーンを演じてもらいます」

「その前に、あなたがどんな漫まん画がを描かいているか訊いてもいいだろうか？　原げん稿こうは出来ていないにしても設定やキャラクターなどは決まっているんだろう」

　タケトが言うと、彩夏は頷いてもっていたバッグの蓋ふたを開けた。中からノートを取り出してぱらぱらとめくる。

「えーとですね……ジャンルは昨日も言いましたけどファンタジー。簡単に言うとこことは違う世界、剣けんと魔ま法ほうが一いつ般ぱん的てきに存在し魔ま王おうが人々を支配しようとしています」

「少し気になったのだが」

　ミコが首を傾げる。

「言っては申し訳ないが、少々、独自性が足りない気がする。投とう稿こうして賞をもらうのだろう？　個性を出した方がいいと思うが」

「そういうものですか」

　タケトは感心したように言った。漫画やゲームの類たぐいには詳くわしくないのだ。

「漫画は年にどれほど出るのかは分からないが、少なくとも千は超こえるだろう。その中で生き抜こうと思ったらかなりの練り方が必要だ、と素人しろうとながら私はそう思うのだが、どうか？」

「確かにそうですね」

　彩夏もその辺りは承知済みであったらしい。しかし笑みを浮うかべて、指を振った。

「フフフ、でも安心して下さい。この作品は一見、典型的なＲＰＧ風の世界観に則のつとったものに見えますが、その実とても深しん淵えんな作りをしているのです」

「すごい！　さすが漫まん画が家かさんですね！」

「まだたまご」

「あなたは余計なことを言わなくていいです。ややこしくなるから」

　葵あおいは後ろからマイの口を手で押さえた。佳か奈な以外の人間にそれをやられるのは嫌いやなのか、マイはどことなく不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんへ皺しわを寄せる。

「ふむ、ではその深淵な部分を聞こうじゃないか」

「分かりました！」

　ミコの言葉に、よくぞ尋ねてくれましたと言わんばかりに目をきらきらと輝かがやかせ、彩夏はノートの一ページを手でたたいた。

「まずですね。最初に世界には善神と邪じや神しんがいたのです」

「ほぅ」

「善神は自らの肉体を一部使い、そこから人間を作りました。そして彼かれらには正となる部分、つまり愛や優やさしさ、道徳心などをもって生きるようにしたのです。ですがそのことを羨うらやましく思った者、邪神がそれを妨ぼう害がいしようと、負の感情。即すなわち怒りや憎にくしみ、嫉しつ妬とや虚きよ栄えい心しんを植え付けました。それにより人は善と悪の心、二つと戦わなければならなくなったのです。ですがそれでも人は屈くつせず善神の加護を受けて強くなり続けました。邪神は次に、人間そのものを滅ほろぼしてしまおうとある存在を作り上げました。それが魔ま王おうです。魔王は邪神の力を使って世界を滅ぼそうとし、魔族と呼ばれる恐おそろしい化け物を次々と生み出しました。絶望する人々、しかし善神は彼らを救わんとしてある若者を選び力を与あたえました。それが主人公である勇者です！　彼は伝説の剣を抜いて旅立ちました。その力は凄すさまじく一ひと振ふりすれば大地を抉えぐり木々をなぎ倒します。また彼は神の力を宿した魔法を使えます。どんな魔をも退け大陸一つさえ吹ふき飛とばす威い力りよくをもつその名は【戦烈轟火光迅断裂破〈シャイニング・バーストフロウ〉】です！　そして彼のお供をするのは旅の途中で出会う謎なぞの美少女、彼女はどんな傷をも癒いやす不思議な術を使えるのですが記き憶おくを失っています。冒ぼう険けんを重ねるうちにヒロインと少しずつ惹ひかれあっていく主人公ですが、嗚あ呼あ！　悲劇的です！　実はヒロインは魔王の配下である四天王の一人、【鴉こう牙がのジェネシス】の妹だったのです！　彼女はある事故により記き憶おく喪そう失しつとなり、森をさ迷っていたのでした」

「…………」

「鴉牙のジェネシスは名の通り鴉からす羽ばのような滑なめらかな黒くろ髪かみを持つ美しき青年で、日本刀使いです。彼は魔王の部下であることに疑問をもちながらも生まれた宿命に逆らえず従い続けています。しかも！　しかもですよ！　ジェネシスは元々、善神の忠実なるしもべである【閃せん光こうのリザード】と呼ばれる天使だったのです！　高位を示す六枚の翼つばさをもっているのですが、今は闇やみの力に囚われているためそれは漆しつ黒こくに染まっています。必ひつ殺さつ技わざは【絶望なる終しゆう焉えんのとこしえなる殺さつ戮りくなる誘いざなえる刃やいば〈ジ・エンド〉】です！」

















「…………」

　誰も何も言わなかった。マイは興味なさそうにうまい棒をかじっており、葵は彩夏の言っていることがちんぷんかんぷんなのか首を傾げたまま硬こう直ちよくしている。そして佳奈は顔をひきつらせ、ミコは苦笑いを浮かべていた。

「会長、どうかされたのですか」

　未いまだ彩夏の説明は続いていたがその反応が気になり、尋ねてみる。ミコは珍しく困ったような顔をして言った。

「いや……彼女が漫画家に向いていない、と言われた理由がわかった気がする」

「そうなのですか。中々に凝こった設定だと思いますが」

「確かに凝ってはいる。が、はっきり言えばそれだけでしかない……」

　どうしたものかと言いたげな表情で、

「少なくともどう考えても投稿向きではないな。彼女の作品を漫画にしようと思ったら、恐らく千ページを超えるだろう」

「大長編ですね」

「……まあ、確かに全てが上う手まく回れば大長編なのだが」

「わたしも、そんなに漫画を読んでいるわけではないですけど、これは……ちょっと……大だい丈じよう夫ぶなんですかね……」

　佳奈が不安げにそう言うのも耳に入らないのか、彩夏はひたすら一方的に設定をどんどんと話している。そして、全てが終わるまで実に一時間を要した。

「……というわけで、最後の四天王【豪ごう鬼きのバロン】は心の内では自分が魔王を倒し成り代わろうとしているのでした！　以上です！」

「うむ、そうか！」

　爽さわやかな顔で、ミコは手を叩たたいた。

「素す晴ばらしいぞ！　確かに個性的だ！」

「え、ええ、そうですね。個性的と言えば、個性的です。本当に」

「そういうものですか」

　二人の言葉に、葵はまだよく分かってない顔で頷く。マイは数十本のうまい棒を食べ終えた唇くちびるを舐めながら、

「というかただのイタい設定マニア」

「わ──っ！」

　佳奈は慌あわててポケットから取り出したキャラメルを、軽い動作で遠くに放ほうり投なげた。素す早ばやく反応したマイは、「まてー」と言いながら追いかけていく。さながらフリスビーを投げられた犬のようであった。

「だんだんマイの扱あつかいが手て馴なれて来ていないか、上うえ原はらさん……」

「き、気のせいですよ。あはは」

　誤ご魔ま化かすように手を振った佳奈に苦笑しつつ、「しかし……」とタケトは言った。

「少し気になることがあるのだが、質問してもいいだろうか？　奈倉さん」

「はい、なんでしょう！　なんでも訊いて下さい！」

「うむ。この作品は異世界が舞ぶ台たいだと聞いたが、現代で考えた際の時代としてはどの程度を設定しているんだ？」

「え、そうですね、中世くらいですか」

「なるほど。しかし中世と言っても幅はば広ひろいわけだが西せい暦れきに直すとどれくらいになるのか」

「……えーと」

「後、人類の大敵でもある魔王が相手だというのに旅立たせるのは勇者一人とは一体いかなる理り屈くつなのか？」

「い、いやそれはほら、相手は魔族と魔王なので普ふ通つうの人間じゃ役に立たなくて……」

「だとしてもせめて一個師団ほどの兵はつけておくべきではないのか。直接的な戦力にならずとも魔王や魔族の攻こう撃げきによる壁かべとすることは出来る。犠ぎ牲せいは夥おびただしいこととなるが国家の一大事なのであるし、王であるならそういった決断は然しかるべきなのでは？」

「や、優しい王様だからそんなこと出来なかったんですよ！」

「だとすればそもそも若者一人を旅に出すような真似はしないはずだ」

「…………え、と」

「後、鴉牙のジェネシスであるが日本刀を使うと言っていたな。なぜ異世界なのに日本という単語が出てくるのか。日本という国が存在しているのか？　それにしては先ほどの説明では白色人種以外存在していないようだったが」

「…………」

「加えて主人公の必殺技だが、いちいち大陸一つを吹き飛ばすほどの威力を放つのならばおいそれと使えないのではないか。ともすれば彼こそが魔王と同等の存在だと扱われることになる。後いくつかあるのは──」

「タケトくん！　もういい！」

「うぶっ！」

　上から覆おおいかぶさってきたミコに、タケトは口をふさがれた。

「も、もういい！　もうやめておいてやれ！　奈倉くんのヒットポイントはゼロだぞ！」

「そ、そうですよ！　ほら！　泣きそうになってるじゃないですか！」

　佳奈の指摘通り、彩夏の目には大おお粒つぶの涙が溜たまっている。物もの凄すごい精神的なダメージを受けた時のような状態だ。

「な、なんだ。僕は何か悪いことを言いましたか？」

「いや全く以て正論なのだが、時にそれこそが相手を傷つけることもある！」

「あんまり詳しく突っ込まないであげて下さい！　ひどいですよ！」

　なにがなんだか分からないが、タケトに芽生えた疑問は全すべてぶつけてはならないものだったらしかった。

「そうなのか……すまない、奈倉さん」

「い、いいんです。いいです……もう……うう」

　床ゆかに這はい蹲つくばって、だんだんと拳こぶしで叩く彩夏。それを見て葵が言った。

「で、根本的な質問で申し訳ないのですが」

　その純じゆん粋すい無む垢くな、可愛らしい顔を傾げながら。

「この漫画……どこが面おも白しろいんですか？」

　──びきっ。

　完かん璧ぺきに、恐ろしいほど完かん膚ぷ無なきまでに。その場の空気は音を立てて凍こおりついた。

「ひ、ひいいいいいいいいいいいい！　もういやああああ！」

　彩夏は涙を棚たな引びかせながら部屋の隅すみに走り、しゃがみこみながら泣き始めた。

「ど、どうしたんですか？　ボクが何か悪いことでも？」

「葵……キミはあれだな。残ざん虐ぎやくだな」

「な、なんですか！　ちょっとそう思っただけじゃないですか！」

「それ、多分、一番言っちゃいけないことですよ……」

「悪意がかわをかぶったような女だ」

　マイがキャラメルを舐めながら呟いた。葵は困ったように頭を掻く。

「難しいものですね、師匠……漫画を批評するというのは」

「全くだな。門外漢は口出ししない方がよさそうだ」

　しばらくの後、すんすんと鼻を啜すすりながら彩夏は戻もどってきた。

「すみません。失礼なことを言ってしまって」

　葵が深々と頭を下げると、彼女は目元を拭ふきながら首を振る。

「い、いいんです。わたしも薄うす々うす感づいてましたから……」

　だが拳を握にぎると、ぐっと前を向いた。

「でも、一度だけ挑ちよう戦せんしてみたいんです。きちんと作品を完成させて、賞に応おう募ぼして、それがダメならダメでいいんです。とりあえず、やるだけのことはやりたいんです！」

「うむ、その心意気や天あつ晴ぱれ！」

　タケトの上で扇せん子すを開くと、ミコはぱたぱたと扇あおいだ。

「何も己おのれの才能を一つに絞る必要はない。やりたいことを好きなだけやることも、成長には必要なことだ！」

「そうですよ！　頑がん張ばって下さい！」

「ええ、何かしら得るものはあると思います」

　ミコと佳奈、葵の言葉に、タケトは眼鏡を押し上あげて、何か言いたそうにするマイの頭を叩いて先んじて封ふうじ、口を開いた。

「それでは、依頼を果たしてみようか」

「はい、お願いします！　ええと、ワンシーン……ラストの辺りを演じて欲ほしいんです。魔王と勇者とヒロインが戦うところですね。後は部下が二人ほど。一番、わたしが強きよう烈れつにイメージしてるところなので」

「衣装を着ればいいんだな」

　頷いた彩夏にミコがタケトから飛び降りて、「ふむ」と相あい槌づちを打った。

「となると、誰がなんの役をやるかが問題になってくるな……」

「魔王さんと勇者さんとヒロインさんですから、メインは三人いるわけですか」

「主人公を演じるのはタケトくんがいいだろう」

　ミコがそう言うと、彼女は手を挙げた。

「そして私がヒロインをやる！」

「ちょっと待って下さい。どうしてあなたなんですか。別にボクだっていいはずです」

　葵がすかさず口を挟はさむ。

「勇ましいキミがやるには少々不似合いだと思うが？　男装をしていたくらいだしな」

「していません。あなたがたが勝手に間ま違ちがえただけです！　大体、あなたのようなチビがヒロインをやっても見み栄ばえがしないでしょう」

「がーん!?」

　わざわざ口に出してショックを表現したミコは、そのままタケトの背中にしがみついた。

「かーさんがーよなべーをしてーてーぶくーろあんでーくれたー」

「だから葵、会長にその手のことを言うなとあれほど教えただろう」

「しかしですね。師匠が勇者をやるならそれを支える役目はボクに与えるべきでしょう」

「うるさい、男巨乳女」

「なっ！　な、なんですかその悪口は！　矛む盾じゆんしてます！　そ、それに胸のことは言わないで下さい！」

　気にしているのか頬を赤くして、胸の辺りを押さえる葵。

「ま、まあまあ。お二人とも、喧けん嘩かしないで下さいよ」

　佳奈が止めに入ると、彼女たちは互たがいにそっぽを向いた。普ふ段だんは冷静な葵だが、ミコが絡からむとどうも調子が狂くるうらしい。

「困りましたね、お二人のことを思うとわたしがヒロインをやるわけにもいきませんし」

「ふむ。かと言って会長も葵も譲ゆずらないだろうし……しかしだとすれば、僕が主人公以外をやればいいんではないか？　魔王とか」

「ダメです」

　彩夏が口を出した。

「ダメか？」

「わたしのイメージでは魔王は威い厳げんに満ちているものでなくてはならないんです。タケトさんは少し、庶しよ民みん過ぎます。ただのインテリっぽいです。ミステリーで探たん偵てい気取りになって謎を解決しようとして、その途と中ちゆうで無残に殺されるような役回りの人です」

「えらく具体的で嫌な例をありがとう。しかしそうなると、どうするべきか」

　タケトが悩んでいると、くいくいと服の裾すそを引っ張るものが居た。視線を向けると、マイである。

「どうした？」

「魔王にぴったりの人、いるよ。威厳だけはある」

　誰だ、という問いかけに彼女は指差した。──ある人物を。



「……それで、どうしてこうなるんだ」

　今まで様々なことがあった人生の中でも、今ほど複雑な感情を抱いだいたことはないだろう。タケトは強く、そう思った。

「に、似合ってますよ？　タケトさん」

　魔王の部下、その一の格好をした佳奈は微笑ほほえみながら言ってくれるが、その口元はひくひくと動いている。

「笑っても構わないぞ、上原さん」

「い、いえ！　そんなこと！　そんなことないですにょろり！」

　動どう揺ようで語ご尾びがおかしなことになっていた。彼女は顔を背そむけて、「ぶふっ」と息を殺す。

「おい、マイ、本当にこれでいいんだろうな。絶対に変だぞ」

　念を押すように質問をすると、魔王の部下その二の格好をしたマイは親指を立てる。

「だいじょうぶ」

　そして、付け加えた。

「りっぱな、女装」

「そういうことじゃない！」

　そう──今の自分は、事もあろうに女性の格好をしているのである。

　つまりこういうことだ。ヒロイン役を、ミコと葵、どちらがやってもどちらかに不満が出る。かと言って、佳奈やマイがやるわけにもいかない。二人のことを考えると、女性がやることに問題があるのだ。

　だとすれば、これは単純明快な答えであった。タケトが、ヒロインをやればいいのだ。

「……僕はこんなことをやるために千せん陣じん学園へ入ったわけではないのだが」

　ひらひらしたドレスを見下ろしながら、盛大にため息をつく。そんなタケトに、

「タケトくん！　可愛かわいいぞ！」

　ばさり、と黒いマントを払はらったミコが言う。彼女は緻ち密みつな細工の施ほどこされたサークレットを嵌はめて、赤と青、それぞれ違うコンタクトレンズを嵌めている。薄うすく口紅を塗ぬった姿は彩夏の考えた魔王の設定を忠実になぞっていた。

「……ありがとうございます、会長」

　褒められたのに全く嬉うれしくない。こんなことは初めてだった。

「しかし、意外でしたが会長さん、確かに不思議な威厳がありますね」

　感心したように彩夏が言った。そうなのだ。小こ柄がらなミコだが、彼女にはいわく表現し難がたい迫はく力りよくのようなものがある。その力で人を惹きつけてきたのだが、それが妙みようなところで役に立ったということだ。

「まあ、確かに会長は適任だが……」

「大丈夫です、師匠。ボクはそんな師匠も尊敬しています！」

　きらきらと目を輝かせて、勇者の格好をした葵が言う。タケトを見る時にある種のフィルターがかかっている彼女は、どんな姿でもそれが外れないらしい。

「……仕方ない。ここは吹っ切きろう」

　そう言って、タケトは眼鏡に手をかけた。それは、自分が勢いで行動する時に必ずする動作だ。普段の冷静な自分をかなぐり捨て、感情のみで事を起こすのだ。

「やりましょう、会長！　裏うら生徒会──出動です！」

　そう言って、タケトは眼鏡を放り投げた。

「よぉし！」

　手を叩き、ミコは彩夏を見る。

「それで奈倉くん、私はどうすればいい!?」

「あ、はい。えーと……そうですね。とりあえず、魔王っぽいことを言ってみてください」

「魔王っぽいこと？　具体的には？」

「その辺りはお任せします。まだネームがあるわけでもないので……」

　ネームとは漫画の下書きのようなもので、ストーリーの流れやキャラの台詞せりふなどを書いていくものらしい。と、先ほど彩夏に教えてもらったタケトである。

「ふむ、では私なりの魔王を演じてみるか……」

　そう言って、ミコはがくり、とうなだれた。

「……？　会長？」

　呼びかけてみるが、反応はない。

「会長さん？　どうしたんですか？」

　佳奈も続くが、彼女はなにも返答しなかった。しばらく静かな時が流れる。

　皆みながお互いに、一体どうしたのだろうか、と顔を見合わせた瞬間だった。

「……く……」

　不意に、わずかな声が漏もれた。タケトは怪け訝げんに視線を向ける。

「くくく……」

　それが笑いであることに気付くまで数分。最初は途と切ぎれ途切れであったそれは、徐じよ々じよに、徐々にではあるが大きくなっていく。

「くく……くくく……くくくく……！」

　そして、ミコは顔を上げた。それに、タケトは思わずぞっとする。

　普段のミコとは正反対の、邪じや悪あくに満ちた、禍まが々まがしい表情をしていたからだ。

「くく……くは……くはははははははははははは！」

　地の底から響ひびいてくるかのような、おどろおどろしい不気味な笑いであった。

「ははははははははははは！　我は！　我こそは魔王！」

　両手を掲かかげ、口こう端たんを歪ゆがませて。可お笑かしそうに、楽しそうに。愉ゆ悦えつを滲にじませ、狂きよう気きを漂ただよわせ。ミコは叫さけんだ。

「愚おろかな人間どもよ！　矮わい小しようで脆ぜい弱じやくな、孤こ独どくに打うち震ふるえ、力に怯おびえ、縮こまり、数を揃そろえなければ何も出来はしない下らぬ生き物よ！　貴様らは虫だ！　我の足もとに這い蹲り、踏ふみ潰つぶされる虫なのだ！　我はことごとくを裏切り！　あらゆる全てを奪うばい！　虫けらどもの命を容易たやすく奪うぞ！　そうされたくないのなら！　我を崇あがめよ！　讃たたえよ！　祈いのり！捧ささげ！　少しでも生き長らえられるよう、慈じ悲ひを請こうがいい！　希望を抱くな！　明日を夢見るな！　我が存在している限りはありえぬ！　叶かなわぬ！　光などあらぬ！」

　辺りに暗黒が立ち込めて来そうな気さえする。こちらを圧あつ倒とうするほどの迫力と厳然たる態度をもって、魔王、天あま音ねミコは宣言した。

「我は魔王！　この世に生きとし生けるもの全てを破は壊かいせしめる者なり！　勇者よ！　貴様の臓ぞう腑ふを抉り、四し肢しを断裂し、眼球をくり貫ぬいた後、見世物にしてくれる！　人間どもに自らの立場を分からせるためにはこれほど有用な道どう化けもなかろう！　分からせてやる！　餌えさだ！　貴様らは餌なのだ！　絶望に絶望を上うわ塗ぬりし、終焉で飾かざり立たててやろう！　我は！　我は貴様らを──！」

「ス、ストップ！　ストップ！」

　彩夏が止めに入る。ミコは、それまで纏まとっていた空気を一いつ瞬しゆんで霧む散さんさせ、きょとんと目をしばたたかせる。

「どうした？　もう少し迫力を出した方がいいか？」

「いや、十分です！　十分なんですけど！　ちょっと恐こわい！　恐いです！」

「さすがです、会長」

　拍はく手しゆをしながら、タケトは深く頷うなずく。

「一瞬、この人は本当に倒した方が世の中の為ためになるのではないかと思いました」

「た、確かにわたしも本気で世界滅ぼそうとしているのかと……」

「……少し圧倒されてしまった」

　葵が、悔くやしそうに下した唇くちびるを噛かむ。マイが言った。

「もうちょっと、ゆでたほうがいい」

「え？　ボイルド？」

「マイルドだな」

　タケトの指し摘てきに彼女は頷いた。

「そうか……では、もう少しだけ表現を柔やわらかくしてみよう」

「お、お願いしますね」

　ミコは頷いて、先ほどと同じように左右の手を天に掲げた。

「人間どもよ！」

　朗々とした声が、高々と響く。

「我は魔王！　魔王だ！　我がこの世界を席せつ巻けんした暁あかつきには、週休二日制、夏と冬に長期休きゆう暇かと、定給の二倍近くボーナスを出すことを確約しよう！」

「会社！　すごくいい会社です！」

「これは確かに支配されてしまいそうになるな……」

「ある意味では正しい方法なのでしょうが」

「こういうとこに限って裏で脱だつ税ぜいとかやってる」

「柔らかいっていうかただの就職セミナーみたいになってますから！」

　彩夏の注意に、ミコは頬ほおを膨ふくらませた。

「ああ言えばこう言う」

「極きよく端たんなんです……中間くらいはないんですか？」

「仕方ないな。ではこうだ」

　ミコは俯うつむいてぶつぶつと呟いていたが、やがて顔を上げた。

「人間どもよ！　我こそは魔王！　終わりを感じるがいい！　勇者などに我は負けぬ！　こやつを倒し、世界に絶望を味わわせてやるわ！」

「あ、いいですね。イメージ湧わいてきました。そんな感じで。はい、次、ヒロイン役のタケトさん！」

「なにをどう言えば良いんだ？」

「えーと、そうですね。とりあえず、勇者を元気づけるような言葉を」

「承知した」

　頷き、しばらく考えた後に、ぎりりと拳を握って口を開く。

「勇者！　恐れることはない、敵は魔王と言えど一個の生き物！　なにを躊躇ためらうことがあろうか！　剣を立てろ！　立ち向かえ！　あなたの勇気は──幾いく戦の兵にも勝まさるのだ！」

「すとーっぷ！」

　両手を振って、彩夏が止めに入る。タケトはきょとんとして、

「なにか」

「ヒロインというより歴戦の兵士みたいですよ！　なんでそんなに男らしいんですか！」

「いや、僕ぼくは男なんだが……」

「でも今はヒロインなんですよ？　もうちょっとそれっぽいことを言って下さい。後、声も心もち高く」

　それっぽいことを、と言われてもなあとタケトは困り顔で首を傾かしげる。そこにマイが寄ってきて、耳打ちした。

「……それを言えばいいのか？」

　無言で頷き、彼女は元の位置に戻る。タケトは咳せき払ばらいをして、力強くかつ、女性的に思えるように高らかに言った。

「勇者様ー！　わたくし、今──穿はいてませんわーっ!!」

「なにを言ってるんですか!?」

　慌てて走り寄ってくる彩夏にタケトは目をしばたたかせる。

「マイがこれを言えば勇者は奮起すると言ったのだが……」

「戦いの前にそんな言葉を送るヒロインいませんよ!?」

「そうなのか。それにしても穿いていないとは一体なにを穿いていないのか……謎だな」

「……タケトくんは意外なところで物を知らないな」

　ミコはしみじみと言った。

「というかマイ、私のタケトくんに変なことを教えるんじゃない」

「てへ」

　無表情で頭をこづき、マイは舌を出した。全く可愛くない。

「……というか穿いてないってなんです？」

　佳奈が尋たずねるも、マイは口笛を吹いたまま答えなかった。どうやら理解しているのは彩夏とマイとミコだけらしい。

「……もう、普通でいいです。勇者様、頑張って、とか」

「承知した。勇者様！　頑張って！」

「もっと可愛く！」

「僕は別に可愛くないから無理だ。やはりこれは女性が言った方がいいのでは……」

「なにを言ってるんですか！」

　彩夏は信じられない、という顔で続けた。

「女装した男の子が言うから意味があるんじゃないですか！　大丈夫ですよ！　タケトさん、素もとから女の子みたいな顔だから！」

「なんの励はげましにもなっていない気もするが!?」

　だが、依い頼らいである以上は仕方ない。恥はずかしい気持ちを抑おさえ、タケトは目を閉じて深呼吸した。そして、ある種の覚かく悟ごを決めた上で──かっと見開く。

「ゆ、勇者様ぁ！」

　体をくねらせ、出来うる限りで可愛らしい声を出した。

「頑張ってぇー！」

『はい、チーズ！』

「会長！　写真を撮とらないで下さい！」

「あ、バレた」

　いつのまにか携けい帯たい電話のカメラを起動していたミコは、うへへ、と照れ笑いをする。

「…………」

「上原さん、可お笑かしければ笑ってもいいんだぞ」

　顔をそむけ、肩かたを震わせている佳奈にタケトはそう言った。

「い、いえ、そんなことは……一いつ生しよう懸けん命めいなタケトさんにそんなことは……ぷふっ」

　もう、どうにでもしてくれ。かなり投げやりな感じで、タケトはそう思った。

「はい、それでは勇者！　素早く台詞を言って下さい！」

「え？　あ、えーと。魔王、覚悟ー」

　タケトの姿に呆ぼう然ぜんとしていた葵が、はっとして本物そっくりの剣を抜いた。服ふく飾しよく科かがいい仕事をしてくれたらしい。

「ダメです、棒読みです！」

「そんなこと言われても……」

「魔王様、なにか勇者を発奮させる一言を！」

「む？　そうか。えーと、そうだな……男女！」

「だからボクは別に男の振りをしていたわけでありません」

「弱いですね、もう一声！」

「嘘うそ貧乳！」

「なっ！」

「剣けん道どうばか」

　マイが参戦してくる。

「堅かた物ぶつ人間！」

「力押おし」

「タケトくんをとるな！」

「意外に単純」

「二人とも、その辺で……特にマイ」

　見かねてタケトは注意したが、時既すでに遅おそかった。

「……っ」

　ぷるぷると震えていた葵は、ぎんっ、と音が鳴りそうなほど強く二人を睨にらみ付つけた。

「……天が下さぬ罰ばつならば。我が代わりに与えてくれよう」

　剣を構え、ゆらり──と半歩踏み出だす。その身からは、明確なほどの殺気が滲んでいた。

「ちょ……あ、葵ちゃん？　落ち着いて、ね？」

「天に代わって悪を絶たつ。私意にあらず。これ、即ち……」

　佳奈の言葉も届かず、その刹せつ那な。

「──天てん誅ちゆう」

　疾しつ走そうした葵の体が跳とび上がり、上空から真まっ直すぐと刃を振り下おろした。

「うわおっ！」

　ミコがマイと一いつ緒しよに転がって逃にげる。その瞬しゆん間かん、ミコが立っていた床に剣けんが突つき立った。

「タケトくん！　葵のもっている武器、本物じゃないか!?」

「……どうやらそうみたいですね。刃の方は潰しているみたいですが」

「いい仕事し過ぎだー！」

　マイと一緒に逃げ惑まどうミコ。それを、葵は般はん若にやのような顔で追いかけていた。

「覚悟──っ」

「お、落ち着け葵！　今のはキミを発奮させるために！」

「うむ、ふかこうりょく」

「いや、明らかに私的な感情が入っていた気もするが……」

「タ、タケトさん！　冷静に突っ込んでる場合じゃないですよ！」

　佳奈にそう言われ、タケトは遅おくれて走り出した。葵を羽は交がい締じめにする。

「落ち着くんだ！　勇者！　いや、葵！」

「放して下さい師し匠しよう！　侍さむらいとしてこのような辱はずかしめを受けた以上は、己の命に代えてもー！」

「さあ、そこでヒロイン役！　勇者をその魅み力りよくで落ち着かせるんです！」

















「あなたはとっとと二次元から帰ってこい！」

　場は混乱を極きわめ、収まるところを知らない。

「……皆さん、きちんとお仕事しましょうよぅ」

　佳奈の嘆なげくような声が、騒そう乱らんの中で消えていった。



「ありがとうございました！」

　奈倉彩夏はスケッチブックを胸に抱き、満面の笑えみで頭を下げる。途中、トラブルはあったもののどうにか無事に要求されたシーンは全てやり終えたのだ。もう既に日は暮れかけていた。

「つたない演技ではあったと思うが、あれでよかったのかな？」

　ミコがタケトの肩の上で首を傾げると、彼かの女じよは何度も頷く。

「はい！　十分にイメージは掴つかめたと思います。皆さんのおかげです！」

「裏生徒会は生徒のために存在している。気にしないでもいい」

　タケトが言うと、佳奈もにこにこと続いた。

「そうですよ。わたしもコスプレなんてしたの、初めてだったから楽しかったです！」

「このまえ、メイドになったよ」

「うっ、忘れかけていた記憶が蘇よみがえりました……」

　マイの台詞で以前、裏生徒会の宣伝をするためにメイド服に猫ねこ耳姿となったことを思いだしたのだろう。佳奈は赤くなった顔を両手で覆い、その場にうずくまった。

「はっはっは。癖くせになったというのなら次はもっと過激なものをいこうか」

　ミコが腕うでを組んで高笑いを上げる。マイが手を挙げた。

「チアガールが見たい」

「お、いいな。当然、ミニスカートだな！　スコートなんて許さないぞ！」

「い、嫌いやです！　結局この前も会長さんが遊んでただけじゃないですか！」

「私が遊ぶ！　嬉しい！　楽しい！　活力が生まれる！　裏生徒会が盛り上がる！　つまり、ひいてはこの学園の為になるのだぞ？」

「そ、そうですかね……」

「上原さん、容易に落とされないように。会長もおふざけはその辺りにしてください」

「タケトくんはいつも冷静だなあ……そんなんだと、冷静パスタになってしまうぞ」

「え？　すみません、もう一度言って頂けますか」

「ごめんなさい……上原くんもごめんね……」

　あえて相手をせずに圧あつ迫ぱくで押すと、ミコは素す直なおに頭を下げた。

「師匠すみません、さっきの冷静と冷製パスタはどういう関係があるのですか」

「分かってて言ってないか？　葵」

「会長、この子は常に真面目まじめです」

　ミコはがくりとうなだれて、尚なおも「師匠。どうしてパスタが出てくるのですか。今のはどういう意味なのですか」と訊きいてくる葵を「しゃーっ！」と猫のごとく威い嚇かくしていた。

「本当に楽しそうなところですねえ、裏生徒会って」

　くすくすと笑いながら、彩夏はもう一度、礼を言った。

「なにかあればいつでも言って下さい。わたしで宜よろしければ、お手伝いします！」

「ありがとう。ではもしもの時には宜しくお願いするぞ！」

　ミコは元気よくそう言って、

「さて、では帰ろうか、タケトくん！」

「そうですね。それでは、失礼します」

　タケト共々、頭を下げた。他の面々も同じようにする。

「ところでタケトくん、さっきの女装姿だが、中々様になっていたから今度、化け粧しようをして皆で宣伝をしないか？　チアガール姿で」

「全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって拒きよ否ひします」

「素直になっちゃえよ」

　マイがわざとらしく肘ひじでこづく。

「心の底から嫌がっているんだ……」

「師匠！　師匠がするのならボクも頑張って……！」

「前向きにならないでいい。もうこの話題はやめるんだ！　さっきのことは速すみやかに記き憶おくから消去するように！」

「よし、会長、ブルーレイに保存しておくぞ」

「鮮あざやかなままで!?」

　いつものやりとりをしながら教室を出ようとしたその時、

「あ……そうだ。すみません」

　彩夏が声をかけてきて、一同は振ふり返かえった。

「勝手を言って申し訳ないんですが、誰だれかお一人、片づけを手伝って下さいませんか？　邪じや魔まにならないように隅へ寄せていた机なんかを戻さなきゃいけなくて……」

「ああ、それなら全員でやろう。その方が早く終わる」

　ミコが言うが、彼女は首を振る。

「いえ、そんな、悪いですよ」

「遠えん慮りよするな」

　にこにことするミコだったが、タケトはそこで口を開いた。

「すみません、会長。まだ別の依頼が残っているのですが……」

「おや、そうだったか。それは困ったな」

　腕を組んで唸うなる。そんな彼女に、ふと、佳奈が手を挙げた。

「あ、じゃあわたしがやりますよ」

「しかし上原くん一人に任せるわけにもいかないだろう」

「大丈夫ですよ。会長さんやタケトさんが抜けるわけにもいきませんし、わたし一人くらいなら大丈夫でしょう？」

「……いいんですか？」

　彩夏が遠慮がちに尋ねる。それに彼女は頷いた。

「大丈夫ですよ。わたし、こう見えても力はあるんですから」

　冗じよう談だんめかして腕まくりをする。そんな佳奈に、タケトは言った。

「分かった。では、申し訳ないが上原さんに任せよう」

「しかし、タケトくん」

「会長、彼女の言う通り我々にはまだ仕事がある。全員が残るわけにもいかないでしょう。それに、上原さんも裏生徒会のメンバーだ。単にやることを分担させるだけです」

「そうですよ！　わたしだってやる時はやりますよ！」

　その言葉に、眉み間けんへ皺しわを寄せていたミコは、ようやく顎あごを引いた。

「……うむ。そうか。そうだな。では、悪いが上原くんに頼たのもう」

「かなが残るならワタシも残る」

　そう言ったマイの前に、佳奈はしゃがみこんだ。

「ダメだよー。マイちゃんにはマイちゃんにしか出来ないことがあるでしょう。そっちをお願い、ね？」

　頭を撫なでる彼女へ、マイはしばらく黙だまったままだったが、やがて頷いた。

「……わかった」

「申し訳ありません、上原先せん輩ぱい」

　深々と頭を下げた葵に「いいよいいよー」と微笑ほほえみながら手を振って、佳奈は拳をぎゅっと握る。

「では、そちらも頑張って下さいね！」

「うむ、よろしく頼む！」

　ミコは高く跳び上がると、佳奈とハイタッチをして着地。その後、タケトの背を上って肩かた車ぐるまの位置となった。

「では、我々は我々の仕事をまっとうするぞ！　タケトくん！」

「了りよう解かい致いたしました」

「それでは、失礼致します」

「ばいばい、かな」

　タケトたちはそれぞれ、佳奈に別れを告げて美術科の教室を出る。

　ふと振り返ると美術科の教室は、落ちかけた太陽によって赤く染まっていた。



　奈倉彩夏の依頼を終えた次の日、裏生徒会の本部に入ると中にいるのは椅い子すの塔とうの上でくつろぐミコだけだった。

「やあ、タケトくん。お疲つかれ様さま」

「お疲れ様です。会長お一人ですか？」

「そうだな。珍めずらしく、皆、忙いそがしいらしい」

　クッキーをぼりぼりかじりながら、ミコは漫まん画が雑誌のページをめくる。

「またそうやって寝ねながらお菓か子しを食べて……行ぎよう儀ぎよくして下さいと言ったでしょう」

「出来ないと言ったはずだ！」

「情けないことを正論のように言わないで下さい。それで済んだら全ての不可能は不可能のままです」

「なるほど、道理だ。私としたことがらしくない失敗だったな」

「分かって頂ければそれで宜しいのですが」

「それはそれとして出来ないんだなあ、これが」

　相も変わらず、寝ね転ころびながらクッキーを貪むさぼるミコであった。

「……理解という言葉を百回ほど書いて頂きましょうか？」

「怒おこるなよぅ」

　頬を膨らませて、ミコは跳ぶとテーブルの上に降り立った。いい加減、ガタがきているテーブルが大きな悲鳴を上げる。

「そろそろ壊こわれますよ、これ」

　手で軽く叩たたくと、それだけで今にも折れそうな気がした。

「買かい換かえた方がいいのでは？　お金は皆で出しあいましょうか」

「そうしたいところなのだが……そうも出来ない事情があってな」

　悲しげな顔で、テーブルの表面を撫でる。そんなミコの姿を見てタケトははっとした。

「……まさか何か、この家具にまつわる深いご事情があるのでしょうか？」

「実はな」

「そうとは知らず、軽けい率そつなことを言って申し訳ありませんでした」

「いや、いいんだ……言わなかった私も悪い」

　深々と頭を下げたタケトに、ミコは切なげな面おも持もちで言った。

「実はこの机……兄から受うけ継ついだものでな」

「元・会長から？」

「ああ。私の兄が理想を追い求めてこの学園へ在ざい籍せきした時、使っていたものだそうなのだ。辛つらい時、悲しい時、苦しい時、楽しい時、嬉しい時、喜ばしい時……あらゆる場面でこのテーブルが傍そばにあった。だから私が学園へ入る時、兄から譲り受けたのだ。私も兄のように、様々な困難をこれと潜くぐり抜けたいと……そう思ってな」

「そんな……そんな事情がおありになったのですか」

　初めて見た時、どこかのゴミ捨て場から拾ってきたものだと思っていた自分が恥ずかしい。浅はかだった。深く反省、そして感動し、タケトは口を開こうとして、

「ってエピソードがあったらいいなーって思いつつ、ゴミ捨て場で拾ってきたものなのだ」

「数秒前に抱いた僕の気持ちをどうしてくれるんですか」

　がっくりとその場に項うな垂だれた。

「はっはっは。私が兄から受け継いだものはこれだけだよ」

　朗ほがらかに笑いながら、ミコは羽織った旧・生徒会服を払った。

「元々、私は兄の理想をそのまま受け継いだわけではない。だから極力、兄のものは使わないようにしているのだ」

「なるほど……まあ、言われてみれば確かにそうなのですが……」

　見事に騙だまされた自分が憎にくい。

「からかってしまったことはゴメンしてくれ。それにしても、久しぶりに部室で二人きりだな？」

「そういえば、そうですね。裏生徒会も随ずい分ぶんと人数が増えましたから」

「では、懐なつかしい気持ちを味わうためにやってみるか」

「……？　なにをでしょう」

　ミコは片目を瞑つぶって、人差し指を立てた。

「──お仕事だ」



「……はは。これは」

　タケトは苦く笑しようして、目の前にあるものを見上げた。

　そこには裏庭にぽつんと、一軒けんの日本家屋が建っている。門や塀へいもあって、中にはきちんとした庭が作られていた。岩灯どう篭ろうのある池まで張ってあり、ご丁てい寧ねいに人形ではあるが鯉こいまで泳いでいる。

「それで、またあなたなのか」

　振り返ったタケトに、そこで立っていた男子生徒はへらへらと笑った。

「いやぁ。建築科で出た課題は『住むのに理想とされる家を一軒作れ』ってものだったんだけどね」

「庭付きに進化させてしまったというわけか」

「そういうこと」

「中々に立派な造りだな。おみそれした！」

　豪ごう快かいに笑うミコへため息をつきながら、タケトは言う。

「これを壊せばいいのか？」

「話が早いね。先生から『お前はおれの言葉を凌りよう駕がしないと気が済まないのか。合格点をやるからとっとと崩くずせ』って怒られてさー」

「で、自分でやるつもりは」

「一週間徹てつ夜やだから眠ねむくてさ。んじゃおやｚｚｚ……」

「おお。もう寝たぞ」

「……予想通りですね」

　やれやれと、生徒を担かついで、タケトは離はなれた場所に寝かせた。季節的にしばらく放置していても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「しかし確かに懐かしいですね。と言ってもまだそれほど経たっていませんが……」

　タケトが千陣学園へと転校して来てミコと出会い、裏生徒会に入って初めてやった仕事がこれと同じものだった。と言ってもあの時は家が一軒建っていただけであったが。

「あの時から更さらに大変そうな……」

「まあ、大丈夫だろう。私たちのコンビネーションも、あの時より遙はるかに高まっているはずだしな」

「それはそうですが。仕方ない、やりますか」

　愚ぐ痴ちを言っていても始まらない。タケトは肩を回して準備をし、取とり掛かかることとした。



「タケトくん、これを頼む」

「分かりました」

　受け取った木材を、リヤカーへと運ぶ。やっと三分の一ほどが終わったところだった。

「よし、少し休きゆう憩けいしようか」

「そうですね」

　瓦が礫れきになった山の上にタケトが座すわると、その上にミコがちょこんと乗る。

「えへへ、久しぶりの特等席だ」

「好きですね、本当に……」

　タケトは苦笑して、眼鏡を押し上げた。

「僕以外の男性にはしない方がいいですよ。誤解されてしまう可能性もありますし」

「……タケトくんはしないのか？」

　小首を傾げる。ミコは顔を俯けたままで、ぼそりと呟つぶやいた。

「タケトくんは、誤解、しないのか？」

「僕ですか？　大丈夫ですよ。会長のことはよく知っていますからね」

「……よく知っているか」

　その言葉に、なぜか彼女は頬を膨らませる。どこか不満そうである。

「どうされました」

「別にっ。タケトくんなんてぷっぷくぷーだ」

「前も使われてましたがそのぷっぷくぷーというのはなんなのですか」

「自分で考えればいいだろー！」

　両手を上げてミコが叫ぶ。いささかに反応がトゲトゲしている気がして、タケトは目をしばたたかせた。

「なにを怒ってらっしゃるのですか」

「別に怒ってないぞ。それに、こんなことタケトくん以外にはしないからな」

「そうですか。それはなによりです」

「…………分かっているんだかいないんだか」

　ぶつぶつと漏らしているミコにきょとんしていると、彼女はタケトの体にもたれかかる。しばらく、無言の時が流れた。

　青空を鳥が羽ばたき、涼すずしい風が吹ふく。時間がゆったりと流れているようで、タケトは心が落ち着くのを感じた。

「出会った頃ころを思い出すな、タケトくん」

　不意にミコが声をかける。

「初めての仕事も二人だけでやった。疲れたけど、とても楽しかったよ」

「それは何よりですね」

　その時の自分は、裏生徒会の在り方に疑問を覚えていたからそんな感情はなかったが。たった二か月ほどなのに、ひどく昔に思える。

「それから私は、タケトくんに助けられてばかりだ」

「そんなことは……」

「いや。もし私だけであったなら、上原くんも、隠き塚づかくんも、助けることが出来なかっただろう。本当に感謝している」

「どうしたんですか、突とつ然ぜん」

「なんとなく……な。二人きりになると、色々思い出したんだ。私と出会ってくれて、ありがとう、タケトくん」

　顔を上げて微笑む。見る者をとりこにしそうなほど、魅み力りよく的てきな笑え顔がおだとタケトは思った。

「……お礼を言われることなんてありませんよ」

　それに、自分も笑みを返す。

「それに、僕だって会長には多くを助けられているんです」

「私に、か？」

「物を学び、知識を溜ため込んでいると、時に常識へ囚われることがあるんです。よく言えば危機意識が高まる。悪く言えば、一歩踏み込むことを恐おそれてしまう……そんな時、会長は躊ちゆう躇ちよなく先へ行く。その背中に、僕自身も引っ張られていくんですよ」

「……そ、そうか」

「僕は【天才】です。しかしその器に相応ふさわしくなるためには時間がかかり、まだまだ足りないものも多い。そして、会長は僕が足りないと思う何かを多くもっている。だから……こちらこそ、感謝の言葉を伝えたいです」

　真っ直ぐとミコを見て。彼女の瞳ひとみの奥おくにある理想を、己おのれの目にも映すように、

「僕と出会ってくれて──ありがとうございます、天音ミコさん」

「…………」

「……会長？　大丈夫ですか？」

　頬に朱しゆが差したかと思ったその時、ミコは一瞬にして、沸ふつ騰とうしたかのように顔を赤くした。そのまま、そっぽを向く。

「どうかされましたか？」

「……卑ひ怯きようだぞ」

　唇くちびるを尖とがらせて、ちらりとタケトの方を向く。

「いきなりそんなこと言うなんて、卑怯だ」

「会長も同じようなことを仰おつしやいましたが……」

「ち、違ちがう。その後。後だ！」

「……？　天音ミコさん？」

「はう」

　視線を逸そらすと、ミコは自分の顔を押さえた。堪こらえきれない感情を必死で抑えるように。

「な、なんだかドキドキするぞ……名前を呼ばれただけなのに」

「……はあ」

「いつもは会長って呼ぶ癖に、どうしてそういう時だけ名前にするのだ。キミはあれだな。かなりの策士だな！」

「それはどうも、申し訳ありません」

　なんだかよく分からないが、謝あやまっておいた方がいい気がしたのでタケトはそう言った。

「ところで会長、顔が赤いですけど熱でも出たんですか？」

「こ、こっち見るな！　えっち！」

「予想外な言葉を放たれましたね……心配しただけなのですが」

「わ、分かっている。分かっているからちょっと待ってくれ。えっちタケトくんのテクに私はメロメロなのだ」

「どこをとっても卑ひ猥わいにしか聞こえないのでやめて頂けますか……？」

　傍から聞いていると犯罪スレスレの会話である。

「と、とにかく！　仕事を再開しよう！」

「そうですね」

　首を傾げつつも立ち上がる。そんなタケトに、ミコは言った。

「タケトくん！」

　振り返った自分へ、ミコは手を差し出した。

「これからも、改めて宜しくお願いするぞ！」

　そんな彼女に、タケトは数回瞬まばたきをして。

「……はい、こちらこそ」

　笑みを浮うかべて、握にぎり返した。



　最後の瓦礫を運び終わり、リヤカーを事務室へ返した時にはもう、日はとっぷりと暮れていた。

　しかし未いまだ千陣学園の灯あかりは消えていない。全国から優すぐれた才能を集めたこの学校では、皆みなが日々、己を研けん鑽さんしようと努めているのだ。

「さて、それでは我々は帰りますか」

「そうだな。疲れたし、お腹なかも減ったから帰りに何か甘あまいものでも買おう！」

「そうですね」

「お、珍しく甘いものを食べるなー！　って言わないんだな」

　ミコが振り返り様、からかうように言う。それにタケトは肩を竦すくめた。

「疲ひ労ろうには糖分をとることが一番なんですよ」

「そうか。タケトくんのお墨すみ付つきが出たからどんどん食べるぞー！　たい焼きと大福とショートケーキとミルフィーユとプリンとみたらし団子とポテトチップスだー！」

「たい焼きだけ許可します」

「夢も希望もないな!?」

　地じ団だん駄だして「今言ったの食べたい！　たーべーるー！」とわがままを言っているミコの頭をぽんぽんと叩き、

「その代わり、美お味いしいたい焼き屋さんをご紹しよう介かいしますよ」

「ほぅ、そんなところを知っているのか」

「昔からやっているところなんですけどね。僕も幼い頃によく買いました」

「ほー。なんてところだ？」

「名前は……」

「大衆屋でしょ？」

「ああ、そうです。会長、知っているんですか？」

「今のは私ではないが」

　タケトは眼鏡を押し上あげ、「え？」と返した。そこへ、

「わたしは未だに買ってるわよ。カスタードクリームが美味しいの」

　聞き馴な染じんだ声が響ひびく。タケトとミコは振り返った。

　校舎の明かりに照らされて、そこには一人の少女が立っている。

「朱あか音ね……？」

　そう。生徒会・会計であり生徒会執しつ行こう部ぶの部長である室むろ伏ふし朱音であった。

「ちなみに期間限定でチョコレートマロンも発売されるわ。今日からじゃなかったかしら」

「そうか、それは知らなかった！　よしタケトくん、今すぐ買いに行くぞ」

「分かりました」

「ちょっと待ちなさい」

　朱音が腰こしに手を当てため息をつく。

「わたしがその情報を伝えるためにあなたたちを捜してたと思ってるの？」

「思っているが！」

「嘗なめられたものね！」

「見直したのだが？」

「それはそれで腹立つわ」

　額に手を当て、「まあ、いいわ」と首を振った。

「天音ミコ。及および、郡こおり武たけ人と。……ちょっと話があるわ」

　その呼び方に、タケトはすぐに感づいた。彼女は個人として自分たちへ会いに来たのではないと。

「それは、執行部の部長としてか？」

「さすがに察しが良いわね」

「なんだ。最近、我々は何か問題を起こした覚えはないが」

「最近ってことはちょっと前はあるのね……？」

「誘ゆう導どう尋じん問もんだな！　これ以上キミと話すことはない！　後は法ほう廷ていで会おう！　さらば！」

「逃げるな！」

　背中からショットガンを抜ぬくと、朱音はそれを突き付けた。

「ちょっと執行部の取調室まで来てもらうわ」

「……一体なんの用件だ？　会長も言っていたが裏生徒会は特に何もしてないぞ」

「確かにそうかもしれないわね。まだ確定したわけじゃないから、その可能性はある。話は取調室で言うわ。悪いけど……来てもらうわよ」

　銃じゆう口こうを下げて、朱音は真しん剣けんな顔で言った。

「郡武人、および天音ミコ」

　その、予想だにしない台詞せりふを。

「──学園内で起きた事件に関する容疑者として連行するわ」










　　　第三章　立ち込める暗雲／不穏な風向き





　生徒会執行部の取調室は、予想に反して狭せまく薄うす暗ぐらい場所だった。これは捕とらえた相手を精神的に追おい詰つめる為だろう。

　窓もない室内にたった一つだけある机と向かい合わせに置かれた椅子。そこに上うえ原はら佳か奈なは怯おびえる小動物を思わせる動きをしながら座っていた。

　タケトとミコが姿を見せると、佳奈はほっとしたように息をつく。彼女の周囲には東とう央おう院いんマイと御み納のう葵あおいもいた。

「そっちに行って」

　朱あか音ねの言葉に従い移動する。するとタケトたちの背後からぞろぞろと何人かの、生徒会執行部を示す腕わん章しようを嵌はめた生徒たちが現れた。彼かれらが部屋に入ると、扉とびらは閉められて鍵かぎがかけられる。

「随分と物々しい雰ふん囲い気きだな」

　ミコが腕を組んだまま首を傾げる。どんな場所にいても彼女は己を崩さない。ゆえにその姿は威い厳げんに満ちていた。

「大丈夫か、上原さん」

　声をかけると佳奈は頷き、机の下で手を組んだ。不安そうに視線を泳がせる。そんな彼女を落ち着かせるように、タケトはしゃがみこんで微笑んだ。

「心配ない。僕たちに任せてくれ」

　その言葉に、佳奈は目を合わせて、しばらくしてから小さく頷いた。

「話を聞かせてもらおうか」

　ミコが跳び上がると机の上に乗り、その場で胡坐を組んだ。ちょうど、向かいの席についた朱音と佳奈の真ん中を遮さえぎるように。まるで自分の仲間を守ろうとしているようだった。

「簡単なことよ」

　その態度に少しムッとしたようだったが、朱音はそんな自分を誤ご魔ま化かすように軽く首を振って話し始める。

「先日、学園内である物が壊されていたのが分かったの」

「あるもの？」

「美術科の教室に、彫ちよう刻こくがあってね。うちの卒業生が卒業制作で造ったものよ。それが粉々になってたわ」

「卒業制作が壊されていたくらいでえらく大おお仰ぎようだな。確かに生徒の作品が無残なことになったというのは重要事件かもしれないが」

「ただの彫刻じゃあないのよ。その卒業生は今や世界的に有名な彫ちよう刻こく家かとなっている。その作品の価値は何千万にも匹ひつ敵てきするわ。本人の希望で、美術館には置かずにこの学園で保存しているけどね」

「……なるほど。さすが千せん陣じん学園の逸いつ材ざいといったところか。で、それと私たちになんの関係があるんだ？」

　タケトは、いや、ミコももちろん、薄うす々うす感づいていただろう。しかしそれでもそのことを自分から言うつもりはなかった。

「その彫刻が壊れていたと思われる時間帯の前後に、教室から出てきた人がいるの」

「ほぅ。限りなく怪あやしいな。一体それは誰だ？」

「とぼけているのかそれとも本当に分からないのか、わたしには判断しようがないけど言ってあげる」

　朱音はタケトの知る幼おさな馴な染じみの彼女ではなく、生徒会執行部、その部長としての冷れい徹てつで毅き然ぜんとした態度で言った。

「──裏うら生徒会よ」

「私達たちはやっていない」

　きっぱりと、ミコは否定する。それに葵も追つい随ずいした。

「そうですよ。何度も説明しましたが、ボクたちは生徒からの依頼を受けて漫画のモデルをしていたんです。そんな彫刻なんて知りません」

　その言葉へ同意するように、マイもまた頷うなずく。

「身内の証言は当てにならないのよ。庇かばい合っている可能性もある」

「確かにそうだが、朱音、そちらとて状じよう況きよう証しよう拠こに過ぎないのではないか」

　タケトは空いた椅子に腰かけて指し摘てきする。

「犯行時間と思われるタイミングで僕達が出てきたからと言って、それを壊したという証明にはならない」

「分かってるわ。わたし達だって伊だ達てに執しつ行こう部ぶを名乗っているわけじゃない。いくらなんでもそれだけであなた達を犯人だなんて思っていないわ」

「……ということは、何か証しよう拠こでもあるのか？」

　怪け訝げんな顔をする。そんな馬ば鹿かな、という想おもいがあった。あの時、教室から出て行ったのは皆、ほぼ同時だ。そんな彫刻があった記憶などないし、触さわってさえもいないはずだ。

（待てよ……）

　そこでタケトの脳のう裏りを過よぎるものがあった。唇に手を当てて、まずいな、と思う。大体、朱音が何を言おうとしているか予想がついたのだ。ちらりと、ある人物を見た。

「ウチは特とく殊しゆな環かん境きよう上、色んな事情をもった生徒が来る。もちろん大きな事件となれば然しかるべき場所に通報するけれど、そうでない場合や公おおやけに出来ない場合もあって、出来るだけ執行部が内々で処理出来るよう、様々な設備を用意してあるわ。その中には全生徒のプロフィールをデータ化して保存しているソフトもあってね」

　ミコとタメを張るように腕を組んで胸を反らし、朱音は続ける。

「──指し紋もんだって例外じゃあないわ」

「まさか……」

　葵が、声を上げた。

「誰かの指紋がその彫刻に残されていたというのですか？」

「鋭するどいわね、葵。その通りよ」

「馬鹿な。誰の指紋が残っていたというんだ？」

　ミコの疑問に朱音が答えるよりも早く。タケトが言っていた。

「……上原さんか」

　びくり、と、隣となりで佳奈が肩を竦ませる。彼女は──彼女はまるで、そのタケトの台詞が予期出来ていたかのように、少し前から顔を青白くさせていたのだ。

　思えばおかしかった。今回の嫌けん疑ぎは裏生徒会全体にかかっているものなのに、佳奈だけがまるで自分が犯人であるかのように怯きよう懦だしていたのだ。

「さすがね。……そう、上原佳奈の指紋がそこに残されていたわ」

「馬鹿な。なにかの間ま違ちがいだ」

「だったらよかったわね。わたしだってうちの生徒を疑いたいわけじゃない。だけどね、事実なのよ。間違いなく彫刻に残されていた指紋は、上原佳奈のものだった」

「しかしだな……」

「会長。僕ぼくたちは確かに同時に出ました。しかしあの時、上原さんだけが教室に残っていたんです」

　その言葉にミコは目を見開いた。葵もまた、思い当たったかのように口に手を当てる。佳奈は目を瞑って、身を縮ませていた。マイだけは相変わらずの無表情で、なにを考えているか分からないが。ともかく。

　そう。あの時──佳奈だけが、教室を元に戻もどそうとしていた奈な倉ぐら彩さい夏かの手伝いをするために残ったのだ。

「タケトくんは、上原くんが犯人だと思うのか？」

　ミコが尋たずねる。それは責めているようではなく、ただ純じゆん粋すいにタケトがどう思うかを確かめようとしているようだった。

「状じよう況きよう的てきに見れば怪しいのは確かでしょう」

　誤魔化しても仕方ない。正直に言った。佳奈が泣きそうな顔でタケトを見る。

「……庇うのかと思ってたわ」

「指紋が残されている以上はなにを言っても仕方ない」

　事実は事実として認めなければ、ただ感情論でわめきたてたところで朱音には通じない。

「……しかし、僕は上原さんを犯人だとは思わない」

「どうしてかしら？」

「そう思わないからだ」

　はっきりと。何の迷いもなく言い放つ。

「僕は上原さんを信じている」

「あなたらしくないわね。そんな根こん拠きよのない言い方」

「そうか？　しかし僕は上原佳奈という人間を知っているからな。恐らくはお前以上に」

「タケトさん……」

　縋すがるように名を呼ぶ佳奈に頷く。それにミコが微笑んだ。

















「話にならないわ。絶対に間違いを犯おかさないと保証できる人間なんていない。たとえそこにどれほどの信しん頼らい関係があったとしても、何を考えているかなんてわからないものよ」

「断わっておくが、僕は上原さんが絶対に間違いを犯さない人間だと思っているなどとは言っていない」

「……え？」

「彼女とて人間だ。特に今回の場合は不ふ慮りよの事故という可能性もある。それを上原さんがやっていないとは言えない」

「どういうこと？」

「僕が言っているのは、彼女が間違いを【隠かくす】ような人間ではないということだ」

　それだけは確かだ。短い付き合いではあるが、それくらいは分かる。

「仮に彫刻を壊したのが上原さんだとして。彼女はそれを隠し続けて僕たちと素そ知しらぬ顔で話が出来るような人間ではない」

「待ちなさいよ。上原佳奈なら正直に言うはずだっていうの？」

「ああ、そうだ。彼女はな、そんな器用な人間ではないよ。僕のようなしたたかな奴やつとは違って、真っ正直で己を誤魔化すことのない──いや、誤魔化すことが出来ない人だ。どうしてもな」

「タケトさん……それ、褒ほめてますか？」

「もちろん、褒めている」

　それでも佳奈は疑わしそうな眼まな差ざしを向けてきた。とりあえずそれ以上つっこまれる前に流すことにする。

「でも、彫刻には上原佳奈の指紋が残されているのよ。それはどう説明をつけるの？」

「上原くんの指紋がそこに残されているのが事実だとして、しかし、彼女は隠し事ごとをするような人間ではないとして。だとすれば結び付けられる答えは一つだろう、室むろ伏ふし朱音」

　ミコの言葉に、タケトは頷いた。

「そう。彼女は何者かに嵌められたんだ」

「嵌められたって……誰によ」

「上原さん、なにか知らないか？」

　振り向むくと、彼女は目をぱちくりとさせる。そして、おずおずと言った。

「あ……えーと。実は……知ってるんですが」

「知ってるの？　なんでじゃあ、それを早く言わないのよ！」

「ご、ごめんなさい！　あの、でも、室伏さんが恐こわくて、えっと、タケトさんや会長さんが来るまでは黙っておこうって……ごめんなさい」

「わたしがそれを信じないと思ったっていうの？」

「ち、違うんです！　わ、わたし、あんまり頭良くないし口も回らないから、上う手まく説明できなかったらどうしようって。それにいきなりこんなことになって、パニックになってたせいか頭の中真っ白になっていたし……えっと」

「要するにキミたちが鬼おにのような顔をして圧あつ迫ぱくするからだろう。彼女も被ひ害がい者しやだ」

「な、なによ！　別に恐がらせるつもりなんてないわよ」

「突然に呼び出されてこんなところに閉じ込められ、犯人扱あつかいされたら誰だってそうなる」

「……むぅ」

　むくれて反論出来ない朱音を見て、葵がとりなした。

「ひとまずは上原先輩の話を聞きませんか。全すべてはそれからです」

「……そうね。申し訳なかったわ、上原さん」

「あ、いえ、いいんです。わたしこそもっと早く言うべきでした」

　頭を下げた佳奈は、スカートの裾すそを握りながら、やがてぽつりと呟いた。

「あの時、部屋を片付けるっていう生徒さん──奈倉彩夏さんって人を手伝っていたんですけど、その時に美術科の準備室に仕し舞まった道具とかを元に戻したいからって、頼まれてわたしが職員室まで部屋に入るための鍵を取りに行って」

「上原さんが鍵を取りに行ったのか？」

　タケトの問いに彼女は頷く。

「準備室へ移動させやすいように重いものは全部、自分が入口まで運んでおくからその間にお願い出来ないかって言われまして。中に置いてある貴重品自体にセキュリティがしっかりかけてあるので、準備室自体には誰でも入れるんだそうです。ただし、先生に申し出て名前を記帳しなければなりませんが……」

「上原佳奈が疑われた理由の一つもそこにあるわ。職員室から彼女の名前で美術準備室の鍵が借りられていた。……犯行時刻だと思われる時間帯にね」

「ち、違います！　わたしは、奈倉さんに頼まれて……！」

「上原さん。気にせず続けてくれ」

「……はい。それで、そこに入って置かれていた彫刻を見たんです。もちろん、その時は壊れていなくて元のままでしたけど……」

　その彫刻はガラスケースの中に入っていて、最初は手を触ふれることさえ叶かなわなかった。佳奈はそのあまりの美しさに我を忘れ、見入っていたのだという。

「そこに奈倉さんが来て、それも元の所へ置くから持っていくって言って。わたしがすごい彫刻ですねって褒めると、どんな物かを説明してくれたんです」

　そして彩夏は直接手にとって見てみる？　と尋ねたらしい。

「最初、わたしは恐きよう縮しゆくしていいですって言ったんですけど、奈倉さんがこういうのは間近で見た方がいいし、千陣学園の生徒であれば誰でも触っていいってことになっているから構わないって……」

「何千万という価値がある割には扱いがぞんざいのように思えるが？」

　ミコの疑問に朱音は答えた。

「その卒業生の主義なのよ。触れもしない美術品に意味などない。見て楽しむ以上に感かん触しよくで実像そのものを掴んでこそ本質を味わうことが出来るんだって。だから、学園の生徒なら誰でも手にすることが出来るようになっているわ。もちろん、その前に美術準備室に入るため、手続きが必要になるけどね」

「盗ぬすまれる可能性は考こう慮りよしていなかったのか」

　タケトがそう言うと、朱音は首を振る。

「あの像を置く台座は、専用に作られた特別性でね。一定時間以上、像が台座から離れるとそれを感知して自動的に警報が鳴るシステムが組み込まれているわ。無理に台座ごと持ち帰ろうとしてもそう。その卒業生は自分の後こう輩はいを信じたいって言ってたけど、そうもいかなくて学園側が取り付けたのよ。元々なかった台座を取り付けまでしてね」

「奈倉さんもそう言ってました。でもちょっとだけ持って見るくらいなら大丈夫だって。それで彼女はガラスケースを開けたんです」

　そして佳奈は像を手にとった。そしてしばらく眺ながめていたという。

「すごくドキドキしました。思っていたよりも軽くて一いつ瞬しゆん、とり落としそうになって慌あわてたくらいで。あ、いえ、だからって落としてはいないんですが」

　誤解のないよう訂てい正せいした彼女へタケトは言った。

「軽かったのか」

「はい。奈倉さんが言うには特殊な材料を使ってるからだって」

「確かにそんなことを、報告した時氷ひ室むろ会長から聞いたわね。あの彫刻は見た目よりずっと軽いから容易に壊こわすことも出来たはずだって」

「……多分、その時にわたしの指紋がついたんじゃないでしょうか。手て袋ぶくろをした方がいいんじゃないかって訊きいたんですけど、それくらい大丈夫だって奈倉さんが言われたので、素す手でだったんです」

「なるほど、ね」

　納なつ得とくしているのかいないのか。表情からはうかがい知れない。朱音は人差し指を立てた。

「一つだけいいかしら。あなたが言う奈倉彩夏──つまり、裏生徒会へ依い頼らいをしたその生徒が上原さんに彫刻を触らせたと」

「そうです」

「だから、その時に指紋がついた。故に、自分は犯人ではないと」

「だ、だと思います」

　少しずつ追い詰められていくようなその物言いに、佳奈はじり、と体を嫌いやがるように引く。見かねたようにミコが言った。

「分かっただろう、室伏朱音。怪しいと思うなら奈倉くんに確かめればいい。それで事は済むはずだ」

「……そうね」

　その時、誰もが思っていた。タケトでさえも。これで疑いは晴れたのだと。

　思わぬ展開にはなったが、ひとまずは安心であると。──だが。

「でも、妙みようなのよ」

「なにがだ？」

　首を傾かしげたミコへ、朱音は言う。

「わたしはこれでも全校生徒を取り締しまる立場の人間よ。だからそれなりに学園のことは把は握あくしてるわ」

　息をついて、全く何の不安さも滲にじませず。

「そのわたしが断言するに」

　朱音は、ただ、続けた。

「──この千陣学園に、奈倉彩夏なんて生徒はいないわ」

「なに……？」

　ミコをはじめとした裏生徒会の面々は。さすがのタケトでさえも、驚おどろきを隠し得なかった。

「どういうことだ、朱音。奈倉さんが存在しないだと？」

「ええ。この十数万の生徒を誇ほこる学園の中でただの一人も、奈倉彩夏なんて子はいない」

「馬鹿な。そうやってまた我々を貶おとしめるつもりか？」

　ミコが目元を厳しくして問とい詰めるが、朱音は平然と返す。

「別に騙だますつもりも、貶めるつもりもないわ。そんなに信じられないなら調べたらどうなの？──東央院マイ。彼かの女じよは学園でも一、二を争あらそうほどの情報通なんでしょう？」

「そうですね。マイ、調べて下さい」

　葵がそう言うと、マイは頷いた。さすがにこの時は、お菓子が欲ほしいなどとは言わなかった。彼女が大ファンである歌手【ＡＮＫＡ】──いや、上原佳奈の窮きゆう地ちなのだ。

　キーボードを打だ鍵けんする音だけが、まるで死し刑けい宣告までの時間を刻むかのように、静せい寂じやくに満ちた室内に響き渡わたる。

　誰もが彼女によって状じよう況きようが打開されることを望んでいた。いつだってなんだって、マイの情報索さく敵てき能力は裏生徒会にとって最大の味方だった。……しかし。

「……おわった。全校生徒のデータを検けん索さくした」

　マイは無表情の中にもどこか、沈ちん鬱うつな面おも持もちを見せるかのようにして言った。

「それで……どうだった!?」

　ミコと葵が食いつくようにしてマイに尋ねる。そんな彼女たちに、あまりにも残ざん酷こくな結果が知らされた。

「存在しない」

　顔を俯うつむけていた佳奈が、体を竦ませる。そんな彼女を見てマイは視線を逸らす。しかし情報屋として虚きよ偽ぎの報告をするわけにはいかなかったのだろう。はっきりと言った。

「奈倉彩夏という生徒は、千陣学園のどこにも存在しない」

「……馬鹿な」

「ど、どうしてそんなことになるんですか？」

　ミコが愕がく然ぜんと、葵が信じられないといった感じで言う。佳奈は言葉を失って蒼そう白はくとなった顔で、震ふるえていた。

　タケトは指を組んで、目を閉じた。冷静に。冷静になるべきだ。

（奈倉彩夏がいない。そんなことはありえない。僕たちは確かに彼女の依頼を果たした。だが、現実に彼女は存在しない。朱音や、ましてマイが間違っているとは思えない。ということは……）

　朱音が、息をつく。

「結論は出たようね。奈倉彩夏という生徒が存在しない以上、上原佳奈の証言も疑わしくなってくるわ。指紋が残っており、彼女が嘘うそをついた。即すなわちそれは、上原さんが犯人であるから……ではないかしら」

「ちょっと待て、室伏朱音！　タケトくんが言う通り、上原くんは器用に嘘をつけるような人間ではない！」

「でも事実、そんな生徒はいないのよ。だったらわたしがやることは一つだわ」

　立ち上がって机を回り込むと、朱音は佳奈へと歩み寄った。

「上原佳奈、あなたを器物破損の容疑で捕らえる」

「待て！」

　そんな彼女と、佳奈の間にミコは立たち塞ふさがった。小さい体で、それでもその何倍も大きく見えるような迫はく力りよくで。

「彼女は渡さない！」

「……何も逮たい捕ほしようというわけじゃないわ。確かに貴重な物だったけど、生徒の作品であることには代わりない。制作者本人にも確かく認にんはとったし、学園内で処理出来る問題よ。タケトの言う通り事故だった可能性もある。ただ……相応のペナルティを受けてもらうことになるけれどね」

「なにをするつもりだ？」

「大したことじゃない。しばらくの自宅謹きん慎しん。後……裏生徒会への参加も禁止するわ」

「そ、そんな……！」

　悲痛な叫さけびを上げる佳奈に、朱音は言う。

「そもそも裏生徒会なんて連中に加担しているから、今回のような事件が起きたという見方も出来る。今までは見過ごしていたけど、問題が起きた以上は対処させてもらうわ」

「わ、わたし、本当にやっていないんです！　奈倉彩夏さんを捜して下さい！」

「そんな生徒はいないのよ！」

　佳奈の訴うつたえを掻かき消けすように、朱音の怒ど号ごうが響いた。

「……わたしにはそれ以上、何も言えないわ」

「室伏先せん輩ぱい……もう一度、捜そう査さをやり直してはもらえませんか？」

「無理よ、葵。現状、彼女以上に怪しい人間はいないの。それに執行部は他にも案件を抱かかえてる。この事件だけに固こ執しつするわけにはいかない」

「……れいけつかん」

　マイがぼそりと呟き、じっと朱音を見つめる。それを受け、彼女はぐっと押おし黙だまった。

「マイ、よせ。朱音も仕事なんだ」

　しばらく無言を保っていたタケトは、不意に口を開く。

「僕たちにとっては重要だが執行部にとっては一つの事件に過ぎない。その違いをいくら埋うめようとしても無む駄だだ」

「なるほど。ではやることは一つだな」

　タケトが言わんとしていることを察知したのだろう。ミコは片口を上げた。

「その通りです、会長」

　全く以てやりやすい。タケトは腰を上げると、朱音に向かって言い放った。

「──氷室会長に会わせてくれ。そっちがそのつもりなら、直接打って出るだけだ」



「……なるほどな」

　生徒会の会長室。タケトとミコは二人でいた。

「大体の事情は把握した」

　千陣学園の生徒全てを掌しよう握あくする立場にある氷室当とう世せいは、そう言う。

　相変わらずの、ともすればこちらを押し潰つぶそうとしてくるようなこの空気。しかしもう、慣れたものだった。思えば初対面で、自分はこの男に膝ひざを折りかけたのだ。

　今こうして、真正面から向かい合えるのも隣にいるミコのおかげだった。こんな小さな体をしているのに、しかし彼女は、どうしようもない頼たのもしさをもっている。

「……以上の理由から我々の仲間である上原佳奈さんが疑われています。ただ、執行部のやり方に僕たちは異を唱えたい」

「朱音が間違えている、と言いたいのですか？」

　氷室の隣にいる千ち早はや静せい香かが落ち着いた声で言う。だが、それにミコは首を振ふった。

「いや。だが、このまま全てを受け入れるには納得がいかないと言っているのだ」

「そうです。あなたがたに主張があるように、こちらにも言いたいことはある」

「ならばどうしたい？」

　組んだ手で視線を隠しながら、氷室が問う。タケトは答えた。

「少し時間を下さい。真犯人を見つける為ために、猶ゆう予よが欲しいんです」

「……猶予か」

「それまでの間、貴方あなたがたを野放しにしろ、とそう言うのですか？　その間に何らかの工作をされる可能性もあるでしょう」

「我々はそんな汚きたない真ま似ねはしない。キミたちとは違ってな」

「……無礼な」

　その柳りゆう眉びをひそめて腰こし元もとにある得物へ手をかける静香。しかしそんな彼女を押さえるように氷室が言った。

「まあ、いい。そちらの言い分も分かった」

「しかし、会長！」

「静香」

　ただ一言。だが、なによりも重みのあるその言葉へ、彼女は目を見開いて頭を下げた。

「……申し訳ありませんでした」

「気にするな。お前の言葉も正しい」

　息をつく。そして、氷室は再び口を開いた。

「だが彼らとて大人しく引き下がるような人間ではないだろう。勝手なことをされるよりは、こちら側で動きを把握している方がいい」

「……なるほど」

　静香が頷く。それに、ミコは肩かたを竦めた。

「理解が早くて助かるよ」

　学園広しと言えど、氷室当世にこんな態度をとれるのは彼女くらいなものだろう。

「それでは、少しばかり時間をもらうということでいいな？」

「構わない」

　しかし、氷室もまた、そんなミコに従っているだけの男ではなかった。

「……ただ、条件はつけさせてもらう」

「条件、ですか」

「いわばこれは君たちに対する温情だ。だとすれば少しばかり、枷かせをつけさせてもらおう。全てをタダというわけにはいかない。そうだろう？」

　どこか挑ちよう戦せん的てきな言い方だった。ミコが、鼻を鳴らして頷く。

「いいだろう、なんだ？」

「そうだな」

　そして、氷室はあまりにあっさりと、その台詞を口にした。

「静香の言う通り、自由にしている間、君たちが何か小細工をするという可能性もある。その為、天あま音ねミコ、君かあるいは郡こおり武たけ人と──彼のどちらかを、一時的にこちらの預かりとさせてもらいたい」

「……なに？」

　怪訝な顔をするミコ。そんな彼女に氷室は微笑ほほえみを浮かべた。

「構わないだろう。それとも何か工作をするつもりだったのか？」

　卑怯な言い方だ、とタケトは思った。それを拒きよ否ひすれば疑われても文句は言えなくなる。ミコは不満そうに顔をしかめていたが、やがて仕方なく頷いた。

「……いいだろう」

「それと、いつまでも時間を与あたえている訳にもいかない。期限は十日とさせてもらおう」

「分かった」

「そして」

　更さらに。氷室は二人を──裏生徒会を追い詰める。

「……その期限が過ぎても真犯人が見つけられない場合、預かっている二人のどちらかを生徒会の人間とする。加えて、裏生徒会は永久的に解散。以後に集まることを全面的に禁止する」

「ちょっと待って下さい」

　さすがに、タケトが口を出す。

「あまりにやり過ぎではありませんか。個人の意思は関係がないと？」

「確かにやり過ぎだろう。だから、拒否するのならそれで構わない。こちらには何の痛手もないのだからな」

　ぐうの音も出ない。確かにその通りだった。

「とことんまで卑ひ怯きような男だな、キミは。相手の弱みに付け込むのがそんなに楽しいのか」

「会長になんという口の利きき方かたですか」

　静香が目を吊つり上げる。

「そもそも会長は貴方がたの無理を聞き入れて下さると言っているのですよ。犯人を庇おうとする貴方がたに」

「上原くんは犯人ではない！」

「それはあくまでそちら側の主張です！」

「……確かにそうです」

「タケトくん！」

「会長、ここは従っておくしかありません」

　憤いきどおるミコを、タケトはなだめた。

「今は何をおいても時間が欲しい。そうしなければ突とつ破ぱ口こうが塞がれたままです」

「……確かにそうだが」

「英断だな」

　口くちの端はしを歪ゆがめたままで、氷室が言う。

「郡武人。君はやはり、有能だ。だからこそ残念だ。こちら側にいないのがな」

「僕は何も後こう悔かいしていません」

「こんな事態となって、追い詰められて尚なおか」

「誰だれが追い詰められていると言いましたか？」

　挑戦的に、タケトは返した。眼鏡をとり、それを──投げ捨てる。

「……勘かん違ちがいするなよ、氷室当世。まだ勝負は始まってすらいない。これからだ。これから──こちらが攻こう撃げきする番だ！」

「面おも白しろいことを言うな」

　眼鏡の奥おくの目が、細められる。

「君の言葉をそのまま受け取ると、まるで私たちが追い詰めているようだが」

「さてな」

　多くは言わない。だが、タケトには半ば分かっていた。

　奈倉彩夏が、存在しないと分かった時点で。

「……あまり僕を。いや──天音会長率いる裏生徒会を嘗めるなよ」

「その通りだ、タケトくん」

　腕うでを組み、威い風ふう堂どう々どうと。少しの揺ゆらぎもなく、ミコは言い切った。

「いいだろう、氷室当世。そちらの要求を呑のもう。うちの右みぎ腕うでがここまで発破をかけたんだ。会長として、臆おくするわけにもいかない！」

「……わかった」

　だが、氷室もまた感情を乱すことはない。ただあくまでも冷徹に、こう返すのみだった。

「それでは期限は十日間。それまでの間、あるいは、その後も。どちらをこちらに差し出すかを──決めるがいい」



「氷室会長の罠わな？」

　裏生徒会本部に帰ってきたタケトが事情を説明し、そう告げると、佳奈が驚いたように目を丸くした。

「師し匠しよう、それは確かなのですか」

　葵も意気込んで尋ねる。ミコには道中いくらか話していたが──もっとも彼女もそんなところであろうとは思っていたらしい──改めて説明した。

















「だと思う。僕が考える限りは、だが。これは氷室が僕たちに仕し掛かけた罠だ」

「ちょっと待って」

　しかし尚も続けようとするタケトを遮ったのは、背後にいる室伏朱音だった。佳奈の監かん視しのために、裏生徒会本部につめていたのである。それに対しタケトは、振り返かえって眼鏡を押し上げた。先ほど投げ捨てたせいでフレームが少し歪んでいる。いい加減、勢いをつける時に眼鏡を放ほうり投なげる癖くせをなんとかしたい。

「どうした」

「どうした、じゃないわよ。氷室会長の罠ですって？　聞き捨てならないわね。どうしてそうなるのよ」

「気づいていないのか」

「気づく気づかないじゃなくてそんなわけないじゃないって言ってるのよ」

「どうしてそう思うのだ？」

　ミコがテーブルの上に腰かけ、足をぶらぶらをさせながら訊く。

「どうしてって……。逆に、氷室会長がどういう理由であなたたちを罠にはめるのよ」

「気に入らないからだろう」

「会長はそんなに器が小さな人間じゃないわ。やるなら正々堂々と勝負を挑いどむはず。そんな姑こ息そくな真似はしないわ」

「勘違いするなよ朱音」

　タケトが口を挟はさんだ。

「氷室は頭が良い。頭が良いということは無駄が無いということだ。無駄が無いということは必要なことしかしないということ。正々堂々と何かをしようなどという気き概がいは、不要な相手を潰すにおいて必要なことか？」

「それは……」

「姑息とか器が小さいとか。そういうことじゃない。あの男はそんな体面にこだわらない。たとえ大悪党と言われようと恥はじ知しらずと謗そしられようと傍ぼう若じやく無ぶ人じんと罵ののしられようと、やるべきことをやり、やらなくてもいいことはやらない。わざわざ正面衝しよう突とつするよりずっと効率的だ。戦わずにこちらを消すというやり方はな」

　朱音は唇くちびるを噛かむ。何か言い返す台詞を探しているようだったが見つからないようだった。

「話を続けても？」

「……分かったわ」

　仕方なく、といった感じで頷く。タケトは再び口を開いた。

「さっきも言ったが今回の件、これは氷室の罠だ。つまりこうなることは初めから仕組まれていた」

「こうなることって、ボク達が犯人扱いされることがですか？」

「もっと前だ。奈倉彩夏という少女が僕達に依頼をしにくる。この時点から全ては仕組まれていた」

「そんな……で、でも、どうして氷室会長がやったと思うんです？」

「簡単な話だ」

　そう、極きわめて単純なこと。佳奈の言葉にタケトは返す。

「生徒会側がどれだけ奈倉彩夏が存在しないと言ったところで僕達は実際に彼女に会っている。話もした。依頼もされた。しかしマイの情じよう報ほう網もうを以もつてしてもこの学園にそんな生徒はいない。考えられることはいくつかあるが可能性として高いのは一つだけだ」

　はっきりと、こう言い放った。

「奈倉彩夏は作られた存在だ」

「……作られた存在？」

「生徒会によって。いや……もっと言えば氷室によって。要するにスパイのようなものだ」

「こうしんりょうの」

「それはスパイス。マイ、ほんの少しだけ黙っていてもらえないか」

　こめかみを揉もみつつ、タケトはため息をついた。大人しくしていると思えば隙すきあらばこうして横よこ槍やりを入れてくる。常時マイペースな子だった。

「この千陣学園を一つの国に例えてみようか。氷室当世を王とする。それを補ほ佐さする大臣のような役目が千早静香だ。そして」

　ちら、と後ろを見て、

「風紀を乱す輩やからや罪を犯した者を取とり締まる警察が朱音率いる執行部。実際、それらがいれば最低限の統治を行うには一応、事足りる。だが、そうもいかないのが現実というものだ。表向きに罰ばつを与えられない者。何らかの事情で強固に立場を守られている者。それらは絶対に存在する。ならば彼らを処しよ罰ばつするにはどうすればいいか？　簡単な話だ」

「──表で無理なら裏からやればいい」

　ミコの言葉にタケトは頷いた。葵が神しん妙みような顔つきをする。

「忍にん者じやみたいなものですか……」

「忍者は忍者だが、少し意味合いが違う。要は表向きに処分できない人間を表向きに処分できるようにする、そういうことだ」

「え、と。ちょっと意味が分からないんですが……」

「嘘も千を超こえれば真実になる。情報に姿はない。でもうつろいがたく、根は深い」

　マイがぽつりと呟つぶやく。その通りだった。

「例えば学園から追い出したい邪じや魔まな人間がいる。だがそいつは様々な理由から問題を明確化出来ない。もしくは巧こう妙みような手口でギリギリのラインを保ち、罪にならない程度で問題を起こしている。だとすればだ。別のラインで攻めればいい。そいつが考えの及およばぬところで馬ば脚きやくを露あらわすようにすればいいんだ」

「罠を仕掛け、言い訳しようのない罪を被かぶせ、引っかかったと分かった時にはもう遅おそく、学園側によって処分されている。そういう工作をする人間が、この学園にもいるということだよ、上原くん」

「え、じゃ、じゃあ、奈倉さんは氷室会長が用意した人ってことですか!?」

　予想だにしない答えだったのだろう。佳奈は目を一いつ杯ぱいに見開いた。

「もしくは化けていたのかもしれないな。それこそ葵の言葉を借りれば忍者のように」

　タケトは立ち上がり、古ぼけたホワイトボードにかすれたペンでローマ字を書き始めた。

「個人的にはアナグラムというのはこじつけに過ぎないと思う。だからこれを決め手にするわけではないのだが、他のことを照らし合わせても間違いはないとあえて断じる」

　そこには【ＮＡＧＵＲＡＳＡＩＫＡ】とあった。

「これを組くみ替かえれば──」

　矢印を書いてその下に、タケトはすらすらと綴つづる。そこに現れた名に、ミコとマイ以外の全員が息を呑んだ。そう……朱音ですらも。

「──ＩＳＡＮＡＫＡＧＵＲＡ。伊い佐さ奈な神楽かぐら。生徒会において書記を務めている人物だ」

「まさか……神楽が？」

「タケトくんから聞いて驚いたんだがな。しかし、思えば私ですらも未いまだ伊佐奈神楽の持っている【本当の役目】を知らんのだ。千早静香のように氷室をサポートしているわけでもなく、室伏朱音のように警備の任を負っているわけでもない。それなのに、いつも彼女は氷室の傍そばにいる」

「……確かに」

　ミコの言葉に朱音は唇に指を当てた。

「わたしも、神楽が普ふ段だんなにをしているのか知らない。書記だから雑務を担当しているんだろう、なんて考えてたけど……」

「それでは師匠は、伊佐奈先せん輩ぱいが奈倉彩夏に化けて我々を騙したというんですか？」

「そうだ。いや、今回だけではないだろう。恐らく伊佐奈はこれまでも表向きに処分出来ない者を裏で工作し、貶める役目を持っていたのだ」

「で、でもタケトさん、とてもじゃないですけど伊佐奈さんは奈倉さんみたいにあんな明るく振る舞まえる人には……その、見えませんでしたよ？」

「工作員と呼ばれる人間は得てしてそんなものだ。そもそもあれが本当に彼女の【素】なのかどうかも我々は知らない。あれこそが演技という可能性もある」

「そんな……全然気づかなかったです」

「それを言うなら私も、そしてタケトくんも。この場に居いる全員が分からなかったのだ。敵ながら天あつ晴ぱれとしか言いようがないが」

　ミコは息をつく。それに、タケトが付け加えた。

「恐おそらく、準備室の鍵かぎを上原さんへ取りに行かせたのも伊佐奈神楽の──いや、氷室の策略だろう。彼女が職員室へ行き自分の名前で鍵を借りることにより、さも犯行の準備をしているかのように思わせ、執行部側の疑いを深めたんだ」

「そんな……」

　ショックを受けている佳奈に、これ以上ダメージを与えたくはないが、それでも事実は事実として確認しなければならない。更にタケトは続ける。

「加えるなら、そもそも上原さん一人が手伝いに残ったのも氷室が誘ゆう導どうしたことだ」

「……どういうことですか？　師匠」

　葵の問いかけに頷いた。

「氷室は恐らく、あの日、我々裏生徒会にまだ依頼がいくつか残っていたのを把握していた。その上で奈倉彩夏に手伝いの申し出をするよう言いつけたんだ。当然、そうなれば全員でそれを行うわけにはいかなくなる。そして上原さんの性格上、そういう状況になれば自分一人くらいなら抜ぬけても大だい丈じよう夫ぶだと、現場に残るのを自ら提案するだろうということまで──踏ふんでいたんだ。仮に上原さん以外の人間が数人残ったとしても、その残った誰かに容疑を向けることも出来たはずだしな」

「……そんな細かいところまで読んでいたというのですか？」

「氷室とはそういう男だ、葵」

　ミコはつと息をつき、困ったように眉まゆを掻いて、

「しかし、どうしたものかな。あまり氷室を褒めたくはないが、隙のないやり方だ」

「そうですね。存在しない人間を一人丸ごと作ってしまうなど、この学園を治める人間にしかやれない方法です」

「……本当に、氷室会長が」

　ここにきて、朱音も認めざるを得なくなったのだろう。複雑な顔で独りごちた。

「えっと、確認なんですけど、期限は十日なんですよね？　その間に真犯人を見つければいいんですよね」

「そうだな。そして、それが見つからない場合は──裏生徒会を解散しなければならない」

　佳奈とミコのやりとりの中で、葵が口を開く。

「つまり、師匠。そもそもこれは裏生徒会を解散させるために仕組んだことである、ということになりますね」

「だろうな」

「だとすれば真犯人も、何もないのではないですか？」

　不安げな顔で。彼女は続ける。

「彫ちよう刻こくを壊したことが氷室会長の計画なのだとしたら、奈倉……いえ、伊佐奈先輩が犯人ということになります。でも伊佐奈先輩は奈倉彩夏で、だけど奈倉彩夏はもういない」

「ややこしいが、そういうことだ」

「それならどうやって犯人を立証するんですか？」

　葵の言葉に佳奈は、はっとしたように目をしばたたかせた。

「そ、そうですよ！　犯人なんていないじゃないですか！　いない人を犯人として挙げるなんて、そんな……！」

「……恐らくはそれが氷室の狙ねらいだ」

　ミコが気に入らないように鼻を鳴らす。

「恐らく奴からすれば、我々が真犯人を見つけたいと言い出すことも計算の内だったのだろう。そこであんな条件を出した。しかし、よくよく考えてみれば犯人などどこにもいない。事件そのものがでっち上げなのだからな。つまり氷室の挑ちよう戦せんを受けた時点で我々の負けだったのだ」

「ひ、卑怯じゃないですか！　それ、言いましょうよ！　氷室会長に！」

「証拠がない」

　マイが首を振る。タケトも、不本意ながら頷く他なかった。

「そうだ。物的証拠もない。これも僕の推論に過ぎない。そんなことはない、と言われてしまえばそれまでだ」

「う、打つ手はない……んですか？」

「残念ながらな」

　ため息をついてミコは首を振る。それを見て、佳奈は辛つらそうに黙り込んだ。

「……我々はこのまま、解散するしかないんですか？」

　葵が悔くやしそうに拳こぶしを握にぎった。無力さを噛み締め、それでも耐たえるように。

「そんなの……そんなのってないです！　わたしたちが何かして、それで失敗して、解散するなら納得いきます！　でも、戦う前から負けるなんて、嫌です！」

　佳奈が訴えた。強く、心の底から叫ぶように。

「私とて納得しているわけではない。だが……現実は現実だ」

　ミコは眉まゆ根ねを寄せた。その台詞せりふで、皆みなは言葉を失くす。佳奈も葵も、マイも。……そう。

「──らしくないですね、会長」

　自分以外は。

「タケトくん……？」

「会長はいつも堂々としていて下さい。それでこそ僕がついていこうと決めた人なのですから。……諦あきらめるにはまだ早い。十日もあります」

「師匠！」

　葵が、きらきらとした目で見つめてくる。それは、彼女がタケトを認めた時にしていたものと同じだった。

「完かん璧ぺきな犯罪など存在しないように、完全な計画などないんです。ほころびはある。確実に。それに……」

　そして、タケトが口を開こうとした。──その時だった。

「そこまでよ」

　朱音が背後から、タケトの肩に手を置いた。

「そろそろ時間だわ。会長が言ったそうね。あなたか天音ミコのどちらかをこちらに差し出すと。それを決めてくれないかしら」

「もう少し話をさせてもらえないか？」

「ダメよ」

「キミも融ゆう通ずうがきかない女だな」

　呆あきれたようにミコが言う。

「今しがた聞いただろう。氷室は我々を罠にかけたんだぞ。こちら側に非はないのだ。少しは協力してやろうという気は起きないのか？」

　その台詞に、朱音は一瞬だけ怯ひるんだように見えたが──すぐに元の表情となって言った。

「わたしは生徒会の人間よ。だとすればあくまでもそっちにつく。それに、十分に時間はあげたはずよ。これ以上、変な知ち恵えをつけられたり、そちらを無駄に元気づかせるようなことを言わせるわけにはいかないわね」

「……堅かた物ぶつめ」

「どうとでも言いなさい」

　これ以上、なにかを言っても仕方ない。そう思ったのか、ミコは立ち上がった。

「よし、私がいこう。タケトくんさえいればなんとかなるはずだ」

「で、でも会長さんがいなくなると……」

　佳奈は不安がるように彼女の裾を握ったが、葵は首を傾げた。

「別に大丈夫じゃないですか。ボクは裏生徒会に所しよ属ぞくしてそんなに時は経たっていませんが、天音先せん輩ぱいは師匠と違ちがってあまり役に立っているようには見えませんでしたし」

「はっはっは！　その通りだ！　だから私が生徒会に行くのだ。それでいいな？」

「……まあ、わたしはどちらでもいいけど」

「うむ、決まりだな！　それでは──行こうか！」

　そう言って、旧・生徒会服を翻ひるがえすミコ。だがそれに異を唱える者があった。

「ちょっと待って下さい」

　タケトは椅い子すを引いて立ち上がった。

「会長はここに残って下さい。──僕が行きます」

「え……師匠!?　待って下さい。師匠がいなくなったら、ボクたちはどうしていいのか分からなくなります」

「心配いらない。会長がいる」

「天音先輩がいたところで……」

「葵。お前はさっき言ったな。裏生徒会に所属してそれほど時は経っていないと。その通りだ。だから本質が見えていない」

「ど、どういうことですか？」

「裏生徒会は会長がいるからこそ成り立っている。僕など添そえ物ものに過ぎない」

「……タケトさん」

　佳奈に向かって、タケトは微笑む。

「確かに今まで裏生徒会の活動、そのほとんどは僕が計画してきた。しかし土ど壇たん場ばではいつも会長の力に助けられてきたんだ。会長が前に立つから僕は事を解決するために動ける。会長が進もうとするから必死でその道を作ろうとする。どれほど高性能な船があろうとも、そこに灯あかりが無ければ海のただ中を目的地までたどり着けはしない」

　朱音が、こちらをじっと見つめる。どこか、切なそうに。

「タケト、あなた、そこまで……」

「……会長は希望だ。僕が居なくなって、裏生徒会が解散したとしても、天音ミコという人がいる限りはいずれまた復活出来る。そのチャンスは巡めぐってくる。だから──だから、僕が行く」

　ミコが、跳とび上あがった。タケトを羽は交がい締じめにする。なにも言わなかった。タケトも、ただ黙ったまま頭を撫なでる。

「朱音。……僕を生徒会に連れて行ってくれ」

「本当に、いいのね？」

「ああ、構わない。そう決めた」

　頷くと、朱音も同じように返してタケトの腕を掴つかんだ。

「分かった。……郡武人。あなたを、生徒会預かりとして連れて行くわ」

「タケトくん！」

　ミコが顔を上げた。いつものように気き丈じように。だが……タケトには分かった。彼女が必死で己おのれの感情を押し殺ころしていることを。そうしたくなくて、どうしようもなく嫌で、だが……そうしなければならないことを、理解しているのだ。

「必ず君を私の下に取り戻もどすぞ。絶対に。絶対にだ！」

「ええ、分かっています」

　ゆっくりと離はなれる彼女の、その小さな手を掴み。タケトは強い意思で、顎あごを引いた。

「僕は会長を──信じています」

「……ああ！」

　何度か振って。そして……指先が触ふれたのを最後に、その距きよ離りは遠くなる。

　タケトは背を向けて。葵に、佳奈に、マイに、そして、ミコに。

　最後に、こう言った。

「大丈夫だ、皆。僕たちは……負けない」

　そして朱音と共に、出て行った。

　裏生徒会へと続く扉とびらがゆっくりと、後ろで閉まっていく。錆さびついたような悲鳴を上げながら。なんでもないと思ったそれが。その鋭するどい音が。

　別れを告げるものでないと、タケトは強く信じた。



　生徒会長室内には二人。氷室当世と千早静香が居た。

　静かな、落ち着いた雰ふん囲い気きのクラシックが流れている。

「上う手まくいったようですね」

　静香が言う。氷室はそれに頷いた。しかしその顔には微び笑しよう一つ浮うかんでいない。まるでこうなって当然であるかのような表情だった。

「いつもながら見事な手しゆ腕わんです」

「やることは今までと変わらない。書類を書くことと一いつ緒しよだ」

　差し出されたカップを手にとり、中身を口にする。

「やるべきことをやり、やらなければならないことをこなす。それだけだ」

「……はい」

　静香は目を閉じたままで頷き、傍に佇たたずんだ。

　そこへ、すっと影かげが差す。不意に部屋の隅すみから、少女が現れた。

　どこにでもいるような明るいけれど、地味で、目立たない人物だ。

　裏生徒会へ依頼をしにきた美術科の生徒──奈倉彩夏。そう【なっている】はずだった。

「命令は全てこなしましたよ、氷室会長」

　彼女は微笑を携たずさえている。だが、よくよく見れば分かるだろう。それはどこか不自然な形をしている。まるで仮面に刻まれた感情そのままであるかのように。決められた型をそのまま鋳ちゆう造ぞうしているような印象を与えるのだ。

「ご苦労」

「特に問題はありませんでした。万ばん事じ、順調です」

　スケッチブックをぱらぱらとめくりながら、

「漫まん画がの知識を仕入れたり、ちょっとイタい子で振る舞うのは大変でしたけど。えへへ、でも頑がん張ばっちゃいました！」

「そうか。ところで、彩夏。……いや」

　静かに、氷室が呟く。

「神楽。──もう、いいぞ」

「そうですか」

　その言葉で不意に、彼女の雰囲気はがらりと変わった。表情が消え、能面のようになる。存在感が薄うすまり、そのまま闇やみに溶とけ込みそうにさえ思えた。

　奈倉彩夏……いや、伊佐奈神楽は頭に手をやると、カツラをばさりととる。それを地面に投げ捨てた。次いで顔の化け粧しようをとる。するとそこにいるのはもう、全く別の人間だった。

「工作は終しゆう了りようしました。後は彼らの出方次し第だいです」

「どう出るでしょうか」

　静香の問いに、氷室は顎に手をやる。

「さてな。こちらに来たのは郡武人の方だったか？」

「はい」

「なるほど。つくづくも興味深い男だ」

　天才、などと自ら名乗っている割に自分がどの程度の人間であるか把は握あくしている。驕おごりもない。謙けん遜そんもない。ただ冷静に己を分ぶん析せきし、やるべきこと、選せん択たくすべきことを理解しているのだ。予想はしていたが、こうまで思い通りに動くとは。

「しかしブレインがいなくなったのは痛手だったのではないでしょうか？」

「そうだろうな。裏生徒会が名を揚げてきたのは郡武人が居てからこそだ」

　手を組み、氷室は呟く。

「故にこそ仕掛けた。さて──どうする？　裏生徒会」

　薄うす闇やみの中で。己に傅かしずく伊佐奈神楽を見つめながら。

「……君たちは、気付くか？」

　そっと問いかける。それはどこか、事を面白がっているように思えた。



　室伏朱音は釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。

「…………」

　千陣学園、生徒会執しつ行こう部ぶ──その部長である自分専用の部屋には、いつもならいないはずの人間が存在している。

「朱音、この書類はこちらのファイルに整理すればいいのか」

　ＢＧＭ一つない室内に、彼かれのはっきりとした声はよく通った。

「ええ、そうして。ちなみにそっちのはＮｏ．３って書いてある方ね」

「了りよう解かいした」

















　軽く頷うなずいて手を動かす。書類をファイリングする時の音がやけに大きく響ひびいた。その眼鏡の奥にある瞳ひとみは少しの揺らぎもなく、いつものように落ち着いた態度で手を動かしている。その様子がどうにも腑ふに落ちないというか、納得いかないように思えて朱音はテーブルの上に肘ひじをつき、頬ほおに拳を当てながら軽く息をつく。

（なんでそんなに普ふ通つうなわけ……？）

　まるで何事もなかったかのように。あるいは──これから何事も心配なく終わるであろうことを、知っているかのように。

　郡武人……幼おさな馴な染じみの怜れい悧りな相そう貌ぼうは、そのままだった。

　氷室当世の条件で二人のどちらかが生徒会預かりとなると聞いた時、てっきり朱音は天音ミコの方がこちらにくると思った。しかし実際、現れたのはタケトであり、彼はひとまず事の決着がつく十日後までは朱音の部下として働くこととなったのだ。

　どうしてタケトが出向くこととなったのか。朱音にはさっぱり分からない。

　何な故ぜなら上原佳奈を助けた時も、隠き塚づか宗そう吉きちを助けた時も。それ以外の細々とした事件のほとんども、どう考えても全てを取り仕切っていたのはタケトであり、天音ミコをはじめとしたメンバーはそんな彼の指示の下で動いていたとしか思えなかったからだ。

　つまり彼こそが裏うら生徒会の要であり、最も手放してはならない存在のはず。

　しかしタケトはあっさりと──少なくとも自分にはそう見えた──裏生徒会を離れて生徒会に所属し、今もなんの問題もなさそうに朱音の下で雑用などをしている。

　一体なにを考えているのだろう、この男は。

　小さい頃ころから知っているはずの相手のことが、まったくもって理解不能であった。

（……でも）

　これは本来、朱音が望んでいたことだ。タケトと共に生徒会で活動し、生徒のために尽じん力りよくし認められ、いずれは大きな世界に羽ばたいていく。

　変わり始めた幼馴染を見た時からの、それは朱音にとって大切な夢だった。

　このまま裏生徒会が氷室に負ければタケトは生徒会に属することとなる。つまり、朱音にとってこれは喜ぶべき事態なのだ。

（それなのに……なんでこんなに、わたしは苛いら々いらしてるの？）

　分からない。自分のことなのに、タケトの考え以上に分からない。

　もう一度、ため息をついて頬を掻いた。幼馴染は相変わらずクールな表情を保ったままで書類整理を行っている。そこには焦あせりの色など少しもない。余よ裕ゆう。その言葉が、ぴったりのように思えた。

（いつからだろう──こいつがこんな顔をするようになったのは）

　最初、朱音が出会った頃の郡武人という少年は、この世の弱気という言葉をかき集めて形にしたような人間だった。いつも誰かに怯おびえ、いつも何かにへつらい、いつもどうにか傷つかずに生きようとしている。

　だから朱音はもっとしっかりしなさいと、何度も叱しかりつけては彼のことを変えようとした。苛いじめられているところを助けたこともあるし、鍛きたえてあげようと当時、習っていた武道全ぜん般ぱんを教え込もうとしたこともある。……もっとも、そのやり方が厳し過ぎたのか大泣きし始めたのでやめたのだが。とにかく朱音にとってタケトは仕方のない奴やつ、情けない奴、でもなぜかほっとけない奴、そんな存在だった。

　だが、ある日。タケトは変わった。

　いつものような腑ふ抜ぬけた、相手の機き嫌げんを窺うかがうかのような笑え顔がおをやめて。

　見たことがないくらい真しん剣けんで、力強く、思わずどきりとするほど精せい悍かんな表情で言ったのだ。

　──朱音ちゃん、ぼくは【天才】になろうと思う

　突とつ然ぜん、なにを告白されたのか分からなかった。だがその声には何らかの覚かく悟ごを決めた人間特有の、いわく表現し難がたい迫力のようなものが備わっているのを感じて、朱音は頷く他なかった。

　そしてタケトはそれから、どんどんと強くなっていった。肉体的にはもちろん、精神的にも。いつも本を手放さず、会う度に体中傷だらけになっていた。何をしているのかと尋たずねても答えず、ただその顔はそれまでと違ってひどく大人びて見えたものだ。

　もちろん、決意したからといってその瞬しゆん間かんに強くなるわけではない。イジメは相変わらず続いていた。だけどタケトはそれらを受け流すようになる。何をされても彼の目は、下を向かなくなった。ただ前を。誰にも構わず何にも捉われず、ただひたすらに前を向き、それ以外のことにはまるで興味がないというようにいじめっ子たちのやることへ無反応になった。そんな人間に嫌がらせをしたところで面白みなどないに等しい。

　やがて、タケトは誰からも苛められなくなった。

　そして時が経ち、年を重ねるごとに、タケトはもう、以前のように朱音が説教をしなければならないような人間ではなくなっていた。間ま違ちがっていると思ったことには、それがどんな相手であろうと批判する。たとえ傷つき窮きゆう地ちになるとしても己を曲げない。それどころか機転を利かして逆に相手を追おい詰つめようとする。皆が常識だと思って、当たり前だと見過ごしている誤りにも異を唱える。改善しようとする。そのために努力する。

　タケトは、誰からも尊敬される存在となった。

　そんな彼を見ていて、正直を言えば朱音は少し悔しかった。彼を変えたのが自分ではなかったこと。自分の知らないところで彼が変わったことが。

　幼馴染で、心配をかけられて、その度に助けて。タケトのことは自分が一番よく分かっていて、だから彼を助けることが出来るのは己だけだと思っていたから。

　それなのに──いつのまにかタケトは、自分の知らないところに行ってしまった。朱音の手が届かない場所で、自分より遙はるかに強く賢かしこくなってしまったのだ。だから悔しくて、歯がゆくて、変わってしまった彼に少し嫉しつ妬として。

　だけど──、

（気付いたら、好きになってたのよね……）

　この朴ぼく念ねん仁じんを。久方ぶりに会ってみたらより立派になっていた幼馴染を。手間のかかる弟くらいにしか思っていなかったはずの男の子を。

　好きで、好きで、どうしようもなくなっていた。

（……なにちょっとカッコよくなってんのよ、って感じで）

　異性に好意をもったことなどなかった朱音にとって、これが初はつ恋こいというもので。だから素す直なおに感情表現が出来なくて、つい突つっぱねたような態度をとってしまったけれど。

　本当はずっとずっと、一緒にいたかった。気付けば自分を追い越こしていた幼馴染に、置いて行かれないように傍にいたかったのだ。

　だが、タケトはよりにもよって天音ミコの隣となりにいることを選んだ。

　自分と敵対することになると知りながら。

　なんだかそれは、朱音が想おもっているよりタケトは自分のことを想っていないのだと突き付つけられたようで、大きなショックを受けてしまった。

　だから天音ミコに騙だまされているのだと自分に言い聞かせて、こっちに引ひき戻そうと色々苦心して。だが──いざそうなってみると、なんだろうか、この違い和わ感かんは。

（なんなのよ、この変な気持ちは）

　全く楽しくない。嬉うれしくもない。

「……どうした？　朱音」

　タケトがこちらを見る。ぼーっとしたまま、つい彼の顔を眺めたままだったようだ。驚おどろいてがたりと椅子を鳴らした。

「い、いや、別に。な、なんでもないわよ」

「そうか」

　またすぐに視線を移し、自分の仕事へ戻る。そのあっさりとした態度も少し気に入らず、朱音はこのまま溜ため込むのも嫌なので訊きいてみることにした。

「ねえ、タケト」

「なんだ」

　書類をめくりながら、タケト。

「あなた、本当に分かってる？」

「仕事のやり方なら全部頭に入っているが」

「そういうことじゃなくて。このまま十日経って、裏生徒会が犯人を挙げることが出来なければ、あなたはこっちの人間になるのよ」

「そうだな」

「そうだなって……」

　淡たん泊ぱくすぎる。もしかして、彼は全てを諦めてしまったのだろうか。

「……あなたはそれでいいの？」

「いいわけないだろう。僕ぼくは裏生徒会の人間だぞ。生徒会に所属するつもりは全くない」

　全くない、という言葉にいささか傷つく。なにもそんなにはっきり言わなくてもいいではないか。自分と働くのは嫌なのか。などと、勝手に想像して頬を膨ふくらませる。

「どうした朱音。フグみたいな顔をしているぞ」

「女の子に向かってフグとは何よ、フグとは！」

「そうか……。では、そうだな、フクロウみたいだな」

「え、フクロウって膨らむの？」

「威い嚇かくする時には相手より大きく見せるため、羽を膨らませると聞く」

「へぇ、そうなんだ……勉強になるわね」

「それはなによりだ」

　タケトは眼鏡を押おし上げ、整理し終えたファイルをとんとんとテーブルの上で揃そろえた。

「さて、与えられた仕事はこれで終わりだな。少し休きゆう憩けいしても構わないか」

「ええ、いいわよ。そこにコーヒーがあるから入れて飲んで──じゃなくて！」

　つい流されそうになって、朱音はテーブルを強く叩たたく。

「なんであなたとフクロウの話で盛り上がらなきゃならないのよ！」

「お前が振ったんだが……」

「だってフクロウが膨らむとか知らないじゃない！　興味湧わくじゃない！　フグとハリセンボンの違いくらい興味湧くわよ！」

「一応あれもフグの仲間なんだが」

「え、そうなの？　食べられるの？」

「沖おき縄なわ辺りでは普通に刺さし身みで食するらしいな。僕も詳くわしくは知らないが」

「へぇ、そうなんだ。日本も広いわねえ……」

「そうだな」

「…………」

「…………」

　タケトは傍に置いてある【フロイト全集　第三巻】を手にとって立ち上がる。

「って、だからちょっと待ちなさい！」

「なんだ、さっきから。不勉強で悪いが、僕もそれほどフグには造ぞう詣けいが深くないんだが」

「別にあなたにこれ以上、フグの話をするつもりはないわよ……」

「そうか。では他のことか？」

「そうよ、他のことよ。……生徒会に所属するつもりがないのは分かったわ。でも、それじゃあ、どうしてそんなに落ち着いているわけ？」

「何も心配することがないからだが」

「どうしてよ。裏生徒会からあなたが出張ってきて、残された連中がどうにか出来ると思ってるの？　真犯人が他にいるっていうならまだ希望はあるかもしれない。でも、タケトの言葉を借りればそんな奴は初めからいないってことじゃないの！」

「そうだな」

　部屋の隅にあるポットからコーヒーを注ぎ、朱音の分までもってくるとタケトはそれをテーブルの上に置いた。

「あ、ありがとう……」

「気にするな。まあ、その件に関しては大丈夫だろう」

「大丈夫だろうって……なによ、その無責任な発言は」

「別に無責任になっているつもりはないのだがな」

　コーヒーを啜すすり、本のページをめくる。その優ゆう雅がな仕草に朱音の苛々が募つのった。

「残っている連中を信用しているってわけね」

「そうなるな」

「天音ミコになにが出来るっていうの？　あんなの、ただちょこまか動いて場を乱してるだけじゃない」

「会長をそうとしか見れないのなら、朱音、お前もそこまでの人間だということだ」

「喧けん嘩か売ってんの!?」

「お前なら買いそうだからな」

　口くちの端はしを上げて、タケトはカップを置く。

「まあ、冗じよう談だんだ。……勘かん違ちがいしているようだが裏生徒会は僕一人で成り立っているわけではない。上原さんもマイも葵も、もちろん会長も優すぐれた人材だよ」

「だ、だけど今までは……」

「僕は会長をはじめとした仲間を信じている。今はそれしか言えない」

　眼鏡を押し上げ、幼馴染は微笑んだ。その姿は朱音にとってひどく、楽観的に思えて──椅子を倒たおすようにして腰こしを上げた。

「あ、そう。あなたがそう言うなら、それでいいわよ。どうなっても知らないからね！」

「……なにを怒おこってるんだ、お前は」

「知らないわよ、もう！　休憩終わったら残りの仕事しておきなさいよね！」

　部屋の扉を乱暴に開き、廊ろう下かをつかつかと歩いていく。

（ようやく分かった。わたしがなんで苛々してるのか）

　肩を怒らせ、朱音は悶もん々もんとした胸の内をどうにか抑おさえるように手で掴んだ。

（単純に、やっぱりどう考えても気に入らないのよ、今の事態が！　それなのに、あいつがどこ吹ふく風かぜで少しも慌あわてないから！）

　まるで心配している自分が馬ば鹿かみたいに思える。こちらが誰の為にどんな気持ちでいると思っているのか、そんなこと、少しも分かっていないのだ。

（なにが天才よ……！）

　鈍どん感かんにも程ほどがある。

「なんでわたしは、あんな奴を……！」

　口に出して、はっとする。廊下で待機していた執行部の部下が、驚いたように目を丸くしていた。

「……ほんとに、もう」

　そんな己をクールダウンさせるために、大きく深呼吸した。視線を逸そらし、窓の外を見る。その腹が立つくらい真っ青な空に向かって、朱音は呟いた。

「──決めた。もやもやしてるよりは、行動した方がマシね」



　かれこれ数時間が経過していた。

「……う──む」

　裏生徒会本部。狭せまい室内で天音ミコは腕を組み、思おもい悩なやんでいる。

　おりしも季節は初夏。窓一つない室内はむんむんとした暑さがこもり、非常に息苦しい空間となっていた。

「会長さん……本当に大丈夫なんでしょうか？」

　佳奈が心配そうに言う。

「わたしたちだけで生徒会と──あの氷室会長と戦うだなんて」

「はっきり言って無む謀ぼうです。師匠がいない以上、ボクたちではろくに作戦を立てることさえ出来ない」

　タオルで汗あせを拭ぬぐいながら、葵は投げやりにぼやいた。

「……学園側にハッキングを仕し掛かけた」

　チョコチップクッキーを食べながら、マイが呟く。仕事モードだからその口調はしっかりとしていて、いつものようにぼやりとした感じは消えてなくなっていた。

「秘ひ匿とくされているデータが無いか探さぐってみた」

「それで、どうだった？」

　一同が期待の眼まな差ざしを向けるが、彼女は首を振る。

「該がい当とう無し。念のために過去の卒業生も調べてみたけど、存在しない」

「……やはり、タケトくんの言う通り氷室が作り上げた架か空くうの生徒であるのは間違いなさそうだな」

「そんなの、無む茶ちやですよぅ」

　佳奈はスカートの裾すそを握って唇を噛んだ。

「いもしない生徒をどうやって見つけ出だせって言うんですか……？」

「知恵を絞しぼるしかない。どれだけ願ってもタケトくんが戻ってくることはないんだからな」

【天下泰たい平へい】と書かれた扇せん子すでぱたぱたと風を送る。

「それは重々承知しています。ですがいくら考えてもとっかかりすら浮いてこないじゃないですか」

　葵の言うことも尤もつともだった。タケトがいなくなった後、あれこれアイディアを出してはみたもののいずれも決め手にかける。あの氷室を納なつ得とくさせるに足るものであるとは到とう底てい思えないのだ。

「やっぱりタケトさんがいないと……」

　諦めたように佳奈が言うのに、ミコは口を開く。

「やめよう、上原くん。いない人間を求めたところで意味がない」

「しかしですね、天音先輩」

「私が思うに、これは罰なのではないかと思う」

「……ばつ？」

　マイはチーズおかきを齧かじりながら首を傾かしげた。先ほどからどれほどの量のお菓か子しを食べているのか、と思ったがよく考えれば自分もポテトチップの大おお袋ぶくろを開けているのだから人のことは言えない、とミコは思う。ともあれ、

「我々はタケトくんに少し頼たより過ぎていたのだ。彼は非常に頼りになる存在だが、だからと言って全員で寄りかかってはいけない。いつ何時もタケトくんが傍にいるとは限らない。今回のような特とく殊しゆな事例でなくても、何かの理由で裏生徒会を欠席している場合もあるかもしれない。そんな時、私たちだけではなんら動けないのであれば、裏生徒会自体が必要のないものとなってしまうではないか」

「まあ……正論ですが」

「……確かに、そうですね。タケトさんだけでいいってことになっちゃいますもんね」

　何度も頷く佳奈にミコは言った。

「故ゆえに私たちは今回の件を、タケトくんに頼らず解決せねばならんのだ」

「具体的にどうすればいいんですか？」

　葵が尋ねる。それにミコは答えた。

「まったくわからんっ!!」

「……ほんっとに無責任ですね、あなたは」

　呆れたように首を振って、

「大体、本当にこの事件を解決する手段なんてあるんですか？」

「それはある」

「また無責任な」

「いや、これは確信している」

　椅子の塔とうを下りた。着地し、テーブルの上を軋きしませながら歩く。

「……どういうこと？」

　そんなミコの態度が自信満々だったのが気になるのか、マイが訊いた。

「いいかね、諸君」

　気取った仕草で、ちっちっち、と人差し指を立てて振る。

「タケトくんがここを去り際になんと言ったか覚えているか？」

「……会長さんを信じている、でしたっけ？」

　思い出すように視線を上げつつ佳奈は発言した。それに頷く。

「そう。それがなによりの証しよう拠こではないかね！」

「どこがです」

　怪け訝げんな顔で、葵は疑わしげな眼差しを向けた。

「単純に天音先輩を信しん頼らいしているということでしょう。相手を鼓こ舞ぶする時によく使われる手法に過ぎないと思いますが」

「……。それはちがうと思う」

　何かを考えるように黙だまり込んでいたマイが、唐とう突とつに呟いた。

「マイちゃん、なにか分かったの？」

　佳奈の質問に彼かの女じよは顎を引く。

「タケトはあいまいな情報を言わない。できることしか言わないし、できないことには嘘うそをつかない」

「その通りだ、マイ！」

　どっかと胡坐を掻かいて、ミコはマイの頭を乱暴に撫でた。

「どういうことですか、天音先輩」

「簡単なことだよ。タケトくんは理知的な男だ。そして無意味な精神論をあまり好まない。信じていれば出来るとか、想えば願いは叶かなうとか、確証のないことは言わないんだ。常にそれが実行できる道筋を考えながら行動し、発言する。違うかな？　上原くん」

「……そういえばそうですね」

　頷く。ミコの手から逃のがれるように椅子から下りたマイを受け入れつつ、彼女は言った。

「わたしの時も、どうすれば声が出るようになるかをきちんと計算しながらやっていました。頑張ればどうにかなるとか、根こん性じよう出だせば回復できるとか、そういうんじゃなくて──わたしがどうすれば一番、力を出せる状じよう況きようになるかを冷静に見ていた気がします」

「そうだ。そのタケトくんが、曖あい昧まいな感情論で【信じている】などと言うと思うか？　私は思わない。だから、彼が信じていると言った以上、そうするに足る何か【実行可能な方法】があるんだ。タケトくんは、それを伝える前に室伏朱音に連れて行かれてしまったようだが。というよりも、彼女もそれを分かっていてタケトくんが我々に教える前に会話を断たち切きったのだろうが」

「仰おつしやることは分かりましたし、実際その通りだと思いますが……」

　葵が複雑そうな顔で考え込んだ。

「しかしそれをボクたちが思いつけるかと言えば、別の問題でしょう。師匠の中には既すでに考えがあるのだとしても。それを含ふくめて信じていると仰られたのだとすれば、不ふ甲が斐いない限りですが……」

「うう。それはそうですね」

　頭を抱かかえ込み、佳奈は息をつく。

「タケトさんみたいな頭をもっていればいいんですけど……」

「……タケトくんのような頭か」

　その言葉に考え込む。

（そうか──彼ならこんな時、どうするのかをトレースすればいいわけか）

　しかし、タケトと付き合い始めてまだそれほど時が経っているわけではなかった。毎日のように顔を合わせて話をしてきたが、全すべてを知るにはまだまだ時間が必要になる。

　いわんや佳奈やマイ、葵にもそんなことをするのは不可能なはずである。

「タケトくんなら……か。悔しいな」

　ミコは独り、ほぞを噛かんだ。彼のことならなんでも分かっていると思っていた。しかし、まだそこまでには至っていなかったのだ。あれだけ近づけたと、そう思っていたのに。

「……寂さびしいな」

　寝ね転ころんで、天てん井じようを仰あおぐ。

　手を伸のばせばそこにいた。肩かた車ぐるまをしてくれた。一緒に何でもやれた。その時間が永遠だと、ずっとこのまま続けられると、そう思っていたのに。

　佳奈もマイも葵も、自分の仲間だ。大切な裏生徒会のメンバーだ。

　だけどやはり、ぽっかりと穴が開いた気分だった。

「キミがいないと、やはり無理なのかな……」

　仲間に心配をかけぬよう、ミコはこっそりと呟いた。その時、

「──なっさけないわね」

　唐突に、扉が開いてある人物が現れた。

「キミは……」

　驚いて体を起こす。そこにいたのは、室伏朱音だった。

「あなたたち、本当にタケトがいないとなんにも出来ないわけ？」

　彼女はつかつかと歩くと、空いたパイプ椅子に腰かけた。

「ど、どうしたんですか？　室伏先せん輩ぱい」

　葵が慌てて傍に寄ると、彼女は腕を組んで眉み間けんに皺しわを寄せる。

「どうもこうもないわよ。大丈夫なのかと思って来てみたら案の定。三人寄れば文もん殊じゆの知恵って言葉知らないの？　四人も集まって、なんでタケト一人が思いつけるようなことも分からないのよ」

「そ、そう言われましても……わたしたちも必死で考えているんですが」

　お茶を入れた湯呑を佳奈が渡わたすと、朱音はそれを一息で飲み干した。

「──あなたたちがそんなんだから、わたしが苛々するのよ」

「我々が無能なのとキミの感情が乱れるのとなんの関係があるのだ」

　不思議そうにミコは首を傾げる。

「そもそもキミは、タケトくんを生徒会側に欲ほしがっていたのではないのか」

「そうよ！　でもね、こんな形で引っ張り込んだって嬉しくともなんともないの！」

「……ですが室伏先輩は、剣けん道どう勝負で師匠を生徒会側に所属させようとしていたのではないのですか？」

「正々堂々でやるならあいつだって目を覚ますかもしれないでしょ。でも今回の場合は不意打ちもいいところだわ。そんなの……」

　顔をぷいと逸らして、朱音は囁ささやいた。

「……そんなの、わたしだって気に入らないわよ」

「なるほどな」

　ミコは微笑ほほえむ。相あい容いれないところはあるものの、やはり彼女はタケトの幼馴染だ。その根本にあるところは、どこか彼に似ている。

「だったらキミも協力してくれるのか？」

「そ、そうなんですか!?」

　佳奈が意気込んで尋ねるも、彼女はしかし首を振ふった。

「わたしは生徒会の人間よ。そんなこと出来る訳ないでしょ」

「だったらなんできた。この敵め」

　マイがむっとして睨にらみ付ける。それに朱音は牙きばを剥むくように、

「うるさいわね！　わたしだって分からないわよ。でも、あなたたちみたいなのを信じてるタケトを見てると腹が立ったの。それで、発破でもかけてやろうと思って来たのよ！」

「ふむ……だったらキミに一つだけ問おう」

　ミコは先ほどから考えていたことを、朱音に投げかけた。

「幼馴染なら何か分かるのではないか。タケトくんならこんな時、どんな風に問題へ取り組むと思う？」

「……知らないわよ」

「なに？」

　むくれたような顔で、彼女は明後日の方を見た。

「知らない。あいつ、わたしが知ってる昔のタケトじゃないもの。もう想像もつかないわ」

「なんだ、そうか」

「…………」

「どうした？」

「……あなたも変な人ね」

　ミコがきょとんとしていると、朱音はちらと視線を向けて。

「幼馴染のわたしが知らないって聞いて、なんとも思わないの？　勝ったー、とか、ざまぁーみろーとか」

「どうしてだ」

「どうしてって……あの……ほら、わたしとあなたは、タケトを……その」

　言いにくいことであるように口ごもる。そんな彼女へミコは、

「私だって同じだ。彼のことはよく知らない。だからこそ知りたくなる。それでいいのではないか？」

　その台詞に朱音は目をしばたたかせた。まるで予想だにしないことを言われたかのように。そして、

「……なるほど。そういう考え方もあるか」

　興味深げに納得したようだった。

「しかし、そうか、キミも分からないか。さて、どうしたものかな……」

　ミコが考え込む。打つ手無しだ。諦めるつもりは毛頭ないが、せめて、何かヒントだけでもあればいいのだが──と思う。

「……にしても、会長もすごいことを思いつくわね」

　朱音が、肩かたを竦すくめて言った。

「存在しない生徒──そっから全てが始まってるわけでしょ。そんなのがいるから今回の事件が混乱してるわけで。巧たくみと言えば、巧みよね……」

「……存在しない生徒か」

　確かにそうだ。荒こう唐とう無む稽けいと言えば荒唐無稽。しかし上手くカラクリが作動したからこそ今の事態がある。

　氷室が己の立場を最大限に利用した方法で、敵ながら見事だとしか言いようがない。いもしないような人間を、さもいるように見せかけたのだから。

「……いもしない人間を」

　繰くり返かえす。そこで、ミコは、はっとしてふと言葉を止めた。

「？　どうしたんですか、会長さん？」

　佳奈の呼びかけにも応こたえない。

（今……何か引っかかったぞ）

　必死で頭を巡らせる。闇の中で糸を手た繰ぐり寄よせるように。その先にあるものが、求めるものだと信じて。

（そうだ……もしタケトくんだとしたら。今まで彼は、敵の仕掛けてきたことを逆に利用してきた）

　上原佳奈の時は、室伏朱音の作戦を。隠塚宗吉の時は、千早静香の圧あつ倒とう的てきな実力を。

　もし、タケトだとしたら。今回も、そうするのではないだろうか？

「敵を利用し、逆手にとる……」

　もし、それを基本として考えたとしたら。

（方法としてはある……）

　光が見える。

　微かすかな、しかし、確実に輝かがやく光が。勝利へと己を導く、希望の灯ひが。

「……そうか」

「ミコ？　だいじょうぶ？」

　どこか心配そうにこちらの顔を覗のぞきこむマイ。そんな彼女に微笑みを返し、ミコは立ち上がった。

「大丈夫だ、マイ。分かったぞ、皆」

「え……？　ほ、本当ですか？　会長さん！」

　佳奈の問いかけに、強く頷く。

「……確かなんでしょうね」

　訝いぶかしがる葵に「ああ、大丈夫だ！」と確信もって応えた。

「これならきっと上手くいく。やはりタケトくんはさすがだ。こんな難しい方法を、あの時、もう思いついていたとはな！　これは我々、裏生徒会にしか出来ないやり方だぞ！」

「……どうやら、どうにか正解に辿たどり着ついたみたいね」

　朱音は息をついて、椅子を引いて腰を上げる。

「ああ。実はだな……！」

「いいわよ、言わなくて」

　口の端を上げ、朱音は手を振った。

「わたしは敵よ？　そんな奴に作戦べらべらしゃべってどうするの」

「室伏朱音、キミは……」

　思わず顔を綻ほころばせると、彼女は顔を赤くした。

「か、勘違いしないでよね。別にあなたのことを想ってやったことじゃないんだから」

「わあ、つんでれだ」

「ツンデレですね……」

「うむ、見事なツンデレだ！」

　自信満々に、葵を除いた三人は頷いた。

「だ、誰だれがツンデレよっ！」

「室伏先輩、つんでれとはなんですか」

「知らなくていいのよ、あなたは！」

「しかし、ボクだけ知らないのというのもなんだか悔くやしい気がするので……是ぜ非ひ、教えて下さい。室伏先輩はツンデレなのですか!?」

「う、うるさい！　うるさいうるさい！　わぁーっ！」

　居た堪たまれなくなったのか、朱音は耳を塞ふさいだまま裏生徒会室を走り去っていった。

　……が、しばらくすると靴くつ音おとを鳴らしてばたんと扉を開く。

「い、言い忘れてたわ！　わたしはわたしでこの事件を裏から探ってみる！　やっぱり、今回の会長のやり方はどうにも納得いかない！　やるだけのことはやってみるわ！」

「いいのか？」

「わたしは生徒会執行部よ。執行部は千陣学園に起こった不正を取とり締しまる。もし、会長が何か仕掛けているならそれだって不正には違いないからね。わたしは、わたしの仕事をするだけよ！」

「やはりツンデ──」

「the　full　back　to　the　yesterday　and　a　BUG!（一昨日きやがれ、このゴミ虫野や郎ろう！）」

　顔を真っ赤にして、朱音は再び扉を乱暴に閉めるのだった。
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　十日という期間は長いようでいて気づけば通り過ぎているほど短い。

　瞬またたく間まに、裏生徒会の命運を決定づけるその日はやってきた。

「……さて」

　生徒会長室には多くの人間が居いる。裏生徒会の筆頭、天あま音ねミコに郡こおり武たけ人と、そしてメンバーである上うえ原はら佳か奈なに東とう央おう院いんマイ、御み納のう葵あおい。加えて生徒会副会長である千ち早はや静せい香かと──氷ひ室むろ当とう世せいであった。

「分かっていると思うが、約束した十日の猶ゆう予よが終わった」

　氷室はいつものように手を組み、視線を隠かくすようにして口を開く。

「私がそちらに出した条件はこうだ。十日以内に今回の事件、その真犯人を見つけること。不正が出来ないようにそちらの中心的人物である天音ミコか郡武人を、こちらの預かりとすること。最後に」

　その迫はく力りよくに満ちた声で、

「もしもそれが出来なければ、裏生徒会は解散し、預かった人間はそのままこちらの所属とすること」

「分かっている」

　ミコは肩を竦めて手を上げた。

「しかし、キミはそうまでして私かタケトくんが欲しかったのか？」

「それもある。だが、それ以上にこれは問題排はい除じよなのだよ」

「問題排除？」

　タケトが発言すると彼はこちらへ視線を移し、軽く頷いた。

「異分子は強制的に取り除くよりあえてこちらに迎むかえ入いれた方が何かと都合がいい」

「なるほど。キミらしい考えだ」

「分かってもらえたようでなによりだ。それで……」

　静香の差し出したカップを受け取り、中身を一口飲んでから氷室は尋ねる。

「……真犯人は、見つかったかね？」

　タケトは、ちらとミコを見た。この十日間、本当に自分は彼女と接せつ触しよくする機会を与あたえられなかった。なぜか朱あか音ねは途と中ちゆうから姿を消してどこかへ行ってしまっていたが、代わりに生徒会執行部の人間が四六時中ぴったりとくっついて離れなかったのだ。

　故にタケトはミコがなにを考え、そしてそれをどう実行しているのかは全く知らない。

（会長であれば気付くはずだが……）

　あのことに。自分が思いついた作戦に。直感に関して言えば驚くほどに優れた人物なのだ。だから大丈夫なはずだ、と思った。そして、

「真犯人かどうかは分からないが、疑う価値のある人物は知っている」

　ミコは周りのメンバーを見み渡わたし、全員が頷くのを見て言った。

「──奈な倉ぐら彩さい夏かだ」

「十日間考えて得た結果がそれか」

　軽く息をつき氷室は失望したように見える表情で、

「再三に渡って言うが、この学園に奈倉彩夏などという人物はいない。存在しない生徒のことを犯人として挙げるつもりか？」

「なぜ存在しないと思う」

「データに残っていないからだ」

「そのデータが破損していたとしたら」

「ありえない」

「そう思うか？」

「そもそもそんな問題ではない」

　こつ──と、指で机を叩き。氷室が続ける。

「そんな可能性を探って君と論議を交かわすつもりはない。こちらの主張としては裏生徒会が事件に関かかわっているということだけだ。上原佳奈の指し紋もんも彫ちよう像ぞうに残されていた」

「ではキミは、奈倉彩夏が絶対に存在しない、と言うんだな」

「くどいですね。いないと言ったらいないのです。そこに拘こう泥でいしていても先はありませんよ、天音ミコ」

　隣にいた千早静香が、哀あわれむような視線を送った。それに対してミコは微笑む。

「なるほど。では逆に問おう。もしも奈倉彩夏が存在していると証明できたら、キミは事件を再捜そう査さすると誓ちかえるか？」

「そんな問いかけに答える義理はない」

「恐こわいのか」

「なに？」

　ミコは腕うでを組み、堂々と言い放つ。その姿は小さくも威い厳げんに満ちており、氷室とタメを張るに相応ふさわしい存在に思えた。タケトはそれで安あん堵どする。いつもの天音ミコだった。自分が出会ってから一いつ切さい変わらぬ、王たる資格者の風格。

「頷いてもしも我々がそれを証明出来たらと思うと恐いのか？」

「安い挑ちよう発はつだな」

「だったら乗ってもらおう。それともキミはそんな度量さえ持ち合わせていないのか」

「……君は」

　くっ、と、そこで、氷室は笑った。

「君は相変わらずだな。相手を自分のペースに巻き込むのが上う手まい」

「お褒ほめ頂きありがとう。分かっているなら話は早い」

　皮肉げに、彼女は口こう端たんを上げる。

「──だったらとっとと、こっちの喧嘩を買ってもらおうか？」

「どこまで失礼な態度をとるつもりなのですか、貴女あなたは……！」

　静香の右手が模造刀の柄つかにかかる。が──氷室はそれを止めた。

「会長！」

「まあ、いい。面おも白しろい。いいだろう」

　本当に事を楽しんでいるかのように、彼はわずか笑う。

「分かった。認めよう。君たちが奈倉彩夏の存在を証明できれば──こちらもそちらの方へ捜査をシフトしよう」

「言はとった。もう言いい逃れ出来んぞ」

「自由にしろ」

　そして、ミコはその場に佇んだ。他のメンバーもやることは終わったというように、互たがいを見合わせて笑えみをこぼしている。

「……どうしたのですか？」

「なにがだ」

「証明するのでしょう。奈倉彩夏の存在を」

　出来もしないことを、と言いたげに静香が促うながすが、ミコはただ口元を緩ゆるめるだけだった。

「まあ、待て。もうやることは終わっているんだ」

「……どういうことですか？」

「タケトくんなら分かるはずだな」

　ちらとこちらを見る。それに対して、タケトは眼鏡を押し上げた。

「ええ、分かります」

「なぜ貴方あなたが理解できるのですか。天音ミコとは接触をしていないはずですよ」

「タケトさんなら、分かるはずですよ」

「ええ。……師し匠しようなら百も承知でしょう」

　佳奈と、葵まで頷くので、ますます、静香は怪訝な顔をする。

「……説明しなさい」

「人格の一いつ致ち。思考の共有」

　ポッキーを齧っていたマイがぼそりと呟つぶやく。

「たけととミコは、互いに互いの情報を知っている」

「忘れたのですか、副会長」

　タケトは言った。不敵に笑いながら。

「僕は会長から初めに認められた男ですよ。わざわざ話をしなくても彼女がやろうとしていることくらい分かります」

　しゃがみこみ、手を差し出した。ミコはそれをとると、勢いよく跳ぶ。

「──僕たちに距きよ離りは関係ない。【信じています】から」

「その通りだ！」

　彼女を肩に乗せると、タケトはゆっくりと立ち上がった。

「もう間もなく、判明しますよ。──作戦は既に始まって、そして終わっているんです」

「だから、なにを言って……」

　静香が、そう言った瞬間だった。突然、激しくドアが叩かれたのだ。

「……騒さわがしいな」

「誰ですか、今は審しん議ぎ中ですよ！」

　厳しく叱ると、それでも扉とびらの向こうの誰かは焦あせったように言った。

「も、申し訳ありません！　しかし異常な事態が……！」

「……どうしたのですか？」

　静香がちらと氷室を見ると、彼は無言で頷いた。

「すみません、少し失礼致いたします」

　裏生徒会の面々に断わりを入れて、静香はタケト達たちの間を横切ると扉を開けた。

　転がるように現れたのは、一人の生徒だ。腕わん章しように【生徒会執行部】と書かれている。

「貴方は……朱音の？」

「ご、ご報告します！」

　彼は慌てて姿勢を正すと、張りのある大声で言った。

「先ほど、学園内の焼しよう却きやく炉ろでゴミが散らかっていたという事件がありまして……！」

「その程度のことで生徒会長室まで来たのですか？」

　場を弁わきまえなさい、と静香が睨み付けると、男子生徒は首を振る。

「ち、違います。目もく撃げき者しやの話によるとそれが──」

　そして彼は、信じられないことを報告するかのように続けた。

「──奈倉彩夏という生徒の仕し業わざであったと！」

「……なんですって？」

　息を切らす男子生徒に向かって静香は問とい質ただす。

「なにを言っているのですか。奈倉彩夏などという生徒はいませんよ」

「し、しかし、彼女を目もく撃げきしたという生徒が何人もいまして……しかもです」

「どうしたのですか」

「先ほどから学園内で事件が頻ひん発ぱつしているのです。いずれも大したものではありませんが、全てに目撃者が存在しており、加えて彼らは──全員がそれを奈倉彩夏なる生徒の犯行だと言っているのです！」

「なっ──そんな馬鹿なことがありますか！」

　動どう揺ようした静香は、氷室を見た。彼もまた、目を細めている。その時だった。

「ご報告します！」

　慌てたように入って来たのは女子生徒だ。彼女もまた、執行部の腕章を嵌はめている。

「学園内で事件が発生しました。同時に四つ。いずれも犯人は奈倉彩夏であると目撃者は主張しています！」

「貴女もですか……!?」

「失礼します！」

　続いてもう一人。こちらも執行部の人間だ。

「先ほど、学園内において壁かべに落書きをされるという事件が数か所で起こり、いずれの目撃者も奈倉彩夏が犯人であるという発言を──」

「失礼します！　こちらは様々な場所で喧嘩があり、その原因が奈倉彩夏によるものであると」

「生徒の何人かが物を盗ぬすまれたと報告しており、その犯人は奈倉彩夏のようです！」

「こちらは花か壇だんが！」「こっちでは池が！」「こちらは教室内で椅い子すが全てなくなっていたようです！」「廊下が水みず浸びたしに！」「会長！　奈倉彩夏が！」「奈倉彩夏のようです！」「目撃者では奈倉彩夏が！」「奈倉彩夏によるものだと！」「異常事態です！　学園内でほぼ同時刻に様々な事件が起こり、その全てが奈倉彩夏であると生徒が報告しています！」

　次々と現れるのは全て執行部の人間だ。彼らは一様にこう言っている。

　事件が起こった。その犯人は奈倉彩夏であると。

「こ……これはどういうことですか」

　その数は時が経たつごとに多くなっていた。一人が十人、十人が二十人、二十人が五十人、六十人、百人、そして──、

「か、会長！　収しゆう拾しゆうがつきません！　学園内で事件が立て続けに起こっています！」

　最後に現れたその男子生徒は、疲つかれ切った顔で喘あえぐように言った。

「しかもその犯人の全てが奈倉彩夏という生徒のようですが、データベースを見てもそのような人物はおらず……！　生徒たちが騒ぎ出しています！」

　彼は抱えた書類をもってくると、それを氷室の机に置いた。

「こ、これが報告書の一部です。まだまだ止まりそうにありません。次々に増えてこちらでも対応仕切れません。増員をお願いします！」

「……分かった」

　氷室は頷く。それしか出来ぬというように。

「こちらで手配する。君たちは全力を尽つくしてくれ」

「しょ、承知致しました！」

　敬礼をした後に出て行く男子生徒を見送って、彼は息をついた。

「か、会長、これは一体どういうことなのですか……!?」

「さて、これは不思議なことになったな、氷室」

　ミコが言う。わざとらしく首を傾げて、

「キミたちは奈倉彩夏などという生徒は存在しないと言う。しかしどうだ。先ほどから彼女がまるで存在し、悪戯いたずらをし続けて居るかのような事態になっているぞ？」

「……やってくれたな」

　氷室は息をついた。組んだ手の力をこめる。

「裏生徒会に協力する人間の力を使ったか」

「一体なんのことだ？　皆みんな、分かるか？」

「ぜんぜん」

　マイは素そ知しらぬ顔で首を振る。

「ええ、ボクも知りません」

　葵は肩を竦めて、微笑んだ。

「わ、わたしも、分かりません！　はい！」

　佳奈だけがバレバレだった。しかし、いずれにしろ証拠もなにもない。これは生徒達が勝手に言っているだけだ。

「会長……!?」

　静香が問いかけるように見る。それに、氷室は答えた。

「裏生徒会が今まで依い頼らいをこなして得てきた人脈全てを利用し、動かしたのだ。彼らに小さな事件を起こさせ、それら全てを奈倉彩夏という生徒がしたことにする。そうすればどうなる？」

「そ、それは……」

　ようやく察したのだろう。静香はきっとミコたちを睨みつけた。

「なんという卑ひ怯きような真ま似ねを……！」

「それはおかしいですね、副会長」

　タケトが口を挟はさんだ。

「卑怯と言えばそちらもそうでしょう。存在しない生徒を使って僕達を罠わなにはめたんですから」

「なんのことですか。証拠もないでしょう」

「ああ、ありがとうございます」

「……え？」

　眼鏡を押し上あげて、片口を上げる。

「そのまま返しますよ、その文句。──なんのことですか？　証拠もないでしょう」

「……っ！」

「会長がコネクションを使って事件の犯人をでっち上げた……なるほど、中々に筋の通った推理です。しかし証拠はあるのですか？　奈倉彩夏が存在しないと、あなたがたは証明できるのでしょうか」

「それはデータベースに……っ！」

「だったら生徒たちが嘘を言っていると？　おかしいですね。今の報告を聞く限りは百人以上が奈倉彩夏が犯人だと報告しているんですよ。だとしたら、間違っているのはこちらではなくそちらではないでしょうか。先ほど会長も言っていましたよね」

「ああ、言っていたな」

　タケトとミコは、揃ってその言葉を口にした。

『──そのデータが、破損していたとしたら？』

　静香は言葉を失った。それ以上、なにを口出すことが出来るのだろうか。

　そうしている間にも、次々と報告は入ってくる。それらは止とめ処どなく続くようだった。

「ご、ご報告します！　声楽科の教室が荒あらされていたと、詩うた失お花か梨りんと琴こと引びき千せん李りなる生徒が……！」

「花梨ちゃんに千李ちゃん……！」

　佳奈が目を輝かせる。それにタケトは微笑んだ。

「剣けん道どう部ぶの部室に何者かが侵しん入にゆうした形けい跡せきがあったそうです！　隠き塚づか宗そう吉きちと紫し咲ざき桜おう花かが揃って同じことを……！」

「……先せん輩ぱい達たち。有あり難がたいですけど、少しワンパターンですね」

「そう言ってやるな」

　ミコと葵は密ひそかにそう言い合って、苦く笑しようした。

「さて、どうする氷室当世。……どうやら奈倉彩夏という生徒は、実際、どこかにはいるようだが？」

「…………」

「もしそうなら、一番怪あやしいのは彼女ですね。彫ちよう刻こくを壊こわしたことを恐おそれ逃とう亡ぼうしたのだと考えられない話ではありません」

「今回、事件を起こしたのもやけになったのかもな」

「可能性としてはありえるでしょう」

　ミコとタケトは白々しい会話を続ける。それに、やがて、氷室は答えた。

「……なるほどな」

　手を離はなす。そして彼は、やがてそれを合わせて叩き始めた。

「中々に見事な手だ。これは君たちにしか出来ないことかもしれない」

　その唇くちびるを歪ゆがませながら、

「生徒と信頼という繋つながりを得た君たち裏生徒会にしか──な」

「なんのことか分からない。が、それは負けを認めたと受け取っていいのか？」

　ミコが尋ねる。氷室は口をつぐんだ。しばらくしてから、

「……確かに奈倉彩夏という生徒は存在しているのかもしれないな」

「会長！　しかし……！」

「それは認めなければならないだろう。これだけの生徒が同じ嘘をつくとは、【普通】……思えないからな」

　静香が黙り込むのに、彼は言う。

「こちらのデータが間違っていたのかもしれない」

「じゃ、じゃあ、会長さん、わたしたちは……！」

　喜びの余り、佳奈が一歩踏ふみ込んだ。それを見て、氷室は微笑む。そして、

「──だが、それだけではまだ不十分だ」

「え、ど、どうしてですか!?」

「確かに奈倉彩夏という生徒はいるのかもしれない。こちらのデータが間違っているのかもしれない。彼女が彫刻を壊したのかもしれない。だが……言ってしまえば、それはそれだけだ」

「…………」

　タケトは目を閉じた。ここまではタケトが考えていたことと、ミコがやろうとしたことは完全に一致している。上手くいえばこれで押さえ込めると思っていた。だが、甘あまかったのかもしれない。やはり氷室は気付いていた。

「全ては状じよう況きよう証しよう拠こに過ぎないのだよ。実際に奈倉彩夏がやったかどうかは分からない。しかし、こちらには上原佳奈が彫刻を触さわったという物的証拠が存在している。これに関してはどう説明するつもりなのだ？」

「そ、それは……」

「その部分がはっきりしない限りはこちらとしても、奈倉彩夏なる生徒が犯人であるとして捜査するわけにはいかないな」

「……会長？」

　たじろいでいる佳奈を見たところで、タケトは気付いた。

　いつもなら無意味でもはったりをかますはずのミコが、無言を保ち続けて居ることに。

「後一歩、か……」

　やがて彼女は呟いた。己を悔くいるように。

「惜おしかったな」

「申し訳ありません。本来なら証拠を集めるために動くはずが……強制的に連行されてしまったもので」

「いや、そこに関しては我々にも非がある」

「……はい」

　拳こぶしを握にぎった。いや、これで終われるはずがない。タケトは頭を巡めぐらせた。何か方法があるはずだ。この場を潜くぐり抜ぬけるに足る画期的な──起死回生の手段が。だが、

「尤も、私は別に諦あきらめたわけではない」

　ミコが言った。空元気ではなく、何かを確信しているように。

「会長……？」

「今回、我々は大いなる味方を得た。故にこそ、そちらのように不正な工作をわざとしなかったということもある」

「……なにか手があるのですか？」

「そうだ。キミが私を信じてくれたように。私も彼女を信じている」

　彼女、という言葉で思い当たる人物は誰だろうか。

　タケトは記き憶おくを探ってみたが、該当するような人物は見当たらない。

「説明が出来ないようだな。だとすれば君たちは条件を満たせなかったことになる」

「ま、待って下さい、氷室会長！　もうちょっとだけ時間をください！」

　佳奈が縋すがりつくように言う。だが、氷室は首を振った。

「駄だ目めだ。猶予は十日間。それが初めに決めた約束だったはずだ」

「ボクからもお願いします。奈倉彩夏が存在していると認めて下さったのでしょう？」

「先ほど会長が仰ったでしょう、葵。彼女が罪を犯おかしたとは限らないのですよ」

「……けち」

「なんとでも言いなさい」

　静香は涼すずやかな態度で返し、刀を鞘さやごと抜いて切っ先を床ゆかに突き立たてた。

「さあ、出て行きなさい。これ以上の言い訳は許しません。裏生徒会は即そつ刻こく解散。そして郡武人は生徒会の人間となります」

「そんな……！」

　嘆なげくように佳奈は叫さけぶ。

「会長さん！　タケトさん！　ど、どうすればいいんですか……！」

　縋るように言われても、対処のしようがない。タケトは密かに奥おく歯ばを噛み締めた。

　ミコもまた目を閉じたままだ。何かを待つように。

「打つ手なしか、天音ミコ」

　氷室は言った。どことなく残念そうに。

「君もそこまでの人間だったということだな」

「……さて、どうかな」

　静かに呟く。焦った様子もなく、ただ淡たん々たんと。

「私たちはキミたちと違ちがって、途と方ほうもなく強い武器をもっているからな」

「途方もなく強い武器……？」

「強固で揺ゆらぎがない。折れることもなく一本では弱くとも束ねれば何よりも強くなる」

　ゆっくりと、目を開いた。その澄すみ渡った瞳ひとみで、ミコは言う。

「──その名を、絆きずなと言う」

　それに対し、氷室は答えた。

「力のない人間が、よく口にする言葉だ。そんなものでは、なんの意味も為なさない──」

　その、瞬間。

「──待って下さい！」

　扉が激しい音を立てて開いた。全員がそちらに注目する。

　そこには、【彼女】が立っていた。汗あせみずくで髪かみを乱し、息も絶え絶えになりながら。

　最初からいなかった人物。姿を消していた少女。

　タケトの幼おさな馴な染じみ。そして、生徒会の会計にして執行部の部長。

「朱音……？」

　思わず呟いていた。意外過ぎる人物だ。

「朱音さん……！」

「室むろ伏ふし先輩、今までどこに……？」

　葵が尋たずねるも、彼女は何も言わない。ミコはただ、笑みを深めた。

「来たか……！　室伏朱音！」

「どうしました、朱音」

　静香の問いかけに呼吸を整えながら、朱音は歩き始めた。

「ちょっと……調査をしていました」

「……調査？」

　彼女は懐ふところから一枚の紙を取り出すと、それを氷室の前に置いた。そして背筋を伸ばしたままで敬礼し、大きく叫ぶ。

「ご報告します！」

「なんだ」

「先日、何者かによって壊されていた彫刻ですが──」

　誰もが、驚きよう愕がくするその事実を。

「──彫刻そのものが偽にせ物ものであることが、発覚致しました！」

「え、ええ!?」

　一番驚おどろいていたのは佳奈だった。当然だ。彫刻に触ったのは彼女なのだから。

「……説明しろ」

「はい！　壊された彫刻の成分を専門家に分ぶん析せきしてもらったところ、データに残っている本物と違い、非常に安価な素材で作られた精せい巧こうな贋がん作さくであることが明らかになりました。この紙がその分析結果です！」

「確かか」

「確かです！……何な故ぜか壊された彫刻が保管室から消えていて、捜し出すのに苦労しましたが。一昨日、焼却炉に他のゴミと一いつ緒しよに放ほうり込まれて燃やされる寸前であったのを発見しました。そこから分析をかけましたので、このようなタイミングになってしまい……申し訳ありません」

　それで疲れ切っていたのかとタケトは納得する。恐らくこの広い学園中を捜し回り、今も分析結果を知らせに走ってきたのだろう。しかも業務に差さし支つかえてはならないから、たった一人で。

「朱音、お前……」

　タケトの言葉には応えず、彼女は氷室をじっと見つめながら続けた。

「つまり上原佳奈が手にとった時点でその彫刻は偽物であったということになります。だとすれば本物を盗んだ人間が、彼らを罠にかけるためそれを用意したとは考えられないでしょうか？」

「……確かにそうだが」

　氷室は考え深げに俯うつむいた。朱音が言う。

「そして現在、一番疑いが深いのは事件以後、逃亡を図はかっている生徒──奈倉彩夏ではないかと思われます」

「あ、朱音さん……！」

　予想だにしないところから助けの手が伸びた。感動したように手を合わせる佳奈を見て、朱音は頬ほおを赤くし目を逸らす。

「……別にあなたたちの為ためにやったんじゃないわ。わたしはわたしの仕事をしただけよ」

　氷室は朱音を、その鋭するどい目で見み据すえる。しかし彼女はそれを受けながら、尚なおも言った。

「氷室会長、生徒会執行部、部長として断言します。裏生徒会は犯人ではありません。真犯人は──状況から氷室会長が存在しないと仰った奈倉彩夏、彼女以外には考えられません！」

「朱音、貴女は……裏生徒会に肩かた入いれをするのですか？」

「恐れながらそれは違います、副会長」

　静香に向かい、朱音は首を振る。

「裏生徒会であるとか、生徒会とかである前に、わたしは自分の役目をまっとうしただけです。その結果が会長の考えに背そむくものであったとしても──そこだけは、譲ゆずれません」

「なるほどな」

　薄うつすらと。氷室は笑みを浮うかべた。それは何を意味するものであったのかは分からない。しかし彼の、朱音を映す瞳はどこか、成長した子供を見る親のそれにも似ているようにタケトには思えた。

「……分かった」

　そして、ついに彼は言った。はっきりと、その場にいる全員に向けて。

「裏生徒会は犯人ではない。──生徒会は、奈倉彩夏を真犯人であるとして捜査方針を変えよう」

　それは、確かな、氷室の敗北宣言でもあった。



「あ、ありがとうございます！」

　生徒会長室から出た直後、前を歩いていた朱音に佳奈は走り寄った。

「朱音さんのおかげです！　本当に……本当にありがとうございます！」

　振り返った彼女の手を握って振る。その目は潤うるんでいた。

「ちょ……や、やめてよ！　だから別にあなたたちの為じゃないったら！」

　慌てたように頬を染める彼女へ、マイは親指を立てる。

「……ぐっじょぶ」

　そして鞄かばんから取り出したチョコレートを、彼女のポケットに入れた。

「いらないわよ、甘いものなんて。太るじゃない」

「その胸もっと脂し肪ぼうで大きくなーれ」

「なっ……！　うるさいわね！　気にしてることを！」

　吠ほえかかる朱音から逃のがれるように、マイは佳奈の後ろに隠れる。葵が前に出た。

「有あり難がとうございました。生徒会側である室伏先輩がここまでしてくれたこと……ボクは忘れません」

「だから、いいっていうのに……もぅ」

　腰に手を当て、困ったように笑う。

「あなたたちは、大体、感情表現が素す直なお過ぎるのよ。……照れるでしょ」

　ぼそりと呟いた言葉へ、最後に部屋を出たミコがタケトの上で言った。

「いや、今回は本当に感謝している。キミのおかげだ、室伏朱音」

　飛び降りると、彼女は朱音に向かって背せ伸のびしながら手を差し出す。

「──信じていたぞ」

「……ふん」

　鼻を鳴らしながらも朱音は腰を曲げてミコの手をとる。そして、軽く振った。

「ま、まあ、握あく手しゆをしようって人間を拒きよ否ひするのもなんだし、してあげるわよ」

「……葵さん、あれがツンデレですよ？」

「なるほど、あれがツンデレ……」

「つんつんしていて時々デレるという……元の意味はちがうよ」

「そこ！　ぼそぼそ何を話してるの！」

　指し摘てきされると佳奈、葵、マイの三人は蜘く蛛もの子を散らすように逃にげていく。

「しかし、どうやって彫刻が偽物だと分かったのだ？」

　ミコが尋ねると、朱音はああ、と頷うなずいた。そして佳奈を見る。

「あなたのおかげよ、上原佳奈」

「え？　わたしですか？」

　小首を傾げた彼女に、朱音は口を開いた。

「あなた、言ってたでしょう。彫刻を触った時に、『意外に軽かった』──って」

「……そういえば、そうでしたね」

「それで気付いたの。実はタケトの話を聞いた時から疑問に思ってたのよね。仮に氷室会長が罠を仕し掛かけたんだとしたら、いくら裏生徒会を嵌める為だとしても、何千万もする国宝級の、それも生徒の卒業制作をそのまま使うだろうか……？　ってね。で、それがヒントになったの」

「なるほど、そうか！」

　合が点てんがいったようにミコは手を叩たたいた。

「氷室はああ見えて生徒のことを考えている、という点では我々と一緒だ。それを踏まえて考えると、偽物を用意してもおかしくない……」

「そ。それで、素材が違うから見た目に比べて軽かったんじゃないかと思ったわけ。まあ、案の定だったけどね」

「さすがだな！」

「すごいです、朱音さん！」

「生徒会に所しよ属ぞくしているだけのことはありますね」

「てんさいとよぶにふさわしい」

「そ、そんな褒められるようなことでもないわよ」

　恥はずかしそうに、朱音は手で顔を隠した。

「ま、まあ、今回は貸しってことにしておくわ。それに、別にこれであなたたちの味方になったわけじゃないからね」

「うむ、分かっている。……意外に褒め殺ごろしに弱いな」

「利用できそうですね」

「弱点をつかんだ」

「わ、わたしは心から言っていましたよ!?」

「あなたたち！　だから！　全部！　聞こえてんのよ──っ！」

「わたしは心から言ってましたよー！」

　ミコたちは、朱音の怒ど鳴なり声ごえに逃げ去さって行った。

「まったく……」

「会長たちも悪気はないんだ。許してやってくれ」

　一人残ったタケトが、苦笑する。

「別に気にしてないわよ。それに、感謝されるためにやったわけじゃないしね」

「……朱音」

　呼びかける。扉の前で足を止め、彼女は振り返った。

「なによ」

　タケトは、深々と頭を下げた。

「ありがとう。心から感謝する」

「な──なによ。やめてよ。だからそういうのいらないんだってば」

「分かっている。だがやらないと僕ぼくがスッキリしない。勝手で悪い」

「……い、いいけど」

　熱の上がった顔を、朱音は明後日の方に逸らす。

「今回はお前の功績が大きい。朱音がいなければ氷室に負けていたかもしれない」

「どうかしら。どうせ天音ミコのことだからもっと意地悪い作戦でも考えて……」

「会長はお前を信じていたよ。心からな」

「…………」

「それも含めて礼を言いたい。会長の心に応えてくれてありがとう」

「……なによ。会長、会長って」

　腕を組んで、頬を膨ふくらませた。

「別に天音ミコの為にやったんじゃないわよ。わたしは、こんな形であなたを引き入れても嬉うれしくないって思っただけ」

「そうか……」

　素す直なおではない。だが、そこが朱音のいいところなのかもしれないとタケトは思った。彼女は昔からそうだ。仕方ない、仕方ないと言いながらも自分の面めん倒どうをずっと見てくれていた。

「……お前はずっと変わらないな」

「え……？」

「なんだかんだ言って、僕を助けてくれる。感謝していたんだ。ずっとな」

「え……っと」

　戸と惑まどうように頬を掻かく朱音に、タケトは微笑みかけた。

「僕が変わるきっかけをくれたのは別の人だ。でもな、誰かを助ける心を教えてくれたのはお前だってそうなんだ」

「で、でもわたしはあなたが苛いじめられてても、絶対に助けられてたわけじゃなかったし……それに、タケトとは今、敵対してるし」

「それはお前の考えがあってこそだろう。それに、僕だって会長だって、絶対に誰かを救えるわけじゃない。手の届く範はん囲いでやるしかないんだ。全力でな」

　違うか？　と首を傾げると、彼女はやや間を空けながらも頷いた。

「だからありがとう。今回のことも、出会ってからのことも」

　黙り込む。朱音は制服の裾すそを掴つかみながら、唇を尖とがらせて視線を伏ふせていた。

「朱音？」

「……本当に、そう思ってる？」

　わずかに上目づかいで見つめてくる。それに、タケトはきょとんとしながらも言った。

「ああ、思っている」

「じゃ、じゃあ──」

　見ているうちに。初めは首元から、しかし徐じよ々じよに上がってきて、ついには彼女は耳まで赤く染まっていた。そして、途と切ぎれ途切れながらも、朱音はぼそりと呟くように言う。

「じゃ、じゃあ……えと、お願い聞いてよ」

「願い？　なんだ。僕に出来ることならなんでもやる」

「……そう。だ、だったらちょっと来て」

　手を引っ張った。タケトはきょとんと目をしばたたかせる。

「なんだ？」

「いいから──ちょっときなさい！」

　強ごう引いんに連れられて、タケトは朱音についていった。



　場所を変えて、食堂。

　まだ朝が早いせいか、人の姿はなかった。朱音はそれでも確かく認にんするかのようにきょろきょろと辺りを見渡して、息をつく。

「……よし」

「なんなんだ一体。こんなところまでつれてきて」

　戸惑っているタケトに向かって、朱音は椅子を引いてそこを指差した。

「そこ、座すわって」

「どうしてだ」

「いいから！」

　なんだか分からないが逆らわない方がよさそうだ。それになんでも言うことを聞くと彼女に提案したのは自分だし……とタケトは腰こしを下ろす。

「目、瞑つぶって」

「……うむ」

　言われた通り、瞼まぶたを閉じた。

「絶対に開けないでね」

「開けないが、なんなんだ？」

「いいから！」

　そのまましばらく、朱音は何もしてこなかった。暗くら闇やみの中でタケトは首を傾かしげる。一体全体、彼女は何がしたいのか──。と、その時。

　不意に、タケトの膝ひざにやわらかな感かん触しよくが伝った。ついで体重がかかる。

「……おい、朱音？」

「ぜ、絶対！　絶対に目を開けちゃダメだからね！」

　頷く。しかし、視界を確保しなくても彼女が何をしているのかは容易に分かった。膝の上に乗っているのだ。

「重いんだが……」

「そ、そ、そんなことないでしょ？　そりゃ、天音ミコに比べれば多少……ほんの少しだけ、ちょっと、なんていうか、あれかもしれないけど……」

「まあ、それはいいんだが。どうしてこんなことをする」

「み、見たわね!?」

「いや、見てない。だが大体、想像つく」

「そ、そう……いや、あの、特に意味はないのよ。天音ミコ、あなたに肩車してもらってるくらいだから、こんなこともしてもらってるのかなって……」

「まあ、確かにしているが」

「やっぱりそうなのね……むう。あいつめ……」

　しばらく無言のままで、時が過ぎる。

　だがやがて、朱音はそっとタケトに体を預けた。

「……本当にこれだけでいいのか？」

「うん、いい。えと、ごめん。ありがとね」

「僕としては構わないんだが……」

　なぜこんなことをすることが朱音の望みなのだろうか、分からなかった。

「本当は肩車して欲しかったんだけど、そんなこと頼たのめないし、だったらせめてって……ええと……ほ、本当に意味なんかないんだからね！」

「うむ、承知している。こんなことは無意味だ」

「む、無意味ってことはないでしょう！」

「お前は何がしたいんだ」

　わけがわからず、困ったような顔をすると、朱音は言った。

「……ちょっと実感したかったのよ」

「なにをだ？」

「あなたの存在を、よ。間近で……ね」

　そう言って、朱音はそっとタケトの手を握った。怪け訝げんな顔をしつつも、タケトはそれを返す。そして、

「……これでいいのか？」

「うん」

　まるで子どものように、しばらく二人はそのままでいた。朱音の体温が、高くなっていくのを感じる。闇やみの中、それでも確かに幼馴染がそこにいることが分かった。そして、

「……タケト」

「うん？」

　不意に、彼女は言う。まるで、いつしか離れてしまった二人の距離を埋うめるかのように。

「あなた、大きくなったよね」

「そうか？」

















「うん。こうしてると分かる。本当に大きくなったわ。体だけじゃなくて、気付いた頃ころから心まで……。会長にあんなタンカ切るまでになって。知らない間に、すごく強くなって」

「大したことじゃない。朱音だって頑がん張ばっているだろう」

「そうかもしれない。だけどね……本当に驚いた。あんなに弱くて、わたしを頼るしかなかったのにね。悔しいし、腹が立つわ」

　しかし、心とは裏うら腹はらに。どこか、心より嬉しそうな響ひびきで。

「──いつのまにか、追おい越こされちゃった」

　朱音は、そう、囁ささやいた。










　　　エピローグ　それでも彼らは歩き出す。





　一連の事件は無事に終結した。

　結果的に勝利したのは裏生徒会。生徒会はこれにより、三み度たびに渡ってタケトたちに辛しん酸さんを嘗なめさせられたことになる。……が。

　タケトにはどうにも気にかかることがあった。気のせい、もしくは考え過ぎ。

　そう捉とらえることはいくらでも可能だった。しかしどこか腑ふに落ちない。スッキリしないように思えた。

　故にミコへ事の次し第だいを話し、どうすべきかと問いかける。それに対して彼女は、疑問に思うのであれば尋ねてみるべきであろうと返した。タケトもまた頷く。そして──、

「一体、何の用だ？」

　数日後、タケトはミコと連れ立って氷ひ室むろの下に訪おとずれた。

　朱あか音ねを通じて話がしたいと打だ診しんすると、氷室は意外にもあっさり時間をとったのだ。まるで……まるでそうなることが分かっていたとでも言うように。

「前回のことに関しては結論が出たはずだが」

　氷室は書類をめくりながら口を開いた。

「こちらの落ち度があったことは認めよう。なにかそれに関して意見でも？」

「いや、そちらに関しては問題ない。特にキミを責めにきたわけでもない」

　ちなみに、部屋には氷室一人しかいない。出来るだけ生徒会側の人間を排はい除じよしてもらえるよう頼んだのだ。不思議なことにそちらも簡単に了りよう承しようしてもらえた。なんと彼は、静せい香かさえも退席させたのである。

「少しお訊ききしたいことがありまして」

　タケトが言った。ミコと相談したが、自分が話した方がいいだろうということになったのだ。

「なんだ？」

「先の事件ですが……」

　様子を窺うかがうように言葉を切り。タケトはしばらくしてから再び続きを紡つむいだ。

「……もしかして、氷室会長は全てをご存じだったのではないですか？」

　氷室の手は止まらない。淡々と書類を読み続ける。

「なんの話だ」

「あなたは今回の事件のカラクリに僕が気付き、それを天あま音ね会長に伝え、逆転勝利するところまで──読んでいたのではないか、と尋ねているのです」

「どうしてそう思う」

　顔色はまるで変わらなかった。いつものように至し極ごく、冷れい徹てつな表情を保っている。

「全てが終わった後で、少し疑問に思っていたことがあるんです。それは今回の事件の解決法が、裏生徒会……つまり僕たちが今まで培つちかっていたものを総動員すれば実行可能なものであったということです」

「……それで？」

「これが単純に僕、そして天音会長の作戦勝ちということであるならよかった。しかし敵は氷室会長、あなたです。架か空くうの生徒をでっち上げ、僕たちを罠にはめる……こんなことを考えるような人間が、果たしてそんなことにも気づかないのだろうか？　と」

「買いかぶりだな」

　薄うすく笑う。氷室はこちらを見ようともしなかった。

「それに、私はそんな罠など張っていない」

「今いま更さら誤ご魔ま化かさないでもいいだろう。別に証しよう拠こもないんだ」

　ミコが言うと、彼はやっと手を止めた。考え込むような間を置き、息をつく。

「宜よろしい。譬たとえとしてなら肯こう定ていしよう。仮に私が君たちを罠にかけたとする。しかし──そんなところまで読んでいたと、どうしてそう思うのだ？」

「一つとしては今回の解決方法が、あまりにスムーズだったことです。僕たちは自分で作戦を思いつきそれを実行した。しかし今から考えれば、どうも流れが綺き麗れい過ぎるのです。後から考えれば奇き妙みようなほど簡単に事が進んだ。まるで、初めから用意されたプログラムに則のつとっているかのように」

「推論に過ぎない。それに考え過ぎということもある」

「僕もそう思いました。ですが、一つだけ気にかかることがあったんです」

　タケトは眼鏡を押おし上げ、続けた。

「──証しよう拠こ品ひんが事件解決に至るまで存在し続けて居たことです」

　書類を置く。手を組み、氷室は視線を落とした。

「朱音が学園を捜し回って見つけた、とのことですが、しかし実際それはおかしいんです」

「……どこがだ？」

「氷室会長が仮に事件を起こしたとして。本当に僕たちを嵌めようとしていたとして……いつまでも証拠品を残しておく道理がない。あなたなら裏から手を回していくらでも処分する方法があったはずでしょう。上うえ原はらさんの指し紋もんが残っていたから？　確かにそうです。しかしそれなら、生徒会室のどこかに──氷室会長、あなたしか知らない場所に仕し舞まっておけばいい」

「わざわざ」

　ミコがタケトの言葉を繋ぐ。

「わざわざ室むろ伏ふし朱音が【見つけられる】場所に隠かくす道理がないのだ」

「…………」

「氷室会長、あなたは全てを知っていたのではないですか。罠をかけ僕らがそれを解決し、朱音がその後あと押おしをすることさえ。予想し、事件を起こしたのではないのですか？」

　氷室はなにも答えない。沈ちん黙もくだけが部屋を支配する。重苦しい緊きん張ちようが走った。

「仮に。あくまでも仮にだが……そうだとしよう」

　やっと口を開いたのは、それから十数秒後のことだ。

「しかしなんのためにそんなことをする。存在しない生徒を創つくり、君たちを騙だまし、事件を起こし、それを解決させる。そこにどんな意味があるというのだ？」

「答えが出たきっかけは先ほども言った、解決手段が裏生徒会の今までやってきたことを振り返れば実行可能であった、というところです」

　そう。全てはそこに集約されていたのだろう。

「あなたは僕たちを試ためしたんです。そこに気付けるかどうかを。それだけの知ち恵えがあるかどうかを」

「そして、同時に我々の力も計ろうとした。どれほどの人間に支持され、どれほどの人間を動かせるのかを」

「最後に知ろうとした。裏生徒会における、僕以外の実力を」

「それによって判断しようとしていたのではないか？」

　ミコは睨にらみ付つける。どこまでも上の立場から人を操あやつろうとする氷室を。

「──我々を、生かしておく価値があるかどうかを」

「なるほど。面白い考えだ」

　言葉とは裏腹に氷室はぴくりとも笑わなかった。

「だがどうして君たちを生かしておくかどうかを私が決めなければならない？　いわば裏生徒会は生徒会にとっての敵だ。なら問答無用で潰つぶすのが道理だろう」

「確かに千ち早はや静香はそう思っているだろう。室伏朱音は分からないが伊い佐さ奈な神楽かぐらもそうかもしれない」

　ミコは腰に手を当て、指摘する。

「だが、キミはそうじゃない。……違うか？」

「…………」

「氷室会長、あなたは頭のいい人だ。そして本当に優すぐれた頭脳をもった人間は──自分が、完かん璧ぺきではないと知っている」

　完全な人間などこの世にはいない。神ならぬ身としては当然だろう。だがここで重要なのは、それをいかにして克こく服ふくするかにある。

　弱点を弱点として認にん識しきし、改善する手段を、それがどんなものであってもとる。それこそが有能な者としての在り方だ。

「氷室会長、あなたは知っていた。我々が気付いていたように、自分の、学園における政治構造が必ずしも誰もに受け入れられるものではないと。どこかで絶対にこぼれる者が出ると。そして、それらを不満に思う人間もいると」

「しかしキミは自らを改めるわけにはいかなかった。そうなればそれまで上う手まくいっていたものまで崩壊してしまう。だとすればどうするか？　答えは簡単だ」

　ミコは言う。決定打となる台詞せりふを。

「──キミは試していた。我々が、キミの弱点を補うだけの存在となれるかどうかを」

「君たちを……裏生徒会を、私が必要としてると？」

「違います。あなたは利用しようとしていただけだ。我々を都合よく、自分の開けてしまった穴を埋める道具として使おうとしていたに過ぎない。そして今回の事件は、そんな役目すら果たせないか、それともそれだけの価値はあるかを試していたんです」

　違いますか？　そう尋ねるタケトの声は、朗々と響いた。

　氷室は黙もく然ぜんとしたまま微び動どうだにしない。刻々と時間だけが過ぎていった。

　唾つばを飲み込む音が、やけに大きく聞こえる。

　ミコに視線を移すと、彼かの女じよは真まっ直すぐと氷室を見つめたまま唇を真一文字に結んでいた。何かを待ち構えるために、強くその場で佇たたずむかのように。

　そして。……その時。

「……く」

　短い声が聞こえた。だが、それはやがて少しずつ、断続的に聞こえてくる。

　くつくつ、くつくつ、くつくつと。小さく、低く、氷室が笑っていたのだ。

「認めるのか？」

　ミコが尋ねた。しかし彼は、首を縦に振らない。ただ、よく通る声でこう言った。

「……利用する価値があるのであれば、それがどんなものであっても取り入れる。それが私のやり方だ」

　ゆっくりと顔を上げた。口元だけが歪み、目は笑っていない。ひどく冷たい目だった。

「逆を返せば君たちの反逆的な行動さえも──私にとってはその程度のものでしかないということになる」

「氷室……！」

「中々にいい活かつ躍やくだったな、天音ミコ、郡こおり武たけ人と……いや、裏生徒会。その調子で生徒を助けていって欲ほしい。上原佳か奈なはもちろん、隠き塚づか宗そう吉きち、彼はありがたかった。おかげで学園に優れた生徒が一人増えたということになる」

「僕たちがあなたを助けただけだと言うんですか？」

　タケトの問いに、氷室は頷かなかった。肯定も否定もしない。しかし、

「君たちは自分たちが地じ盤ばんを固めていっていると思っているだろう。しかし、実際には生徒の大半は私を支持している。その中には君たちを快く思っていない者も多い。塵ちりも積もれば山となると言うが、超こえようとしているものがどれほどの大きさであるか考えたことがあるのか？」

　その氷のごとき視線で、二人を鋭く射い抜ぬいた。

「──これからも精々踊おどっているがいい。私の、掌てのひらの上でな」

「……なるほどな。高飛車な男だ」

「ある意味予想通りですけどね」

　タケトは微笑ほほえむ。ここまであからさまに挑ちよう発はつされたら、乗らないわけにはいかないだろう。強い意思で言った。

「今はそう思っていて下さい、氷室会長。しかし、あなたはいつか思い知るはずだ」

「そう、そしてキミは、キミが考えていた以上の存在となった我々の前にひれ伏すこととなるだろう」

　タケトが継つぎ、ミコが告げる。言葉を交わさずとも、自分たちは共にあるのだ。二人は同時に、口を開く。

『──それまで精々、支配者の振ふりをして踊っているがいい！』

　タケトとミコは振り返かえった。もう氷室の方を見ることはない。ただ前を向いて歩き始める。まるで、宣戦布告であるかのように。

「──道どう化けのようにな」

　最後に言い放ったミコの台詞が、静けさの中に刻み込まれていった。



「……結局、全ては氷室の思い通りですか」

　千せん陣じん学園の屋上で、タケトは【支配論】と書かれた本を読みながら言った。

「うむ。面白くないが、今回に至って我々は奴やつの意思によって動かざるを得なかった」

　そんな自分の膝の上に乗って、一緒にページをめくっていたミコが返す。

「しかし次はそういかないぞ。必ず奴の裏を掻いてやる」

　彼女は顔を上げ、タケトを見て満面の笑みを浮かべた。

「その時はまた頼むぞ、タケトくん！」

「ええ、もちろん」

　そう答えると、彼女は振り返ってがばりとタケトに抱だきついた。

「……どうしたんですか？　会長」

「タケトくん分を吸収しているのだ」

「なんですかその成分は」

「しばらく会えなかったから不足していたのだ！」

「毎日補給しなければならないものですか」

「そうだぞ！　だからキミは、これからも私の傍そばにいなくてはならない！」

　ちら、とこちらを見上げて、問いかけてくる。

「……ダメか？」

　ミコは基本的に唯ゆい我が独どく尊そんを発揮しているが、大切なところでは必ずこちらの意思を尊重する。それが彼女の魅み力りよくであり、タケトが支持するところでもあった。

「問題ありませんよ」

　だからタケトは口元を緩ゆるめてそう言う。眼鏡を押し上げながら、

「僕で良ければ、喜んで」

「……ありがとう」

　嬉しげに、頬を赤らめてミコは言う。

「……なあ、タケトくん」

「なんですか、会長」

「この前、ショッピングモールでキミに話せなかったことがあるんだ」

「……そうなんですか」

　なにかあっただろうか、と考えている自分に、ミコは言う。

「私はキミのことを、実はずっと前から知っていたんだ」

「そうなんですか？　そういえば、それっぽいことを前から言っていたような」

「うん。それでな、ええと……」

　言いかけたことを、躊躇ためらうように。ミコにしては珍めずらしく、迷うような素そ振ぶりを見せる。

「……どうしました？」

「う。いや、あう、その」

　赤かった部分が広がり、首元まで達した。ぎゅっとタケトの服の裾を握る。小さな体を、それ以上に縮こませるようにして、彼女は言葉を紡ぐ。

「……ええと、な」

「はい」

「私はキミを──」

　勢いよく顔を上げて。真っ赤な顔で、ミコは、ゆっくりと続きを……、

「あ、ここにいたんですか！」

　扉とびらが開く音がして、その瞬しゆん間かん、彼女は顔をタケトの胸に埋めた。

「捜しましたよー、お二人とも！」

　佳奈とマイ、葵あおいがいる。

「師匠、依い頼らい者しやが来ているようです。話を聞いて頂けますか……って、天音先せん輩ぱい！　どうして師匠に抱きついているんですか！」

　吠えかかった葵に対し、ミコは顔を向けた。

「……な、なんですか。その反応は。ボクが何かしましたか」

　彼女が戸惑ったのも無理はない。ミコは今まで見たことが無いくらいの膨れっ面つらをしていたからだ。

「後一分……後一分、どうして遅おくれて来てくれなかったのだ……！」

「どういうことですか。なにかお二人でなさっていたんですか」

「いや、別に。そういえば会長が何か話そうとしていましたが……」

「わー！　わーわー！　なんでもないわー！」

　立ち上がると、ミコは耳を塞ふさいで騒ぎ始めた。

「……なんか、お邪じや魔までしたかね？　わたしたち」

　佳奈がしゃがみこんで、マイと囁きを交かわす。

「あといっぽだったのにね」

　全すべてを分かっているという顔で、マイはわーわー叫んでいるミコに飴あめを手て渡わたしていた。

「？　大だい丈じよう夫ぶですか、会長？」

　問いかけたタケトの方を見て、ミコは拗すねたような表情を見せていたものの、やがては諦めたようにため息をついた。

「……いや、いい。そうだな。これでは彼女に悪いな。一方的過ぎる」

「なにがですか」

「室伏朱音には今回の件で借りが出来たし、そう根が悪い人間ではないと分かった。だからキミのことに関しては正々堂々と勝負することにしたのだ！」

　まったく意味が分からなかった。佳奈だけは理解しているのか、くすくすと笑っている。

「頑張って下さいね、会長さん」

「うむ！」

　扇せん子すを開いて、ぱたぱたと扇あおぐ。そして、怪訝な顔をしているタケトに向かって言った。

「気にするなタケトくん。乙女おとめの秘密というやつだ！」

「……そんなものですか」

　首を傾げつつも、納なつ得とくするしかない。

「さて、それでは今日も今日とて、目的達成のために動くとするか！」

　ミコが、その名を呼んだ。

「上原くん！　マイ！　葵！」

「はい！」

「……うぃ」

「はい、なんですか」

　そして、くるりと振り返り。

「タケトくん！」

「はい」

　手招きをする。もうそれだけで、彼女がどうしたいのか分かってしまった。分かり過ぎるほど、分かってしまった。タケトは苦笑して、その場に膝をつく。

「どうぞ、会長」

「ありがとう！　とぅっ！」

　跳ちよう躍やく。後に……両りよう肩かたへ、ずしりという感触が伝う。

　タケトに肩かた車ぐるまをしてもらった状態で、ミコが高らかに声を上げた。

「──では、裏生徒会……出動だ！」

　タケトは立ち上がると、仲間と共に歩き始める。一つ一つ確かな足取りで。

　それが未来に通じていると、ただ、信じるのではなく。

　どれほどのことがあっても絶対に実現させるという、覚かく悟ごを持ちながら。

　不安はない。恐れもない。ただ進むだけだ。

「タケトくん、今日もやれるか？」

　ミコが尋ねる。タケトは答えた。

「……ええ」

　眼鏡を押し上げる。当然だ。何故なら。何故なら──、

「──僕は、【天才】ですから」

Ｆｉｎ
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　人の命は地球の未来！　空そら埜の一かず樹きです。

　お久しぶりでございます。「うちの会長は荒あらぶる虎とら猫ねこに似ている。」の三巻をお送り致します。

　今回もなんやかんややらかしているタケトたちの活躍を、お楽しみ頂けたでしょうか。あとがきから読んでくださっている方、なんやかんややらかしているタケトたちの活躍を、楽しんで頂けるものと期待します。一方的に。

　さて、せっかく学園物を書いているのですから、今回もぼくの学生時代のことを少し。

　と言っても極きわめて地味な生徒でしたので、特別思い出に残るイベントがあったわけではありません。

　ちなみに高校に入るまでぼくは小説というものが嫌いで仕方なく、漫画ばかり読んでました。今からじゃ考えられませんね。人生って色々面白いなあとは思います。

　そして、クラブ活動は高校時代が帰宅部で、中学時代が放送部でした。

　ご存ぞん知じでしょうか、放送部。

　名の通り、校内放送をする部活なんです。

　後、月曜の朝ちよう礼れいとか、運動会、文化祭で活躍します。それ以外は特に活動しません。昼放送もないです。

　放送委員となにが違うの？　とよく訊きかれたんですが、馬ば鹿か言っちゃいけません。

　ほぼ一緒です。

　いつ生徒会で「放送委員でいいんじゃねえの」って言われて廃はい部ぶ宣言を受けるか、そんなことをどきどきしながら過ごしていた毎日でした。なにせほとんど活動しませんから。

　その放送部でぼくはなんと、部長でした。

　よほど信頼されてたんだね！　と思われるでしょうが、その通り、古来より伝わる神聖なる儀ぎ式しき「じゃんけんぽん」にて厳げん正せいなる審しん査さの結果、当確したのがこのぼくなわけです！　おいおい待ってくれ、そんないっぺんに告白されてもぼくの体は一つなんだぜ？

　まあ、部長と言っても仕事していませんでしたけど。

　放送機器の使い方が、何度教えられても理解出来ず、挙あげ句く、後輩の一年生から「部長、邪じや魔ま」って言われて端はしっこに追いやられる始末でしたよ。

　邪魔ってなんだよ。部長だよ！　会社で言えば社長だよ！　ＲＰＧで言えば勇者だよ！

　でも仕事の出来ない社長とか、ライデインの使えない勇者とか、よく考えたら確かに邪魔でしかありませんでしたね。

　仕方ないから、寝転がってワンピース読んだりポケモンやったりしてました。

　それを貸す時だけ、人気者でした。

　おまけに副部長が生徒会長も兼けん任にんしていて女の子で有ゆう能のうでカリスマ性があってなんかもう、なんでぼくが部長なんだよあんたがやったらいいじゃないかよ、という感じになりますます居場所がなくなりそうでしたが、唯一問題が起こったら教師にそれを報告して叱しかられるという、大事な役目がぼくには残されていたのでした！

　どうした……笑えよ、ベジータ。

　面白おかしい学生時代のあるあるネタとか、もうちょっと振りたいんですけどいかんせん地味で暗い生徒でしたのでもれなく悲しいエピソードばかりになっていくという。そういえば自じ虐ぎやくネタで笑いをとるのって、関西人だけだって聞いたんですけど本当なんでしょうか。そういう話なら豊富にあるんですけども！

　なにか切なくなってきたので、そろそろ恒こう例れいの謝しや辞じを。

　担当のＮさん、毎度、お世話になっております。今回は結構なスケジュールを上手く調整して下さって、ありがとうございます。

　挿絵担当のろんど様、巻を増すごとに可愛くなっていくイラストの数々に、胸打たれております。ありがとうございます！

　いつもメールやブログにコメントを下さる皆様、本当にありがとうございます。お返事が出来ず、申し訳ありません……。

　そして最後に、何よりこの本を読んで下さった全ての皆様へ。

　最大限の、感謝を。



　それでは、またお会いしましょう。



　Ｐ．Ｓ　←やらない



　　　　　　　　八月二十六日　ＢＧＭ　『ＦＵＮＮＹ　ＢＵＮＮＹ』

　　　　　　ＨＰ　『空ノページ』　　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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